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北部ブラジルの憑霊 カル トにおける成巫過程

古 谷 嘉 章*

Cura and Tambor: Shamanizing Processes of Possession Cults 

                in Northern Brazil

Yoshiaki FURUYA

    Two anthropological terms, "shamanism" and "spirit-

possession," have long been given separate definitions. The 
former has been applied to specific magico-religious beliefs 
and practices in Siberia and Central Asia, following Mircea 
Eliade's classic usage. On the other hand, several African 
religious traditions have been practically excluded from shaman-
ism and given another equally renowned term, spirit-possession. 
Recent anthropological studies on this topic have made it clear 
that these "two" cultural-complexes, which have been treated 
separately, have, in fact, much in common, and should be 
categorized under some more general concept, such as "culturally 
institutionalized Altered States of Consciousness." 

   In this paper, I do not presuppose any mutually exclusive 
definitions of "shamanism" and "spirit-possession." This partly 
follows the recent trend mentioned above, but partly is required 
by the topic of this  paper: shamanistic or mediumistic religious 
tradition in northern Brazil. 

   In this Amazonian region, where local shamanistic tradition, 
inherited from Amerindian cultures, has its strength and is 

partially intermingled with folk Catholicism, essentially different 
mediumistic traditions were introduced from West and Central 
Africa as by-product of the Atlantic slave trade. These African-
derived religions, so called Afro-Brazilian cults, did not penetrate 
so pervasively in the North as in the Northeastern sugar-producing 
areas. But in the northern cities, like  Belem  (Para), this religious
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trend, influenced by local shamanic tradition, formed a series of 
highly syncretized possession cults, generically called Batuque in 
the anthropological literature. 

   In this paper, one of the distinctive characteristics of these 
cults is  depicted  : that is, the highly individualized relation be-
tween shaman-mediums and possessing-spirits. In the course of 
shamanizing processes this factor plays a decisive role for the 
shaman-mediums to adopt specific ritual forms to venerate their 
spirit-protectors and "work" with them, because every spirit 
reveals itself with its unique character and specifies  obrigacdo, or 
ritual requirements, to each medium. Therefore, the mediums, 
who usually "receive" various spirits and owe religious obligations 
to them, gradually accumulate various ritual forms and end up 
making unique combinations between them. 

   Having this kind of inherent individualistic tendency, the 
Batuque is likely to fall apart. But, so far, this has not occurred, 
owing to two core ritual-forms as structuring models for the whole 
system. These two ritual forms, Cura and Tambor, provide each 

practitioner with a sound basis for weaving his own network of 
communication with his possessing-spirits. These two forms 
inherit their main characteristics from  pajelanfa (local shamanism) 
and African-derived possession cults, respectively. Aside from 
the most apparent contrast between them (the absence or presence 
of musical instruments, such as drums, in rituals), there is another 
significant  difference: the former stresses inherent supernatural 
ability  (nascer  feito) of shamans whereas the latter demands formal 
initiation and apprenticeship (fazer  santo). These contrastive 
features are closely related to the actual forms of practice: solitary 
"curing" sessions vs. festive group-rituals. This bipolar system 
is so deeply rooted in the Batuque that various ritual practices from 
varied sources have been and are being rearranged to fit in with 

the preexisiting system and incorporated into the Batuque.

1.は じめ に

2,シ ャマ ニズ ム と精 霊 憑 依

3.ブ ラジ ルの 憑霊 宗教 伝 統

4.バ トゥーケ:ベ レ ンの憑 霊 崇 教

5.ミ ナ ・ナ ゴ ・カ ル ト

6.ミ デ ィア ム の道:そ れ ぞ れ の成 巫 過 程

7.ク ー'ラ複合 と タ ンボー ル 複合

8。 おわ りに
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1.は じ め に

　本稿は,筆 者がパラ州ベレンを中心 とするブラジル北部の地域的宗教伝統を対象と

して行なったフィール ドワーク(1984年 ～85年)1)の 報告であり,焦 点に据えられる

のは,様 々な文化的伝統の寄与を通 じて形成されたバ トゥーケ(Batuque)と よばれる

憑霊カル トである。 このカル トについての従来の調査報告2)は,一 様に 「著 しいシン

クレティズム」を指摘 し,さ らにグループあるいは信者間の変異が甚 しいと述べてい

る。 しかし,そ れにもかかわ らず,実 際の記述においては 「変異にもかかわ らず存在

する最大公約数的なもの」の提示に急で,変 異そのものの意味をとらえることには成

功 していないように思われる。すなわち,個 人レベルの変異は剰余にすぎないとの印

象を与える結果に終わ っている。本稿では,シ ャマン=ミディアムたる信者がそれぞれ

の宗教的キャリアーのなかで憑依霊との関係を通 じて織 り上げていくシステムに注目

することによって,個 人 レベルにおける変異がこのカル トの本質的特徴であることを

示す。同時に,そ れ らの個人レベルの営為を全体 として方向づける二つの対極的な儀

礼形態あるいは宗教実践形態が,バ トゥーケのなかに存在することを明らかにする。

「文化を共有するとは,Xさ ん とYさ んが同一 もしくは類似のしかたで行動すること

を意味するのではな く,彼 らが互いに類似 していない彼らの行為を共有された価値と

関係づけて表現しうることを意味する」[OBEYEsEKERE　 l981:ll2]と いう言葉を

引くまでもなく,変 異を前にたじろぐ必要はない。必要なのはそれがどういう意味を

もつのかを理解することである。

2.シ ャ マニズ ム と精 霊 憑 依

　 人 類 学 の 用 語 と し て の 「シャマ ニ ズ ム」(shamanism)と 「精 霊 憑 依 」(spirit-

possession)を め ぐる議 論 は,す で に相 当 数 の研 究 を生 み だ して きて い る が,こ れ ら

の用 語 の定 義 につ い て は,人 類 学 者 の あ いだ に見解 の統 一 を見 て い な い の が現 状 で あ

る。 そ の理 由 は第 一 に,従 来 よ り報 告 され て きて い る諸 地 域 の事 例 の うち,い ず れ を

1)ベ レ ンお よび 周 辺地 域 にお ける フ ィー ル ドワー クは,1984.4-1985.　 5に(財)ト ヨタ 財 団研

究 助成 な らび に 東京 大 学 大 学 院 学 生 学術 研 究 奨励 金 を 受 けて 実 施 され た 。 調 査成 果 の 一 部 は

[古 谷 　 1985a,1986a],[FuRuYA　 1986]に 公 表 さ れて い る ほか,[古 谷 　 1985b,1986b,1986c,

1987]の 学 会 で 口頭 で発 表 され て い る 。

2)[ALvARENGA　 1950][LEAcocK　 l964a,1964b][LEAcocK＆LEAcocK　 l972][FIGuEIREDo

＆VERGoLINo　 E　SILvA　 1967][FIGuElREDo　 1974,1975,1979,1981,1983][DI　 PAoLo　 1979]

[VERGoLINo　 E　SILvA　 l976][FRY　 1982]な ど があ る。
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シャマ ニ ズ ム あ るい は精 霊 憑依 に含 め,い ず れ を 排 除 す るか に つ いて,研 究 者 の そ れ

ぞれ に好 み が存 在 す るか らで あ る。 これ らの 用語 の 定 義 に 関 す る問題 の ひ とつ はつ ぎ

の よ うな もの で あ る。 す な わ ち,両 者 が互 い に独 立 したま った く別 の現 象 を指 示 す る

もの なの か,あ るい は 一方 が他 方 の一 部 を なす の か,ま た あ る いは,一 方 が他 方 を 特徴

づ け る諸 要 素 の ひ とつ な の か とい う問 題 で あ る。 この 論 点 に 関 して 長 きに わ た って支

配 的 だ っ た見解 に よれ ば,両 者 は互 い に 区別 され るべ き こと な る現 象 を指 し示 す もの

と され るが,そ う した 見 方 の 端 緒 の ひ とつ は,エ リア ーデの 提 出 した 「シ ャマ ニ ズ ム」

の 限 定 的 な 定 義 で あ り,そ こで は彼 の 言 うと こ ろの 「エ クス タ シー」 す な わ ち 「霊 的

飛 翔(magical・flight)と 解 釈 され る トラ ンス 」 を 共 同 体 の 利 益 の た め に 用 い る こ とを

知 って い る宗 教 的職 能者 が シ ャマ ンで あ る と され て い る[ELIADE　 l964(1951)]。

この定 義 は よ く知 られ て い る よ うに,憑 依 を 真 正 の シ ャマ ニ ズ ム の特 性 で な い と し,

い わ ゆ る 「脱 魂 型 」3)を 第 一 義 と し,そ の こ とに よ って憑 依 が 中心 的 役 割 を はた して

い る信 念=儀 礼 複 合 を 事 実 上 シャマ ニ ズ ムか ら排 除 した 点 で 特徴 的で あ る。 この こ と

は結 果 的 に シ ャマ ニ ズ ム に地 域 的 限 定 を設 けた こ と にな り,特 に ア フ リカの 諸 地 域 に

は,シ ャマニ ズ ム とよば れ るべ き現 象 が 存 在 しな い こ とに な っ た。 その かわ り ア フ リ

カ に 関 して は,精 霊 憑 依 と い う言 葉 が,あ た か も シ ャマ ニ ズ ム と は全 く別 の 現象 で あ

るか の よ うに して 多 用 され た の で あ るが,そ う した 用語 法 は フ ァース が 提 出 した シ ャ

マ ニ ズ ム に 関す る いま ひ とつ の 著 名 な 定義 に由来 す る も ので あ った 。 彼 に よれ ば,精

霊 憑 依 と霊 媒 術(spirit　mediumship)と シ ャマ ニ ズ ム は 区別 され るべ き もの で あ り,

精 霊 憑 依 は 「そ の 中 にお いて は,あ る個 人 の行 動 が,正 常 な状 態下 で はそ の人 に外 在

す る精 霊 に よ る そ の人 の 振 舞 い に対 す る支 配 の証 左 で あ る と解 釈 され る,ト ラ ンス の

一 形 態 」 で あ る
。 ま た,霊 媒 術 は 「そ の 中 で は そ の人 が精 霊 と人 間 の仲 介 者 の役 を は

た して い る と考 え られ る憑 依 の 一形 態 」 で あ る。 さ らに シ ャマ ニ ズ ムの 語 は,限 定 的

に北 ア ジ ァ的 意 味 で精 霊 の 統 御 者 を指 す の に 用 い られ るべ きで,通 常 は彼 自身 が霊 媒

で あ る が,本 人 は トラ ンス 状態 に入 らず に,霊 媒 た る第 三 者 の な か の精 霊 を コ ン トロ

ール す る こ と もあ る と して い る[FIRTH　 1959:141]
。 こ こで 重 要 な こ と は,シ ャ

マ ニ ズ ム と い う用 語 に 関 して は,そ の詳 細 は別 と して,北 ア ジ ア に典 型 的 に み られ る

特 定 の 文 化 複 合 に 限定 して 用 い られ る べ き と して い る点 で,前 述 の エ リア ーデ の 用法

と軌 を 一 に して い る点 で あ る。

　 この よ う に して 形 成 され た,言 わ ば人 類 学 用語 上 の 「地 域 分担 制 」 に つ いて は,す

で に,多 くの 研 究 者 に よ って 批判 的検 討 が加 え られ て お り,こ こで詳 し く再 論 は しな

3)「 脱魂型」 の語 は[佐 々木 　1980]に よる。
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い4》。 そうした検討を通 じて明らかにされた点は,従 来のようにシャマニズムと精霊

憑依を断絶的な現象としてとらえるのではなく,「 文化的に制度化された意識の変容

状態」(culturally　institutionalized　altered　states　of　consciousness)あ るいは 「ト

ランスのコントロール」などの統一的枠組の下に考察することの重要性であり,そ う

した状態の下で何が生 じていると人々が考えているのか,「 脱魂」なのか 「憑依」 な

のかという解釈のレベルにおける差異によって,本 質的に共通 した諸現象のあいだに

境界を設けないことである。

　本稿においても,そ うした近年の研究成果をふまえて,シ ャマニズムと精霊憑依を

別個 に扱われるべきものと見るのではな く,従 来そのいずれかの語を用いて報告,分

析されてきた諸地域の事例を基本的に連続 した事象としてとらえるが,そ うした立場

をとることは,ブ ラジル北部地方の宗教的伝統を対象とする本考察の場合には特別な

意味をもつ。詳 しくは後述するが,こ の地域では,征 服 ・植民地化以前には,従 来の

用語法にしたがっても典型的なシャマニズムと分類されうる原住民の宗教的伝統があ

り,そ れに加えて,植 民地化の過程におけるアフリカ人奴隷の導入の結果 として,西

アフリカおよび中央アフ リカを中心 とする,従 来の用語法にしたがえば精霊憑依 とし

て分類された宗教伝統が 「移植」され,両 者のあいだにシンクレティズムが生 じたの

である。 したがって,両 者を統一的枠組みでとらえる必要は,ま ず何 よりも研究対象

そのものの要請にほかならない。

　 ところで,前 述のファースの定義は,精 霊憑依 と霊媒とシャマニズムをそれぞれ一

定の基準にもとついて区別 しうる別個の事象としてとらえるものであったが,そ れを

一個人が トランスに基礎をおく宗教的職能者としての地位と役割を獲得 していく,い

わゆる 「成巫過程」の諸段階として位置づけることが,ル イスによって提案 されてい

る。彼の視点はその大枠においては,そ うした職能者の成巫過程が 「コン トロールさ

れない憑依」か ら 「コントロールされた憑依」へ と移行するという複数の研究者によ

ってなされている指摘5)と 軌を一にするものであるが,そ の細部においては,彼 独自

の提案を含むものである。それによれば,ル イスは基本的にはファースの定義を受け

入れつつ も,すべての霊媒が必然的にシャマンであるわけではないが,すべてのシャマ

ンは霊媒であると述べており,た んなる霊媒がシャマンー霊媒に移行 しうると考えて

いて,「 特定の精霊 による憑依を反復的に体験する人は,そ の神格のために霊媒 とし

4)　 [BouRGulGNoN　 　1965,1970,1974,1976a,1976b,1978,1979]　 [BouRGulGNoN(ed.)　 1973]

[CRApANzANo＆GARRIsoN(eds.)　 1977][LEwls　 1966,1971,1983,1986】[LocKE＆K肌LY

1985][PETERs＆PRIcE-WILLIAMs　 1980][佐 々 木 　 1980,1983]等 。

5)[BouRGulGNoN　 l976a][LEwIs　 l　986][PREssEL　 1977][WALKER　 l972]他 。

73



国立民族学博物館研究報告　 13巻1号

て行動 していると言いうる。こうした霊媒のすべてではないが,そ のうちの若干は時

の経つ うちには,そ れを卒業して精霊の統御者になる。ひとたびこれをコントロール

するというかたちでの力をマスターすれば,彼 らはまさしくシャマンである」[LEWIs

1971:56]と しているのである。 したがって,彼 にとっては,シ ャマ ンとは精霊を

支配する力を修得 した霊媒である。 ここで問題 となるのは,す でにファースによって

提起された 「精霊にたいする統御」という点であり,こ れはシャマ ンを,言 わぱ 「精

霊による統御」という受動的な役割にとどまる霊媒 と区別すべ きだとする判断にもと

つくものであるが,「 精霊にたいする統御」 という基準は,特 定社会の人々のもつ解

釈のレベルではじめて意味をもちうる基準であり,往 々にして憑依霊に身を任せるこ

とによって人間側の期待にそった結果を生 じさせることができるとする解釈が存在す

る以上,明 確な判定基準 とはなりえないとするのが本稿 における筆者の立場である。

「統御」を問題に して,そ れによって霊媒 とシャマンを区別する必要があるとすれば,

む しろ 「トランスにたいする統御」6》をもってシャマンの要件 とすべ きであると筆者

は考えている。さらに付け加えれば,統 御された トランスという技法上の習熟は,そ

の社会の人々によってしばしば 「精霊にたいする統御」の増進として解釈されうるも

のである。 しか し,「トランスにたいする統御」といっても.こ の統御の程度は,実 際

には漸進的に増加するものである。 したがって,そ うした連続的過程が各社会におい

てどのように分節化されているのかが分析の始点となるべきであり,そ れを考慮せず

に画一的用語法を適用することは控えるべきであろう。

　本稿では,「 シャマニズムは,ア フリカにおいて普通である」 とした,ル イスの見

解[LEWIs　 1983:147]を 共有し,一 方・「精霊にたいする統御」をもって霊媒からシ

ャマ ンを区 別 す るル イ スの 見解 は斥 け る。 ま た,分 析 に先 立 って 「シャマ ン」 「霊 媒 」

を 定義 上 区 別 す る こ とは せ ず,実 際 に 当 事 者 に よ って使 わ れ て い る 用語 に した が う。

3.ブ ラジルの憑霊宗教伝統

　 ブ ラジル に は,前 述 の よ う に コ ン トロー ル され た 「トラ ンス な い しは意 識 の変 容 状

態 」 を核 心 的要 素 とす る と い う意 味 で,広 義 の シ ャマ ニ ズ ム に含 み うる い くつ かの 宗

教 的伝 統 が 存在 す る。 主 要 な もの を あ げ る とつ ぎの と お りで あ る。① ア フ ロ ・ブ ラ ジ

リァ ン ・カル ト(ア フ リカ系 カル ト)7),② エ ス ピ リテ ィズ モ(心 霊 術)8),③ 原 住 民

イ ンデ ィオ の シ ャマ ニ ズ ム お よ び そ の伝 統 を 継 承 す る シ ャマ ニ ズ ム,④ ペ ンテ コス タ

6)ト ラ ンスの コ ン トロ ール へ の注 目 は[PETERs＆PRIcE-WILLIAMs　 1980】 の示 唆 に よ る 。
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リズ ム。 この うち プ ロ テ ス タ ン トの 一 派 で あ るペ ンテ コス タ リズ ム は,他 の 三 つ とは

明 らか に別 個 の独 立 した伝 統 を な して お り,本 稿 の 考 察 か ら除外 す る。 他 方,他 の三

者 につ いて は,理 念 型 と して は相 互 に独 立 した伝 統 をな す が,現 実 の存 在 形 態 につ い

て み る と,そ れ ぞ れ を 独 自 に組 み合 わ せ た カル トグル ープ が各 地 に多 数 存 在 す る。 そ

の う ち,① と② は,両 者 の伝 統 を継 承 し独 特 の 体 系 化 を は か り,両 者 か ら独 立 した

「新 宗 教 」 と して の地 位 を しめつ つ あ る とは いえ,相 当 程度 の変 異 を含 む ウ ンバ ンダ

(Umbanda)9)と よ ば れ る宗 教 が存 在 す る た め に,一 連 の 類 似 した カ ル トの連 続 体 の

両 極 を な す もの と して 解 釈 さ れ る こ とが多 い。

　 ア フ ロ ・ブ ラ ジ リア ン ・カル ト(Cultos　 AiTro-Brasileiros)は,16世 紀 半 ばか ら19

世 紀 末 に か け て,少 な くと も300万 ～400万 人 の ア フ リカ人 奴 隷 を 「輸 入 」 して成 立 し

た 黒 人 奴隷 制 の 副産 物 で あ り,西 ア フ リカ お よ び 中央 ア フ リカの 各 地 の伝 統 が カ ト リ

シズ ムの 影 響 下 で再 編 され た もので あ る が,今 日で は非 ア フ リカ系 の 人 々を も信 者 に

含 み,ブ ラ ジル 各 地 の 都 市 を 中心 と して存 在 して い る。 そ の な か で も特 に,黒 人 奴隷

労 働 に基 礎 を お いた,サ トウキ ビ ・プ ラ ンテ ー シ ョ ン経 済 の 中心 地 で あ った ノル デ ス

テ(北 東部)地 方 の都 市 に お いて と くに盛 ん で あ り,な か で もバ イ ア州 の サル ヴ ァ ドー

ル は,ア フ ロ ・ブ ラ ジ リア ン ・カ ル トの 一 種 の 「メ ッカ」 と もい うべ き位 置 を しめて

お り,カ ン ド ンブ レ(Candomb16)10)の 名 で よ ばれ るバ イア の カル トは,「 ア フ リカの

伝統 に最 も忠 実 な,純 粋 な,伝 統 的 な もの」 と して の 社会 的評 価 を うけ て い る。 他 方,

前 述 の ウ ンバ ンダ とよ ばれ る宗 教 は,現 在 ま で に明 らか に な って い る と ころ に よれ ば,

今 世 紀 初 頭 に リオ お よ びそ の 周 辺 で,す で に存 在 して い た ア フ ロ ・ブ ラ ジ リア ン ・カ

7)ア フ ロ ・ブ ラジ リア ン ・カ ル トの概 要 につ いて は,[BAsTmE　 l978a】[VALEN皿 　 1977]な

　 ど,古 典 的 研 究 と して は[NINA・RoDRIGm二s　 l935(1900),1977(1906)][RAMos　 l934,1935]

　 な ど参 照 。 ア フ ロ ・ア メ リカ ン宗 教 の概 観 に つ い て は,[SIMPsoN　 1976,1978]参 照 。

8)ブ ラジ ルで 勢 力 を もつ エ ス ピ リテ ィズ モ(Espiritismo)は カ ルデ シズ モ(Kardecismo)と よ

　 ば れ る タ イ プの もの で,19世 紀半 ば に ア ラ ン ・カ ー デ ック とい う霊 媒 名 を もつ フラ ンス人 に よ

　 って体 系 化 され た もの。 ブ ラ ジル へ は19世 紀 の 後半 に都 市 の 知識 人 層 を 中 心 に受 容 が 始 ま り,

　 後 に は多 様 化 して,い わ ゆ る 「低 い エ ス ピ リテ ィズ モ 」(baixo　 espiritismo)と よ ばれ るタ イ プ

　 を 生 み だ して 社 会 の下 層 へ も浸透 した。詳 し くは[CAMARGo　 l　961][WMmsN　 1968a,1968b]

　 等 参照 。

9)ウ ンバ ンダ の 形成 な らび に南 部大 都 市 にお け る現 状 につ い て は,[BAsTmE　 1978a]【BIRMAN

　 1983][BRowN　 I979,1986][BRowN＆BlcK　 1987][CAMARGo　 l961][FRY＆Howa　 l975]

　 [LoYoLA　 　1984][ORTIz　 　l　978,1980,1985][PREssEL　 　1973,1977,1982][TRINDADE　 　l　982,

　 1985][VELHo　 1977][WILLEMs　 1966]な ど 。 な お ウ ンバ ンダ の 成 立過 程 につ い て は論 争 が

　 つ づ いて お り,そ れ に つ いて は[BRowN　 et　al.1985][ORTIz　 l986]参 照 。

10)バ イ ァ州 の カ ン ドンブ レ を 代 表 とす る北 東 部 の ア フ リカ系 カ ル トに つ い て は,[BASTIDE

　 l978b】[CARNEIRo　 l936,1940,1948,1964][ELBEIN　 Dos　SANTos　 l　976][HERsKovlTs　 1954]

　 [LANDEs　 1947][RIBEIRo　 1952]な ど参 照 。 北 東 部 の 「非伝 統 的」 ア フ リカ系 カル トにつ い

て は,[ARA6Jo　 1979][CAmaNEIRO　 l937][DANT鵡 　 1982a,1982b][Mo　 rrA　 1976,1977]

　 な ど参 照 。
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ル トのあるタイプをヨーロッパ由来のエスピリティズモの教義を取 り込んで再編 した

ものであり,1930年 代頃から体系化の動きが始まり,第 二次大戦後,リ オやサンパウ

ロなど東南部の大都市を中心に急速にブラジル各地に波及 しつつあり,も はやアフロ

・ブラジリアン・カル トあるいはエス ピリティズモの一変種とはよびえない地位を主

張 しつつある。すでに他の所[古 谷　 1986a]で 論じたように,現 在までのアフリカ系

宗教についての研究は主として,こ のカンドンブレとウンバンダをモデルとして行な

われてきており,ま た実際に信者にたいしてもモデルが影響力を増大させつつあるが,

現実に存在するカル トは非常に変異に富んでおり,こ れ らのモデルでは捕捉 しきれな

いものを含んでいる。 このことは特に北部のアマゾン地方の場合の顕著であり,本 稿

は,従 来充分な研究の行なわれてこなかった北部の地域的伝統について考察を試みよ

うとするものである。

4.バ トゥーケ　 ベ レンの憑 霊 宗 教

　ブラジル北部は,自 然環境としては高温多湿の熱帯雨林におおわれたアマゾン地方

であり,そ うした特性のゆえに,16世 紀以来サ トウキビ ・プランテーションの発展 し

た北東部や19世紀以降にコーヒー ・プランテーションが隆盛をみた東南部とはことな

っ売植民地化と社会発展の過程を経てきた。それは主として初期には原住民労働力,

のちには混血住民 と他の地方(と くに北東部)か らの移住者の労働力に依存 した 「掠

奪経済」を特徴とするものであった。そのなかで,19世 紀後半か ら今世紀初頭にかけ

ての 「ゴムブーム」の時期こそ活況を呈 したとはいえ,そ れ以外の時期は,つ ねにブ

ラジル社会の辺境に位置してきたのである。こうした地域的特性が本稿の主題である

宗教的伝統の面でも重要な意味をもつ。すなわち,マ ラニョン州の一部などを例外 と

して,北 東部地方に匹敵するような大規模な黒人奴隷の導入が行なわれなかったこと

と11》,原住民インディオの自律的社会が他の地域とは比較にならないほど存続 してい

ることである12》。とはいえ,ペ ルー,ボ リビァなどのアンデス諸国とことなり,原 住

民社会は小規模で奥地に散在 しているにすぎず,ア マゾン地方の主たる住民はカボク

ロとよばれる混血の人々であり,彼 らの社会は,辺 境 に位置するとはいえブラジル社

会の一部をなしており,そ のなかにアマゾン川をはじめとする河川沿いの若干の都市

11)ア マ ゾ ン地 方 へ の ア フ リカ人 奴隷 の 導 入 につ いて は[MAcLAc肌AN　 1974]お よ び[Rour

　 1976]参 照 。

12)ア マ ゾ ン地 方 の イ ンデ ィオ 諸 社会 の経 て きた変 化 につ いて は[GALvAo　 l967,1979a,　 1979b]

　 参 照 。
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が散 在 す る。

本 稿 の 対 象 は,東 は マ ラニ ョ ン(Maranh50)州,西 は アマ ゾ ナ ス(Amazonas)州

ま で を含 む北 部 の地 域 的伝 統 で あ るが,主 と してパ ラ(Para)州 の州 都 で あ るベ レ ン

(Be16m)の 事 例 を と りあ げ る。 ま た 比 較 の た め に,マ ラニ ョ ン州 サ ンル ィ ス(Sio

Luis)と ア マ ゾ ナス 州 マ ナ ウス(Manaus)の 事 例 につ いて も 必 要 に 応 じて言 及 す

る13)。

　 ベ レ ンは,ア マ ゾ ン川 河 口 に位 置 す る北 部 第 一 の都 市 で あ り14),ブ ラ ジル の他 の地

域 と同 様,基 層 とな って い る宗 教 伝 統 は カ トリ シズ ムで あ る。 しか し同 時 に,多 種 多

様 な 憑 霊 宗教 が 存在 して お り,そ れ らは必 ず しも カ トリシズ ム,少 な くと も民 衆 的形

態 の カ トリシズ ム(folk　 Catholicism)と 排 他 的 関係 に あ る わ けで は な い。 実 際,そ

れ らの 宗 教 を 信 ず る多 くの 人 々 に と って,そ れ らはむ しろ カ トリシズ ムを補 完 す る も

の で あ って,両 者 を 信 ず る こ とは問 題 とな って い な い。 ま た,何 らか の 問題 解 決 の

た め に ク ラ イア ン トと して そ れ らの宗 教 を利 用 す る　 　 した が って そ の効 力 を 信 ず る

　 　 人 々を も含 めれ ば相 当 数 の 人 々 が そ れ らの憑 霊 を核 心 的 要 素 とす る宗 教 に 関与 し

て い る とみ られ,決 して 一部 の人 々 の み が 信 ず る セ ク ト的 排 他 性 を も った宗 教 とは言

え な い。 そ う した意 味 で,地 域 的宗 教 伝 統 を な す もの とみ る ζ とがで きる15)。 と ころ

で,ベ レンの 憑 霊 宗 教 には,原 住 民 文 化 を継 承 す る シ ャマ ニス テ ィ ック な伝統(Paje-

langa),前 述 の ア フ ロ ・ブ ラ ジ リア ン ・カ ル トお よ び ウ ンバ ンダ ま で が 含 ま れ るが,

それ らは 互 い に独 立 した 排 他 的伝 統 を な す ので は な く,顕 著 な シン ク レ テ ィズ ムが み

られ る。 した が って,一 連 の 憑霊 宗 教 な い しは憑 霊 カル ト連 続 体 と して と らえ て お く

の が適 当 だ と思 わ れ る。 と ころ で,そ う した一 連 の カル トにつ いて パ ラ州全 体 を統 括

す る連 盟16》が1964年 以 来 存 在 して お り,警 察 か ら委 託 され た権 限 に よ り,カ ル トグル

ー プ と して 活 動 す る もの に つ い て は 登録 を 義務 づ け て い る が
,実 際 に は非 都 市 部 は も

13)サ ンル イ ス の ア フ リカ系 カ ル トにつ い て は[Numss・PEREIRA　 l　979(1947)][CosTA　 EDuARDo

　 1948][S.FERRETTI　 1985][M,　 FERRETTI　 1985][BARRETTo　 l977][FERaEIRA　 1984]他 。

　 　マ ナ ウス の ア フ リカ系 カ ル トにつ い て は[GABRIEL　 1985]参 照 。

14)1616年 に ポ ル トガ ル人 に よ る アマ ゾ ン支 配 の 拠 点 と して 建 設 。 人 口933,280(1980)。

15)国 勢 調 査(1980)に よ れ ば,ベ レ ン市 内 でEspirita　 Kardecista(エ ス ピ リテ ィズ モ)が 約

　6,000人,Espirita　 Afro-Brasileira(ア フロ ・ブ ラ ジ リア ン ・カル ト)が 約3,000人 とな って い

　 る が,実 際 の 信 者 数 は は るか に 多 い と考 え られ る 。1965年 の 状 況 につ い て[LEACOCK　 ＆

　LEAcocK　 l972:98]は,ミ デ ィ ア ム2,600人 を含 め深 くコ ミ ッ ト して い る信 者 だけ で も10,000

　人 以 上 と推 定 して い る 。

16)1939年 に リオで ウ ンバ ンダ の最 初 の連 盟 が設 立 さ れ て以 来,各 地 で連 盟 がつ くられ,場 合 に

　 よ って は全 国 的 に系 列 化 さ れて い る もの もあ るが,教 義 や活 動 面 で 実質 的 な コ ン トロー ルが な

　 され て い る と は言 い 難 い 。

　 　パ ラ州 の 連 盟成 立 の事 情 に つ いて は　[LEAcocK＆LEAcocK　 l972:245-246][VERGoLINo

　E　SILvA　 1976][FuRuvA　 l986]参 照 。
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と よ り連 盟 本 部 の 置 か れ た べ レ ンにつ いて み て も,す べ て の カ ル トグ ル ー プが 登 録 さ

れ て い る とは言 え な い。 ま た個 人 的 に活 動 を 行 な って い る もの につ い て は,ほ とん ど

捕 捉 され て い な い。

　 本 稿 の議 論 は,連 盟 に登 録 して い る もの に 限 定 され る わ け で は な いが,筆 者 の フ ィ

ール ドワ ー クが主 と して連 盟 に登 録 され た グル ープ を 対象 と した もので あ る こ と
,ま

た,連 盟 の行 な って い る分 類 が前 述 の カル ト連 続 体 を 理解 す る うえ で 検 討 す る価 値 が

あ る こ と によ り,考 察 を まず 連 盟 に よ る公 式 見 解 か ら始 め る こ とに した い。

　 そ の 正式 名称 「パ ラ州 ウ ンバ ンダ ・エ ス ピ リテ ィズ モ 及 び ア フ ロ ・ブ ラ ジ リア ン ・

カル ト連 盟 」(Federagcao　 Espirita　 Umbandista　 e　dos　Cultos　 Afro-Brasilerios　 do

Estado　 do　Par義)に 明 らか な よ うに,連 盟 は 相 当 程度 の変 異 を含 む カル トを 包括 す る

こ とを 意図 して い る。 とこ ろで,こ の 名称 は,ウ ンバ ンダ ・タ イ プの エス ピ リテ ィズ モ

とア フ ロ ・ブ ラ ジ リァ ン ・カル トが 明 確 に区別 し うる もので あ るか の よ うな 印象 を 与

え るが,登 録 して い る カル トグル ープ の 実 際 の活 動 を み る か ぎ り,両 者 の違 いは必 ず

し も明瞭 で は な い。 しか し,連 盟 の 公式 見解 によ れ ば両 者 は 区別 され るべ き もの と さ

れ て い る。 この 理 念 と現 実 の 乖 離 につ いて は,す で に別 の論 文[FURUYA　 1986]で

扱 って い る ので 詳 述 は避 け るが,こ れ は 連 盟 が各 種 カル トの モ デル を強 制 す る こ とで

あ る方 向性 を も った 「標 準 化 」 を 意 図 して い る こ とを示 す も ので あ り,し か もそ れ に

充 分 成功 して い る とは いえ な い こ とを示 す もの で あ る。

　 連 盟 に よれ ば,連 盟 に属 す るカ ル トは以 下 の もの を含 み,登 録 に あた って カ ル トグ

ル ープ は,そ の いず れ か に分類 され る が,そ れ は基 本 的 に各 グル ー プ あ るい は各 リー

ダ ーの 申告 に基 づ くもの で あ り,そ の そ れ ぞ れ を 区別 す る具 体 的 な 基 準 は,連 盟 の公

式 見 解 に お いて さえ 必 ず しも明 確 で は な い。 調 査 時(1984年)の べ レ ンに お け るカル

ト別 の登 録 グル ー プ数(総 数938)は 以 下 の と お りで あ る。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

カ ン ド ンブ レ

ミナ ・ナ ゴ

ジ ュ レ ーマ

オ モ ロ コ

ウ ンバ ンダ

その 他

 (Candomble) 

 (Mina-Nago) 

(Jurema) 

 (Omoloc5) 

(Umbanda)

・… … ・。28

… … …103

・・・・・・…　 144

。・・。・・。・・61

・。・・・・…　 597

・・。・。・… 　 5

　 こ う した か な りの 程 度 名 目的 な カ ル ト分 類 に た い して,連 盟 が 登録 に際 して重 視 す

る の はむ しろ,カ ル トグル ープ の 活 動形 態 に よ る分 類 で あ る。 そ れ に よ る とカ ル トグ

ル ープ は,テ ヘ イ ロ(terreirO)と セ ア ラ(Seara)の 二 種 類 に大別 され る 。 連 盟 の説 明
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に よ れ ば,前 者 は儀 礼 に お いて太 鼓(tambor)を 使 用 す る こ とが で きる カル トグル ー

プ,後 者 は儀 礼 にお いて太 鼓 を 使 用 す る こと がで きな い カル トグル ープ で あ る。 セ ア

ラ と して登 録 され た グル ープ に儀 礼 で 太 鼓 を使 用 させ な い よ う監 督 す る こ とは連 盟 の

重 大 関 心 事 の ひ とつ で あ るが,実 情 は必 ず しも連 盟 の 意 図 ど お りで は な い。 しか し,

この 儀 礼 に おけ る太 鼓使 用 の有 無 は,後 述 す る よ うに,連 盟 の恣 意 的 な 区別 とい う以

上 の深 い意 味 を もつ もの で あ る。

　 以 上 の よ うに 連 盟 の公 式 見 解 に 示 され た規 範 と して は,す べ て の カ ル トグル ー プ

は,上 記 の 枠 組 み に従 って分 類 さ れ る はず で あ るが,そ れ は 現 実 を 正確 に反 映 して い

る と は言 え ず,実 際,同 一 の カル トの 範 疇 に 分 類 され て い る二 つ の カル トグ ル ー プ間

の 相違 が,こ とな る カ ル トの 範 疇 に分 類 され て い る二 つ の カ ル トグル ー プ間 の 相 違 よ

り大 き い こ とは ま れ で は な い。 した が って 本 稿 で は,連 盟 成 立 以 前(1962-1963,1965)

に調 査 を行 な った人 類 学 者 の モ ノ グ ラ フ[LEAcocK＆LEAcocK　 I　972]の 用語 法 に

従 い,上 記 の カル トの す べ て を包 括 す る名称 と して バ トゥー ケ(Batuque)17)を 採 用

す る こ とに す るが,そ の際,そ の 一 部 を な して いる カ ン ドンブ レと ウ ンバ ンダ は,ベ

レ ンの信 者 が 理解 す る意 味 で の それ で あ り,前 述 の モ デ ル と して の カ ン ドンブ レあ る

いは ウ ンバ ンダ とは,少 な か らぬ 点 にお いて相 違 す る こ とは注 記 して お く必 要 が あ ろ

う。

　 バ トゥ ーケ は,ア フ ロ ・ブ ラ ジ リア ン ・カ ル トの ひ とつ と見 な され て お り,ア フ リ

カ人奴 隷 が ブ ラ ジル に もた ら した文 化 的 寄 与 な く して成 立 しえ な か った と い う意 味 で

は ア フ リカ系 の カル トと言 って さ しつ か え な い が,前 述 の よ うに,北 東 部 の ア フ リカ

系 カ ル トを最 も 「伝 統 的」 とす る見 方 が信 者 お よ び研 究 者 の あ い だで,支 配 的 な もの

とな って い る状 況 の も とで は,一 一般 に 「非 伝 統 的」 な地 域 的 な タ イプ で あ る との評 価

を うけ て きた。 しか し,こ の 地域 に か ん す る限 りバ トゥー ケ こそ 「伝統 的 な もの」 で

あ り,そ れ に対 して 北 東部 の 「伝 統 的」 カ ン ドンブ レは,近 年 にな って一 部 の人 々 に

17)リ ー コ ック[LEAcocK＆LEAcocK　 l972:49-50]に よ れ ば,信 者 の用 法 で は,バ トゥー ケ

　Batuqueは タ ンボ ー ルtamborと 同 じ くカ ル トの公 的儀 礼 を 意 味 す る もので,宗 教 自体 を 指 す

　 もので は な い。1938年 に行 な わ れ た調 査 の 報 告[ALvARENGA　 1950]に は バ ノくス エBabassueと

　 い う名 称 が 記録 され て い る が,1960年 代 に すで に使 わ れ て お らず,1938年 の時点 で も一 般 的 名 称

　で はな か った疑 いが あ る 。 リー コ ックは部 外 者 は この宗 教 を バ トゥー ケあ るい は,よ り一 般 的

　 に は,リ オ な どで ア フ ロ ・ブ ラジ リア ン ・カ ル ト全般 を指 す もの と して 使 わ れて いた マ ク ンバ

　Macumbaと い う名称 を 用 い,信 者 は 自 らの 宗教 を ミナMina,ナ ゴNag6,ウ ンバ ンダUm-

　bandaな どと よぶ こ とが 多 い と い う観 察 に基 づ き,よ り 中立 的 か つ一 般 的 と思 わ れ るバ トゥー

　 ヶを 記 述 で は採 用 す る と して い る。 こ の宗 教 の総 称 と して ウ ンバ ンダ[DI　PAOLo　 l979]あ る

　 い はマ ク ンバ 【FRY　 1982]を 採 用 して い る研 究 者 もい るが,本 稿 で は リー コ ック お よ び フィ

　ゲ イ レー ドな らび にヴ ェル ゴ リー ノ ・イ ・シル ヴ ァの用 語 法 を 踏襲 す る 。ユ984-85年 の 筆老 の

　調 査 の 時 点 で もバ トゥー ケ と い う名 称 の用 法 は リー コ ックの 報 告 の通 りで あ り,強 い て 包 括 的

　名 称 を も とめれ ば ウ ンバ ンダ とい う名称 が 一 般性 を も ちつ つ あ る 。
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よって意識的に導入されつつあるにすぎない。 ところで 「非伝統的」であるとの評価

をうけてきたことからも推測されるように,北 東部のアフリカ系カル トのうち現在ま

で最 も良 く調査され,そ の 「アフリカ性」の強さについて繰 り返 し言及されているタ

イプ(バ イア州のカンドンブレで代表される)と は多 くの点で違いが見 られることも

事実である。この差異については,少 な くとも三つの面から考察を進める必要がある

が,そ れは以下の諸点である。①バ トゥーケは直接的にはパ ラ州に隣接するマラニ ョ

ン州のアフリカ系カル トであるタンボール・デ・ミナ(Tambor　 de　Mina)を 継承する

ものであり　(その導入は少なくとも今世紀初頭に遡りうる)18),そ こではバイァ州の

カンドンブレの場合とことなり,優 越したアフリカの宗教的伝統としてヨルバ系 と並

んでダホメー系の影響が顕著であること,② ブラジル北部すなわちアマゾン地方とい

う地域的特性のゆえに,ブ ラジル原住民の文化的伝統,こ とにシャマニズムか らの直

接的あるいは間接的な影響が顕著であること,③ 前述のウンバ ンダ とよばれる 「新宗

教」の影響が近年急速に強まりつつあることがそれである19》。さらに近年,全 国的に

「正統なアフ リカ系カル ト」 としての評価をうけている,バ イアのカンドンブレその

ものを導入しようとする動 きも一部に見 られる。

　 こうした特性ゆえに,そ の神界構成あるいは儀礼形態などの点で,複 数の憑霊宗教

の伝統が交錯 し,一 見すると様々な要素を借用して無原則に寄せ集めた結果であるか

のような印象を与え,そ こに何 らかの体系を見出そうとするのは不可能だと考えたと

しても無理はない。しかし後述するように,そ れは決 して雑多な要素の無秩序な混在

ではない。本稿の目的は,そ うした状況の基底に存在する構造を明らかにすることで

あり,そ れに際 して,シ ャマンないしはミディアムとよびうる宗教的職能者の経歴に

注目するという手法をとる(な お以下の文脈で 「シャマン」 と 「ミディアム」の語は

慣用に従って使いわけられるにすぎない)。 そうした方法を採用する理由は,バ トゥ

18)サ ンルイスの アフ リカ系カル トの うちブラジルで最 も明瞭にダホメー系の伝統 を保持 してい

　 るグループ(Casa・das・Minas)以 外のグループは,そ れに準ずる位 置を しめていたカーザ・デ・

　 ナゴCasa　de　Nag6か ら派生 した ものであり[CosTA　 EDuAru)o　 l948],ベ レンで ミナ ・ナ ゴ,

　 ミナ,ナ ゴとよばれ るものはそれ らのグループを直接 的に継承 している。 ベレンへのこの カル

　 トの導入は少な くとも今世紀初頭まで遡 りうるもので,ゴ ム ・ブームを背景 とする人 口流入 と

　時 を同 じくして いる。その後,マ ラニ ョンの信者のべ レンへの移住あるいはべ レンの信者のマ

　 ラニ ョンのカル トグループでの修業な どを通 じて両地域のアフ リカ系カル トは密接な関係を保

　 って いる。筆者 自身のサ ンルイスにおける短期間の調査(1984.12)に おいて も儀 礼等の基本的

　共通性は確認 された。

19)リ オな ど南部 の大都市 で形成 された ウンバ ンダのべ レンへの導入 につ いては リー コックの調

　査 および筆者 の調査によ って1930年 代であることが確認 されているが,影 響が本格化 したの は,

　第二次大戦後 とくにここ20年 ほどの ことであろうと推定 され る。 こうしたウ ンバ ンダの波及 は

　 ブ ラジル各地でみ られ る現象で,そ の背景には通俗的教 義書や儀礼用 品を供給する 「ウ ンバ ン

　 ダ産業」 とよびうるものの存在を無視で きない。
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一ケ が 全 体 と して構 成 す る伝 統 を と らえ るた め には
,類 似 して い る が相 互 に独 立 した

複 数 の カ ル トが並 存 して い る もの と して 静 態 的(static)に 見 る の で はな く,個 人 あ る

い は個 々の グル ー プが 既 存 の もの を 利 用 して 自 らの シス テ ム を織 り上 げて い くプ ロ セ

ス を動 態 的(dynamic)に 把握 す る必 要 が あ る と判 断 す る か らで あ る。

　 そ こで まず,ミ デ ィァ ムの キ ャ リア ーに注 目 して の考 察 に先 立 ち,バ トゥ ーヶ の儀

礼 と信 念 が,概 略 どの よ うな もの で あ るの か を,少 な く とも今 世 紀 初 頭 に まで遡 り う

るバ トゥー ケ の歴 史 に お いて,中 心 的位 置 を しめつ づ け て きた とみ られ る ミナ ・ナ ゴ

(Mina-Nag6)(あ る い はMinaも し くはNag6)と よ ば れ る カル ト20)を 中 心 に見 て

お くこ と にす るが,再 三 述 べ て い る よ う にバ トゥ ーケ は微 妙 に力 点 の 置 きか た が こ と

な る カル トの 連 続 体 で あ り,便 宜 的 に そ の連 続 体 が分 割 され,こ と な る名 称 を与 え ら

れ て い る とは いえ,そ の う ちの ひ とつ を他 と独 立 の シ ス テ ム と して 記 述 す る こ とは 困

難 で あ り,さ らにま た,以 下 に述 べ る よ うな 事情 が問 題 を複 雑 に して い る。

　 バ トゥーケ の シス テ ム に お いて,神 霊 に よ る憑 依21)が 中心 的位 置 を しめ る こ とに つ

い て は疑 う余 地 が な い。 人 間 はす べ て潜 在 的 に ミデ ィァ ムで あ り う る と考 え られ て い

る が,実 際 に憑 依 を 体 験 す るの は,信 者 の うち の一 部 にす ぎな い。 彼 ら ミデ ィァ ム の

場 合,生 涯 の あ る時 点 に お いて 特定 の神 霊 に よ る憑 依 を経 験 し,そ れ が周 囲 の人 々 に

よ って 承 認 され る こ と によ って ミデ ィア ム と して の社 会 的認 定 を 受 け る とい う点 で は

共 通 す るが,ミ デ ィア ム と して の 「使 命 」 が 明 らか にな る コ ンテ クス トな らび に そ れ

以 降 彼 らが た ど る進 路 は 一様 で は な い。 その 進 路 は,ま ず連 続 体 を なす 諸 々 の カル ト

20)ミ ナ(Mina)と は,奴 隷制時代に黄金海岸を 中心 とす るギニア湾岸地方か ら「出荷」されたア

　 フ リカ人奴隷を指 して用い られていた呼称であ り,ナ ゴ(Nag6)と は,そ のなかで もヨルバ族

　諸王国出身 の奴隷を指 した名称[CAcclAToRE　 1977]。 バ イァのカ ンドンブ レで は,ヨ ルバ族

　の宗教 的伝統を継承す るグループが優越 した地位を しめているが,サ ンルイスで はダホメー系

　 のグループに準ず る位 置にとどま って おり,し か も神界構成などにその影響を受 けている。

21)バ トゥーケの信者 のあ いだで 「憑依」を表わす最 も一般的な用語 はincorPoragioで あ り,

　儀礼で ミデ ィァムが 「憑依を体験 すること」はincorporar-se,　atuar,「 ミディァムが憑依状態

　 にある」 とい う意味ではincorporado,　 atuado,そ れ に対 して 「憑依状態ではない」 はpuro

　 という言葉が使われる。また 「憑依霊を受ける」 という場合はreceber,「 憑依霊をよんで憑依

　 させる」 とい う意味ではarriar,　chamar,「 憑依霊 が来る」のはbaixar,「 憑依霊が去 る」のは

　subir。

　 　また,憑 依霊が体内に入 るとい う意味で のincorporagaoは,憑 依霊の影響下にある様 々な

　状態のうちのひ とつにす ぎず,「 接近(aproximagao)を 感ずる」,「その陰 に入 っている」(as・

　sombrar)と いう状態 もある。 また 「直感(intuigao)を 受ける」 とい うの も霊 との直接 的接触

　 と考え られている。 さらに 憑依状態下 で 「ま った く意識がな く後で記憶 もないもの」 をin・
consciente,「 自分 が何を しているのか解 っているもの」をconscienteと して 区別 し,前 者を

　よ り高 く評価する傾 向があ る。この用語 自体 はウ ンバ ンダか らの近年の借用である可能性が高

　いが,ウ ンバ ンダの影響が及ぶ以前 か らこうした区別がなされていたか どうかについては不明。

　なお多 くはないが憑依状態下 で遠隔地 に 旅をす る能力を もっ とされ るm6dium-de-transporte

　がいるとされる。 したが って ミデ ィァムが憑依霊 とコ ミュニケー トする方法 は多岐にわ たる。
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のうちのいずれの儀礼形態を選択するかによってことなるが,そ の選択に際 しては,

本人の希望よりも,そ の人をミデ ィアムとして選んだ憑依霊の意向が重要 な要因とし

てはたらく。さらに,一 般に一入の ミディアムに憑依する憑依霊は複数であり,そ れ

らの意向は多 くの点で ことなりうるし,ま た実際に多 くの場合にことなるのである。

しかも,そ れらの憑依霊は一度に出現するわけではないために,往 々して薪 しい憑依

霊の出現はそれまで とは別の儀礼への参加を意味するが,従 来からの憑依霊が憑依 し

つづける以上,そ れまでその憑依霊の意向に従って従事 していた儀礼を放棄すること

もできない。そこで結果的に一人のミディァムが同時に複数のカル トあるいは儀礼形

態に関与することになる。その場合,そ れ らは互いに独立のものとして 「併用」され

るにとどまらず,そ の ミディアムによって独自の仕方で総合されることになる。 した

がって,ミ ナ ・ナゴとよばれるカル トを実践 していると主張 し,ま たそのようにみら

れている人々の信念 と儀礼 には,幅 広い変異がみ られるのが実情であるが,必 要最低

限の概観は今後の議論のためにどうしても必要であろう。

5.　 ミ ナ ・ ナ ゴ ・ カ ル ト

　 ミナ ・ナ ゴの 信 念 と儀 礼 の 根 底 にあ るの は,人 間 の う ち選 ばれ た 者 に 憑依 す る能 力

を もつ と考 え られ て い る憑 依 霊 の 存 在 で あ る。 しか し彼 らの 信 ず る神 界 には,憑 依 霊

以外 の もの が含 まれ,そ れ らは 基 本 的 に民 衆 カ ト リシズ ム の 「神 界」 に 一致 す る 。す

な わ ち至 高神 お よび 聖 人(聖 母 お よ び キ リス トを含 む)が 神 界 の 高 位 に位 置 を しめ る。

た だ し,こ れ らの カ トリ ック的 存 在 は,人 間 に 憑依 す る とは考 え られ て いな い。 しか

し,す べ て の ア フ ロ ・ブ ラジ リア ン ・カル トに共 通 して み られ る カ トリ シズ ム との シ

ン ク レテ ィズ ム の ゆ え に,至 高 神 は ア フ リカの い くつ か の地 域 の伝 統 に由 来 す る名 前

(Olorum,　 Zambi等)で もよ ば れ,多 くの聖 人 に は,そ れ ぞ れ に対 応 す る憑 依 霊 が

存 在 す る。 この両 者 の あ い だ の対 応 関係 につ いて は,ア フ ロ ・ブ ラジ リア ン ・カル ト

の 研 究 の な か で繰 り返 し論 じ られ て きた が22),ミ ナ ・ナ ゴ の場 合,両 者 は同 一 視 され

て い るの で は な く,特 定 の 憑 依 霊 が 特 定 の 聖 人 を 「崇 敬 す る」(adorar)こ と によ っ

て 結 び つ いて お り,そ の か ぎ りで 後 者 は前 者 よ り高 く格 付 け され て い る。 しか し実 際

には,両 者 が 同 一 の存 在 の別 の側 面 とみ られ て い る と推 測 し うる証 拠 も少 な か らず 存

在 す る。 た だ し重要 な こ とは,聖 人 が聖 人 と して の 資 格 に お いて 憑依 す る こ とは絶 対

に な い こ とで あ る23)。

22)[NINA　 RoDRIGuEs　 1935(1900)][HERsKovlTs　 l937][ORTIz　 l980]ほ か 多数 。
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　 と ころ で,す べ て の 憑依 霊 が そ う した緊 密 な 関係 を 特 定 の 聖人 との あ いだ に も って

い るわ け で は な い。 一 般 論 と して は,少 数 の 憑 依 霊 の み が と き には 同 一視 さ れ かね な

い よ うな 関係 を聖 人 との あ いだ に結 ん で お り,そ れ らは,セ ニ ョ ールsenhor,オ リ シ

ャorix6,サ ン トsanto,ブ ラ ン コbranco,ヴ ー ドゥ ンvodumな どの 名 称 で よ ばれ,

そ の多 くは,バ イ ア の カ ン ドン ブ レの神 格(orixa)あ るい るマ ラニ ョ ンの タ ン ボ ール

・デ ・ ミナ の神 格(vodum)に も対 応 す る もの が あ り,概 ね主 と して西 ア フ リカ各 地

の伝 統 か ら継 承 され た 神 格 と言 うこ とが で き る24)。 それ は,属 性 あ る い は 名称 な ど か

らそ う判 断 さ れ るわ けで あ る が,信 者 が 例 外 な くそ れ らを ア フ リカ 由来 の神 格 と見 て

い る わ けで はな い。 さ らに,こ の カ テ ゴ リー には ア フ リカ起 源 とは い え な い憑 依 霊 も

含 ま れ て お り,そ れ らは概 ね 「王 」「男 爵 」 な どの 称 号 を と もな った ポル トガル 語 の

名 を もつ25》。 他 方,ミ ナ ・ナ ゴの 憑 依 霊 の う ち,そ の大 部 分 は ア フ リカ の特 定 の伝 統

に,そ の直 接 的 な 「祖 型 」 を 見 出 す こ とが で きな い もの で,も っ とも一 般 的 に は カ ボ

ク ロ　 (caboclo)と よ ば れ て いる26)。 カ ボ ク ロに つ いて も,そ の それ ぞれ が何 らか の

根 拠 に も とつ いて,特 定 の 聖 人 お よ び特定 の オ リシ ャと結 びつ きが あ る と され るが,

往 々 に して それ は 従 属 的 な 関係 で あ る。 した が って,セ ニ ョール な ど の名 で よ ばれ る

もの を 「高位 の憑 依 霊 」,カ ボ ク ロ の 名 で よ ば れ る もの を 「低位 の憑 依 霊 」 と考 え る

こ とも不 可 能 で は な く,事 実,両 者 の 関係 を軍 隊 の士 官 と兵 士 の 関係 に な ぞ らえ て 説

明 す る イ ンフ ォ ーマ ン トも い る27)。 しか し,通 常,前 者 が あ ま り頻 繁 に は憑 依 しな い

た め信 者 の 生 活 へ の 直 接 的 な 関 与 の 度 合 い が小 さい の に 対 して28),各 ミデ ィア ム に と

って セ ニ ョール の それ を 凌 駕 す る ほ どの 非 常 に重 要 な位 置 を しめ る よ うな カ ボ ク ロ も

存 在 す る た め,カ ボ ク ロを 一 概 に 「低 位 の霊 」 とみ なす とす れ ば,そ れ は 信 者 の感 じ

方 を 正 し くと らえ て いな い よ う に思 わ れ る。 ま た両 者 を総 称 す る 名称 は複 数 あ り,か

つ て は エ ンカ ン タ ー ドencantadoが 一 般 的 に使 用 され て い た よ うだ が,現 在 で は エ

ンチ ダ ーヂentidadeあ る い は ギ ーアguiaが ひ ろ く 用 い られ て いる。 エ ス ピ リ ト

espiritoと い う言 葉 も使 わ れ な い わ けで はな いが,人 に よ って は それ を 「死 霊 」 を意

23)バ トゥーケ の 信 者 が カ トリ ック聖人 と コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを行 な う通 常 の 回路 は,民 衆 カ ト

　 リシズ ム の 「聖 人 信仰 」 に一 般 的 に み られ る 「誓約 」(promessa)で あ る。

24)た とえ ばXang6,　 Iansa,　Oxossi,　Oxum,　 Iemanja,　 Ogum,　 Avereketeな ど。

25)た とえ ばRei　 sebastiao,　 Rei　de　Truquia,　 Dom　 Joao,　Dom　 Pedro　 Aangagoな ど。

26)ア フ ロ ・ブ ラ ジ リア ン ・カ ル トの 憑 依霊 と して の カ ボ ク ロの問 題 に つ いて は,[古 谷　 1986a]

　 参 照 。バ トゥー ケ の カ ボ ク ロ霊 に つ いて は稿 を 改 めて 詳 しく論ず る。

27)[LEAcocK＆LEAcocK　 1972:156,163-165]は,明 確 にhigh-statusllow-statusと して,そ

　 れ が 社会 を二 つ の 階級 に分 け るブ ラジ ル の社 会 シス テ ムを 反 映 す る ものだ との見 方 を 示 して い

　 る。

28)高 位 の憑 依 霊 の な か に は,一 年 に一 度,そ の霊 の た め に催 され る儀 礼 に際 して の み 憑 依 す る

　 もの もあ り,憑 依 した場 合 で も短 時 間で 去 り,飲 酒,喫 煙,談 話 な どを す る こ と はな い 。
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味 す る もの と して 区別 して使 って い る。本 稿 で は以 上 の よ うな 意 味 で の エ ンチ ダ ーヂ,

ギ ーア を指 す もの と して 便 宜 的 に 「憑 依 霊」 と い う こ とば を 用 い,死 霊 は それ に含 あ

な い。

　 と こ ろで 憑 依 霊 の総 数 につ い て は,「 きわ め て 多 い」 と言 わ れ る だ けで 正 確 な数 は

知 られ て お らず,そ もそ もそ れ は信 者 の 関 心 の 外 に あ る。 新 し い憑依 霊 が神 界 に付 加

され うるか 否 か につ いて も意 見 は明 瞭 な一 致 をみ な いが,一 般 に は い ま ま で憑 依 しな

か っ た もの が憑 依 しは じめ る こ とは認 め て も,ま った く新 しい憑依 霊 が誕 生 す る可 能

性 につ いて は否 定 的で あ る29》。

　 さ らに困 難 な の は,ミ ナ ・ナ ゴの神 界 を構 成 す る憑 依 霊 に は どの よ うな もの が あ り,

具 体 的 に どの よ うな属 性 を もつ の か を記 述 す る こ とで あ る。 ま ず 第 一 に,本 来 こ とな

る伝 統 に属 して い た もの が ミナ ・ナ ゴ の な か に流 入 して い る。 リー コ ック によ れ ば,

神 界 に は,ア フ リカ の諸 宗 教,イ ンデ ィオ の諸 宗 教,カ トリ シズ ム に由 来 す る超 自然

的存 在 とポ ル トガル と ブ ラ ジル の歴 史 お よび フ ォ ー クロ ア に登 場 す る存 在 が 含 ま れ て

い る[LEAcocK＆LEAcocK　 l972:126]。 さ らに 「信 者 の いず れ もが 少 な くと も

40～50の 憑依 霊 を挙 げ る こ と がで き るが,そ れ らの リス トが完 全 に一 致 す る こ とは な

い30)。 ま た,同 一 の精 霊 が い くつ もの 名 前 を も ち う る し,こ とな った 形 姿 で 人 々 に

憑 依 しう る と信 じ られ て い る」[LEAcocK＆LEAcocK　 l972:125]。 こ う した 事 情

は現 在 もま った く変 わ って お らず,む しろ,通 俗 的 教 義書 な どをつ う じて の リオ 的な

ウ ンバ ンダ あ る いは カ ン ドンブ レにつ いて の 断 片 的 知識 の 増大 によ って,神 界 を構 成

す る憑 依 霊 は い っそ う多 岐 に わ た って い る。 しか し,そ の よ うに複 雑 な 構 成 を も ちな

が ら,い くつ か の 点 に つ い て は信 者 の多 くの 見 解 が 一致 して いる。 そ の うちの ひ とつ

は,儀 礼 で 憑依 す る霊 に死 霊 がふ くまれ な い こ とで あ る31)。　 信 者 の多 くが憑 依 霊 は

「わ れ わ れ と同 じよ うに生 きて い るの で あ り,た だ通 常 は見 え な いだ け で あ る」 と し,

さ らに 「死 霊 が 来 るの に ふ さ わ しい 場所 は エ ス ピ リテ ィズ モの セ ア ンス(降 霊 会)で

あ る」と して い る[LEAcocK＆LEAGocK　 l　972:90-91]。(同 様 の 区別 が ア マ ゾ ン河

29)憑 依霊 の 「はや りすた り」 とで も呼ぶべ き現象はあり,老 齢の ミデ ィアムなどは,か つては

　 よ く儀礼に来たのに最近は来 ない霊や,逆 に近年非常 にポピュラーにな った霊 の存在 について

　 語 る。その理 由は,基 本的には 「個 々の憑依霊側の意 向」 として理解 され るが,前 者 について

　 は,直 接的には,そ の霊を 「受 けていた」 ミデ ィアムの死亡な どが理 由と して挙げ られる。

30)信 者があげる憑依霊の リス トが人によ って ことな るのは,各 々が直接 に知 っている霊 の リス

　 トをあげる傾 向があ るか らであり,特 定の霊 について語る場合,ほ ぼ例外な く一人あるいは複

　 数 の特定の ミディアムへの憑依の実例が念頭 にあ ると考え られ る。

31)死 者 の霊をあ らわす一般的な用語 は,文 字通 りespirito　do　mortoで あるが,リ ーダーなど

　 知識が豊富な信者の場合 は,egumと いうカ ンドンブ レなどで も使われ る呼称 も用 いる。 それ

　 に対 して ウンバ ンダ的な概念であるespirito　desencarnadoと い う呼称 を用 いる信者 もいる。
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畔 の 町 の シ ャマ ニ ズ ム で もな さ れ て い る の は興 味 深 い[GALvλ0　 1955:146ユ)ま た

重 要 な 点 で あ るが,信 者 が死 者 の霊 に よ る憑 依 を怖 れ て お り望 ん で もい な い こ とは,

彼 らが 前 述 の よ うな 憑依 霊 に つ い て は憑 依 を望 ま しい もの と して,そ れ を 目的 に儀 礼

を 行 な って い るの と顕著 な対 照 を な す。 しか し,死 者 の 霊 か らの メ ッセ ー ジを うけ と

る こ とを儀 礼 の 目的 とす る エ ス ピ リテ ィズ モ の強 い影 響 の も とで 再編 され た ア フ リカ

系 カ ル トで あ る ウ ンバ ンダで は,人 間 に憑 依 す る霊 の多 くを 「死 後 に肉 体 を 離 れ た 霊」

(espiritos　desencarnados)と して い る た め,ベ レ ンに お け る ウ ンバ ンダ の 影 響 の 増

大 に よ って,ウ ンバ ンダ と は別 の もの と して の ミナ ・ナ ゴ と自 己規 定 す る信 者 の あ い

だ に さえ,あ る 種 の霊 につ い て は,そ う した 用 語 を使 って説 明 す る者 が い る。 とは い

え,ミ ナ ・ナ ゴ の儀 礼 は依 然 と して,葬 礼 を 除 けば 「死 者 」 あ る い は 「死 霊 」 を 対 象

と して お らず,死 後 につ いて の 信 者 の 観念 は細部 に お い て変 異 が あ る とは いえ 基 本 的

に カ ト リッ ク的 な もの と言 って よ い32)。

　 と ころ で,そ う した 多 数 の 憑 依 霊 につ いて 一定 の グ ル ー ピ ングが な され て いな いわ

けで は な い。 リー コ ック に よれ ば,大 部 分 の霊 が 「フ ァ ミ リー」(familia)33)あ る いは

「ラ イ ン」(linha)に 組 織 され て お り,個 々の 憑依 霊 の帰 属 につ い て は議 論 の 余 地 が

あ る とは い え,フ ァ ミ リーな い しは ライ ンの 一般 的 特 性 につ い て は,信 者 の あ いだ に

コ ンセ ンサ ス が あ る[LEAcocK＆LEAcocK　 l972:125]。 現 在 で も多 くの信 者 が

個 々 の憑 依 霊 につ いて語 る場 合 に 「フ ァ ミ リー」 あ るい は 「ラ イ ン」 に言 及 す るが,

筆 者 のみ る と こ ろ,リ ー コ ックが言 うほ ど の コ ンセ ンサ スが あ る と は考 え に くい 。 彼

らの調 査 か らす で に20年 以 上 を経 て い る こ とが,そ う した 相 違 の理 由で あ るか 否 か に

つ いて は 断 定 的 な こ とは 言 え な い が,前 述 の よ うな近 年 とみ に 強 ま って い る変 化 お よ

び,カ ル トグル ー プ数 の 増 加34)と い う点 を考 慮 す る な らば,か つ て は現 在 よ りも変 異

が小 さか った 可 能 性 は 否定 で きな い。 しか し,リ ー コ ックの 調 査 の 時 期 か ら現 在 に い

た るま で リーダ ー と して活 動 して きた人 々 の あ いだ に さえ 無 視 で きな い見 解 の 相違 が

あ る こ とが 筆 者 の 調 査 か ら明 らか で あ る以 上35),か つ て は存 在 した コ ンセ ンサ ス が近

32)死 後 に つ いて の観 念 に お け る変 異 につ い て は[LEAcocK＆LEAcocK　 1972:87-91]。

33)一 般 にfamiliaは 「親 族 関 係 」 で つ な が った憑 依 霊 の グ ルー プ で あ るが,し ば し ばfilho

　 adotado(養 子)やfilho　 de　criagao(里 子)が 含 まれ る。 家 長 にあ た る霊 は 多 くの 場 合 セ ニ ョ

　 ール の カ テ ゴ リー に入 る が,そ の 子孫 が カ ボ ク ロ と して 分 類 され る ケ ー スは ま れで はな い 。

34)連 盟 に 登 録 され た(ベ レ ン市 内 の)カ ル トグ ルー プ の 数 は,1974年:218[VERGoLINo　 E

　 SILvA　 l976],1977年:389[DI　 PAoLo　 1979],1984年:705　 [FuRurvA　 1986]と 増加 して い

　 る。1984年 に登 録 されて い る グル ー プ の リーダ ー の年 齢 を 検 討 す る と,連 盟 に よ る捕 捉 率 の増　 加 とい う因 子 を 考 慮
にい れ て もグ ル ー プ数 の 増 加 は 疑 いえ な い 。

　 　 因 に ベ レ ン市 内 の人 口 は,1970～1980の 期 間 に約57万 か ら約77万 へ 増 加 して い る。

35)[LEAcocK＆LEAcocK　 l972]掲 載 の リス トを著 者 が独 自の調 査 に も とつ いて 補 完 した リス

　 ト[FIGm1　 lru1IDo　 1983]に つ い て コメ ン トを 求 めて,明 らか に な った 。 な お 同書 は著 者 自身

　 の 贈呈 に よ り有 力 な リーダ ー た ち がす で に 所有 して い る。
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年 にな って 急 速 に解 体 した と は考 え に くい。 した が って リー コ ックの 調 査 が行 な わ れ

た1960年 代 前 半 に お い て も個 々の カル トグ ル ープ あ る い は ミデ ィア ム がか な りの 程 度

独 自 の原 則 に した が っ て憑 依 霊 の グル ー ピ ング を行 な って い た と考 え られ る36)。筆 者

が よ り重 要 と考 え る の は,雑 多 な 憑依 霊 を分 類 す るに あ た って,そ の 内実 は と もか く

信 者 が 「フ ァ ミ リー」あ るい は 「ラ イ ン」とい う概 念 を少 な く とも20年 以 上 にわ た って

使 い つづ け て きた と い う事 実 で あ る。 これ らの概 念 と くに 「ライ ン」 の 概 念 は,後 述

す る よ うに,バ トゥー ヶ の信 者 が それ ぞ れ の実 践 を体 系 的 に説 明 しよ うとす る際 に現

在 で も しば しば 用 い られ,そ れ に よ って,著 しい変 異 を 内包 して い な が らバ トゥーケ

が個 人 の フ ァ ンタ ジー に も とつ く恣 意 的 な行 為 へ と解 体 す る こ とか ら救 わ れ て い るの

で あ る。

　 ミナ ・ナ ゴ の儀 礼 は,上 述 の よ うな 憑 依 霊 が 特 定 の人 々を ミデ ィア ム と して 選 び,

繰 り返 し憑 依 す る こ とに よ って成 立 して い る。 ミデ ィア ム は,メ ヂ ウム(m6dium),

馬(cavalo),容 器(aparelho)な どの 名 称 で よ ばれ る。 憑 依 は ミデ ィア ム個 人 に と っ

て ポ ジ テ ィヴ な もの,あ るい は少 な くと も ポ ジ テ ィヴ な もの に して い く こ とが可 能 な

もの と考 え られ て い るが,憑 依 が 発現 した 当初 に お い て は,そ れ を 望 ま ず何 らか の方

法 で 憑 依 しな い よ うに策 が 講 じ られ る こ と もま れで は な い。 筆 者 の調 査 の 対 象 と され

た ミデ ィア ム は,そ の ほ とん どが,結 局 は ミデ ィア ム ど して の 「使 命」(missio)を

受 け 入れ た人 々で あ る。 他 方,信 者 と して とど ま りつ つ も ミデ ィア ム と して 憑 依 を 受

け る こ とを何 らか の代 替 的 な 義 務 を は た す こ とで 回避 した人 々 も決 して 少 な くな いが,

彼 らは概 して 明瞭 な 憑 依 体 験 を も って お らず,占 い な ど他 の方 法 に よ って ミデ ィァ ム

と判 定 され た人 物 で あ る こと が多 い よ うに 見 受 け られ る。 と ころ で,ミ デ ィア ム と し

ての 人 生 を 受 け入 れ た 人 は,そ の 憑依 霊 に た い して生 涯 にわ た って 一定 の 「責 務 」

(obrigagao)を 負 う こ と にな る。 そ の 「責 務 」 の 内容 の 詳 細 は決 して 同 一 で は な いが,

す べ ての 場 合 に お いて,そ の 憑 依 霊 に た い して何 らか の儀 礼 を行 な い続 け る こ とを含

む 。 そ う した 「責 務 」 を はた しつ づ け る こ とが,そ の 憑依 霊 に よ る 「加 護 」 を保 証 し,

その 「責 務 」を 怠 る こ とは 「加 護 」の 剥 奪 を招 くとい うの が信 者 の い だ いて い る一般 的

な 考 え方 で あ り,ミ デ ィア ム は しば しば彼(女)自 身 に憑 依 す る 特定 の霊 が ど の よ う

36)バ トゥーヶの憑依霊の グルー ピングに関 して信者のあいだにみ られる変異 についての知見か

　 ら,筆 者 は分類原理 と しての 「星座 モデル」(Constellation　Model)と い うものを考えている。

　 星座 とは,宇 宙空間のある地点か ら観察す ると,実 際の距離 とは無関係に近接 して見え る星の

　 集合であ り,し たが って視点が ことなれば,そ の集合 もことなる。 しか も近接 して見え る星の

　 どこまでを グループとす るかは恣意的である。このような分類原理を 「星座 モデル」 とよぶ こ

　 とにするが,バ トゥーケの神界を理解す るためには有効であると考えている。詳細について は

　稿 を改めて論 じたい。
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に助けて くれたかを語 り,そ れは 「つねに支えとなってくれた」という一般的な援助

である場合もあれば,「これこれのかたちで助けて くれた」という特定化された援助で

ある場合もある。このように,ミ ナ ・ナゴの憑依霊は超人的な力能をもって人間の生

活に介入 しうるものと信じられており,信 者のそれぞれは個 々の憑依霊について,そ

れがいかなる分野においてとくに力を発揮するかを実例に言及しつつ語 るが,憑 依霊

のそれぞれの能力についての信念はそれほど標準化されてはいない。 しかも,あ る特

定の憑依霊の能力は,か なりの程度までミディアムによってことなりうるものと考え

られており,そ れゆえ信者がある霊の力能について語る場合,通 常は 「ミディァムA

の頭におけるカボクロB」(caboclo　 B　na　cabega　de　A)と して,つ まり 「ミディァ

ムAに 憑依するときの憑依霊B」 として言及する37》。

　ところで ミナ ・ナゴの憑依霊は,そ れが憑依するミディアムだけに加護を与えるわ

けではな く,そ の霊にたい して行為あるいは言葉によって帰依を表明する信者にたい

しても加護を与えて くれる存在であると信 じられている。その場合も帰依の対象は,

上述のように ミディァムAに 憑依する憑依霊Bと して特定化されるのが普通であり,

その結果 として,信 者は特定の憑依霊とコミュニケートするために特定の ミディアム

を必要 とする。 しか しこうした特定化は,す でに述べた憑依霊の二つのカテゴリーの

うち,カ ボクロとよばれるカテゴリーに属するものの場合により顕著であり,そ れに

対 してセニョールなどの名称でよばれるカテゴ リーのものの場合は,そ の属性はいず

れの ミディアムに憑依するかで大きな変異を示さない傾向がある。

　以上のような ミディァムの憑依霊に対する「責務」と信者の憑依霊に対する 「帰依」

が具体的なかたちをとって表現される場として ミナ ・ナゴの儀礼がある。こうした儀

礼は一般にはカル トグループ(グ ループおよび儀礼用家屋は,最 も一般的にはテヘイ

ロterreiroあ るいはカーザcasaと よばれる)に よって実施されるが,つ ねにグル

ープで行なわれるわけではない。「責務」としての儀礼の形態は,あ くまで も特定の憑

依霊の特定の ミディアムに与える指示によって決まるものと考えられており,し たが

ってカル トグループの集団的な儀礼の場合も 「個人的な儀礼の集積」という性格が無

視できない側面 としてある。また,カ ル トグループがカ トリックの聖人そのものを対

象 とする儀礼を行なうこともあるが,そ れは 「聖人行列」など民衆カ トリシズムのコ

ンテクス ト内で一般的に行なわれる儀礼 と同形のものであり,こ のカル トに特有のも

37)ミ デ ィァムにとって最 も主要な憑依霊が 「頭の主」 とよばれること,最 終段階 のイニ シエー

　 シ ョンを施す ことを意味す る 「頭をつ くる」 とい う表現な どに明 らかなよ うに,人 間の身体 の

　部位の うち 「頭」が憑依霊の 「座」 と して象徴的な重要性を もつ ことは明 らかであ るが,実 際

　 の憑依状態 において憑依霊が頭の中にいるとは考え られていないように思 われ る。
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の とい うわ けで は な い38》。 た だ し,前 述 の よ うに聖 人 は特 定 の 憑 依 霊 と特別 な結 び つ

きを もつ た め に,憑 依 霊 を 対 象 とす る儀 礼 も 「間 接 的 に は」聖 人 を も対象 とす る こ と に

な り,事 実 多 くの定 期 的 儀 礼 が 特 定 の カ ト リッ ク聖 人 の祭 日に行 な わ れ る39)。儀 礼 に

は祝 祭 的 な公 開儀 礼 や 個 人 的 問題 の相 談 に応 じる公 開 あ る いは 非公 開 の セ ッ シ ョ ンな

ど数 種 類 の も の が あ り,祝 祭 的 な もの は一 般 に太 鼓(tambor)が 使 わ れ る た め に タ ン

ボ ー ルTambor,ト ッキToque,バ トゥー ケBatuqueな ど とよ ばれ,後 者 の よ うな セ

ッ シ ョ ンは セ ソ ンSessso,ト ラバ ー リ ョTrabalho,ク ー ラCura,セ ル ヴ ィ ッソSer-

vigOな ど と よ ばれ る 。そ れ らは いず れ も憑依 霊 に憑 依 の 機 会 を提 供 す る こ とを 目的 と

して い る。 しか し実 際 に どの よ うな儀 礼 を実 施 す るか は,バ トゥ ーケ を構 成 す る カル

ト間 で,共 通 す る もの もあ る とは い え相 当程 度 こ とな り,ミ ナ ・ナ ゴ と自 己規 定 す る

カル トグル ー プ同 士 で も必 ず し も一 致 しな い。 そ う した 違 いが生 ず る 理 由 の うち最 も

重 要 な も の は,儀 礼 を行 な う こ とが ミデ ィア ム個 人 の 特 定 の 憑依 霊 にた い す る 「責 務」

で あ り,そ の 「責 務 」 は ミデ ィァ ム ご とに,さ らに は,そ の ミデ ィァ ム に憑依 す る霊

ご とに こ と な り うる と い う点 で あ る。 したが って,結 果 的 には ミナ ・ナ ゴ の カル トグ

ル ー プ が実 施 す る儀 礼 には一 定 の共 通 性 が あ るが,そ れ は あ くまで も,儀 礼 の対 象 と

な る憑 依 霊(と くに ミデ ィァ ム ご とに属 性 や 要 求 の 点 で 変異 を示 す 度 合 い の小 さ い セ

ニ ョール,オ リシ ャな ど の 名 で よ ば れ る カ テ ゴ リーの 憑 依 霊)の 多 くが共 通 して い る

こ との結 果 で あ って,グ ル ープ に属 す る ミデ ィア ムが 個 々に 「責 務 」 を負 う憑 依 霊 の

集 合 が カル トグル ープ ご とに こ とな る以 上,儀 礼 が 細 部 に いた る ま で 同一 で あ る必 要

は ま った くな いの で あ る。 この よ うに して み る と,バ トゥ ーケ の儀 礼 につ いて 理 解 す

るた め には,ミ デ ィア ム と憑依 霊 の 関係 が形 成 され るプ ロセ ス,そ の独 特な 関係 の 表

現 と して の儀 礼 が織 り上 げ られ て い くプ ロ セ スへ の 注 目が不 可欠 で あ る こと が理 解 さ

れ よ う。

6.　 ミデ ィアムの道　 それ ぞれの成巫過 程

カ ル トグ ル ー プ の リ ー ダ ー(pai-de-santo,　 mse-de-santo)40)に 代 表 さ れ る 経 験 を

38)バ トゥーケのカル トグループの行なうカ トリック的儀礼あるいは,カ トリック聖人像の意味

　 などバ トゥーケの民衆カ トリシズム的側面 について は,す でに学会大会で口頭で発表 して いる

　 [古谷　 1986b,1987]。

39)聖 週 間(Semana　 Santa)に は儀礼,少 な くとも祝祭的儀礼 は行なわれない。その理由につい

　て信者は 「十字架 に架け られた キ リス トを悼んで」 と説明する。 しか し彼 らにとってキ リス ト

　 は同時にOxalaと よばれ る神格であ ることにも注意せ ねばな らない。 ただ しOxalaが 形象化

　 され ることがあ って も,そ れ は十字架にはりつけにな った姿 としてで はない。
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積んで熟練 した ミディァムの場合,多 くの憑依霊の憑依を受けることができ,10以 上

ということもまれではない。 しかもそのうち若干の憑依霊が主要な地位をしめ,ま た

憑依の頻度にも差異があるのがふつうである。それに対 して経験の浅いミディアムの

場合は,憑 依霊の レパー トリーは少な く,た だひとつということもよくある。 しかも,

まだその憑依がいかなる憑依霊によるものなのか明らかでない場合 もある。このよう

に ミディアムのキャリアーは,通 常,い まだ同定 されない霊の憑依を受けることか ら

始まる。そうした最初の憑依が生ずる年齢はさまざまであり,幼 児のときに体験する

こともあるし41),壮 年をすぎて体験することもある。幼児のときに最初の憑依が起こ

った場合は,「 まだ責任がもてないから」 などの理由で ミディアムとして 「使命」に

従事 し 「責務」を履行するのを,し かるべき儀礼的手続 きによって 「延期」 してもら

うことがある。最初の憑依の年齢がまちまちであることについて,多 くの信者が 「も

のには時というものがあり,時 いた らなければ憑依が起 こらないのだ」 という説明を

する。とはいえ成年に達する以前に最初の憑依を体験するのが一般的である。最初の

憑依の生ずるコンテクス トは一様ではない。「儀礼中に起こるもの」と 「儀礼中ではな

い自宅などで起 こるもの」に一応は大別できるが,両 者で,そ の後の ミディアムと憑

依霊の関係が別種のものになるということはない。 ただ し儀礼中に起 これ ば,ま ず

そのカル トグループで 「使命」 を開 始 し 「ミディァムとしての能力を高めていく」

(desenvolver　mediunidade)可 能性が高 く,ま た憑依が起 こった儀礼がいかなる憑依

霊を対象とするものであったか,憑 依が生じた時点でうたわれていた歌42)は何か,と

いった様々な手掛かりによって,憑 依霊の同定がより容易になる傾向がある。ただ し,

例外な くそうだというわけでもな く,そ の場合は,一 定期間の後に霊を同定するため

に 「洗礼」(batismo)を 施 して名乗 らせるなどの策を講ずる43)。一方,自 宅などで周

囲にカル ト関係の知識をもつ人がいないような状況で生 じた憑依の場合であっても,

40)そ れぞれ 「聖的な意味での父」 と 「聖的 な 意味 で の 母」 を 意 味 す る。 イニ シエーシ ョン

　 (Feitura)を 受 けるな どして リーダー とフォーマルな関係 をもつ ミデ ィアムは,「 聖的な意味で

　 の息子 ・娘」丘lho-de・santo!filha・de・santoとよばれ る。

41)現 段階では理 由は不明だが,少 なか らぬ ミデ ィアムが,7才 の ときは じめての憑依 を体験 し

　た と言 う。

42)儀 礼では非常 に多 くの儀礼 歌がうたわれる。何百 もある儀礼歌の大半 は特定の憑依霊 をうた

　 った もので,呼 び出すために もうたわれる し,ミ デ ィァムに憑依 した憑依霊 自身 も到着 と退去

　 の歌をふ くめて 自分の歌を うたう。通常憑依霊のそれぞれがい くつかの 「もち歌」 をも ってお

　 り,そ れ は ミデ ィァムが違えば ことな るものもあ るし,共 通す るもの もある。特定 の憑依霊の

　 属性 について ミデ ィァムに尋ねると,し ば しばその霊 の歌 の歌詞に言及す ることによ って説明

　す る。ま った く同様の ことがハ イチのヴー ドゥー(Vodou)に ついて も報告 されているのは興

　 味深い[M盆RAux　 l972(1959):　93]。

43)憑 依霊が ミデ ィアムに憑依 しは じめ,そ の関係のなかで 「個性」を獲得 してい く過程 は,多

　 くの点で人間の誕生 と成長に似て いる。憑依霊 に 「洗礼」を与え ることによ って 名乗 らせ ると

　 いう儀礼的手続 きもそ うした観点か ら解釈す ることができる。
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憑依霊自身が歌などによって自らの素性を明かすこともまれではない。さきに述べた

ように,カ ル トグループの儀礼中に最初の憑依が生 じた場合,リ ーダーあるいはミデ

ィアムに憑依 した憑依霊によって 「あなたは ミディアムなのだから,そ れを高めてい

く義務があり,そ れを憑依霊が要求 しているのだ」としてカル ト活動への参加を強 く

要請されることが多い。とくに病気など何 らかの個人的問題を抱えていて,そ の解決

をもとめて儀礼に出席 していたような場合44》(多くの儀礼は公開のものであり,部 外

者が観客 として出席することが可能であり,ま た憑依霊がクライアントの個人的相談

にのるためのセッションもある),ミ ディアムとしての運命を受け入れて実践 しな け

ればその問題は解決 しないという説明がなされることが多い。さらに,憑 依そのもの

が生 じていなくても,個 人的問題の解決を相談された ミディアムあるいはミディアム

に憑依 した憑依霊が同様の勧誘あるいは要求をすることも一般的である。他方,儀 礼

のコンテクス トの外で最初の憑依が生ずる場合,往 々にしてその憑依以外にも非日常

的 とみなされる現象がそれ以前あるいは以後に現れている。それはたとえば心身の不

調であったり,幻 覚など異常な体験であったりする。いずれにせよそれに対して本人

あるいは周囲の人々によって何 らかの策が講 じられるのが普通であるが,そ の際には

開かれている選択肢は各種宗教から近代医療にいたるまできわめて多様であり,場 合

によってはいくつもの手段を試みた後で最終的にミナ ・ナゴの実践的信者たるミディ

ァムとなる人がいるわけである。彼 らは,回 顧的にはほとんどつねに 「現在の位置に

辿りついたのは憑依霊の導 きによる」と述解するが,憑 依霊がしばしば「導者」(guia)

ともよばれるのは実に暗示的である。ところで先に述べたように熟練 した ミディアム

は,複 数の憑依霊に憑依される能力をもち,そ れ らとの関係 はミディアムとしてのキ

ャリアーのなかで徐々に開示されてきたものであり,以 下にいくつかの事例45)にもと

ついて,そ のプロセスの実際をみてみることにしたい。

[事例11

　 サ ン ドラは,1930年 に ベ レ ンの周縁 部 の地 区 で生 まれ た。 家 族 は み な カ トリ ックで,

バ トゥ ーケ の 関係 者 は お らず,テ ヘ ィ ロ(カ ル トハ ウス)に 通 って もい な か った 。 初

め て の 憑依 体 験 は7才 の と きで あ り,姉 の 働 いて いた 川岸 の工 場 の手 伝 い に行 き,ま

ず 「何 か が近 づ い て くる」 の を感 じ,そ して倒 れ た 。 そ の 憑依 霊 は,Cobra　 Boiuna

44)ミ デ ィァムにな る人々がつねに 「災厄」あ るいは 「心身の不調」を契機 としてい るわけでは

　ないが,多 くの憑霊 カル トがそ うで あるよ うに,心 身の不調が ミデ ィァムとな って儀礼 に参加

　す るようにな って治癒 した という例 も多数 ある。

45)事 例 の個人名 はすべて仮名である。名前が関連す る記述は内容が変わ らないように修 正を加

　えてあ る。
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Branca(白 い大 蛇)46)と 名乗 り,そ の土 地 の 主 で あ る と語 った。 そ の後,し ば しば

霊 が近 づ いて くるの を 感 ず る こ とが あ った。10才 の ころ家 族 と とも に,イ コ ラ シ(ベ

レ ン市 内 か ら18kmほ ど離 れ た 町)に 移 り,18才 の 頃再 び家 族 と と も にベ レ ンに戻 っ

た。23才 で 結 婚 し,そ の 夫 との 間 に一 男一 女 を も うけ,22年 後 に 離婚 した。25才 の と

き,結 婚 して住 ん で いた イ コ ラ シの 自宅 で非 常 に激 しい 憑依 を体 験 し家 中の もの を壊

した 。 そ の憑 依 が 激 しい もの だ った の は,彼 女 に よれ ば 「い まだ(憑 依 霊 との 関係 が)

固 め られ て い なか った か ら」 で あ る。 その と きの 憑 依 霊 はPena　 Verde(緑 の羽 根)

と 名乗 り,「 彼女 に クー ラ(Cura)つ ま りペ ー ナ ・イ ・マ ラ カ(Pena-e-Maraca)の 手

ほ ど きをす るつ も りだ」47)と の伝 言 を残 した 。 そ こで 夫 が 彼女 を そ の土 地 の パ ジ ェ

paj6(原 住 民 の シ ャマ ニ ズ ム を 間 接 的 に 継 承 す る,憑 依 下 で 治 療 な ど を す る シ ャマ

ン)48)の と ころに 連 れ て い った 。 そ の パ ジ ェ は,タ ウア リtauariと い う 名 の タバ

コ49》の 煙 を 吹 きか け る な どの方 法 を用 いて フ ェ イ チ ッソfeitigo(呪 術 的害)を 除去

す る 「仕 事 」 を して いた が,彼 は 「ペ ー ナ ・イ ・マ ラカ に属 す る者 」 で あ り,儀 礼 で

踊 る こ とはな か っ た。 そ の パ ジ ェ によ って 彼女 は 「治 療 」 を 受 け た が,そ れ は同 時 に

彼 女 をパ ジ ェ とす る イ ニ シエ ー シ ョ ンで もあ った 。 しか し,彼 女 は,そ れ に際 して パ

46)大 蛇(Cobra　 Grande)は アマゾ ンの 民間伝承で きわめてポ ピュラーなモチーフであ りシャ

　ーマニズムとも無 関係で はない。 ガルヴ ォンによれば 「パ ジェーサカカすなわ ち水 底 に旅す

　 る特殊能力を もつパ ジェは,そ の旅行にあた って大蛇 の 皮 を 身 にま とうと信 じられている」

　[GALvAo　 1955:99]。

47)ク ーラは,単 に心身の病気だけでな く,超 自然的な力ない しは存在が介在 してい ると考え ら

　れる問題の解決 を意味す るもので あるが,同 じようにセ ッションにおいて憑依霊の助力を仰 ぐ

　 ものであ って も 「商売繁盛祈願」 などの 「問題」 は含まない。バ トゥーケの信者 は一般に クー

　 ラをペーナ ・イ ・マラカとよばれる技術ない しは儀礼 と同 じものとみている。後者 は字義通 り

　には 「羽根」 と 「マラカス」 を意味 し,arara(コ ンゴウイ ンコ)の 赤色あるいは青色の羽根

　を ヒョウタ ン製 のマラカスに結びつ けた道具を指すが,そ れは同時 にそ うした道具を用いて精

　霊 をよぶな どして行なわれる クーラの儀礼を意 味す る。マ ラカスは南 アメ リカの原住民社会 の

　 シャーマ ンの主 要な道具であ る[METRAux　 1944:217,1948b:594]他 。 また アマゾ ン下流

　域 のあるコ ミュニティーの シャーマ ンについて 「マ ラカスの代わ りにararaの 赤い羽根 の束

　を使 う」[GALvAo　 1955:1　34・]という報告がある。

48)パ ジェ(paj6)な い しはそれに類似 した ことばは,南 米低地 の 原住民社会で はシャーマ ンを

　さす名称 として広い分布を示 して いる。

　　現在 の混血農民のあいだにみ られるシャーマニズ ムがその程度まで先 住民 イ ンデ ィオのシ ャ

　ーマニズムを継承 してい るかは 定かではないが,多 くの面 での連続性 が報告 されてきて いる

　[FIGuEIREDo　 1976][FIGuEIREDo＆VERGoLINo　 E　SILvA　 1972][GALvAo　 l953,1955]

　[MA並s　 l　977]な ど。

49)タ ウア リ(tauari)と い う木 の樹皮で巻いたタバ コはアマゾ ン地方の シャーマ ンの道具 として

　 しば しばみ られるもので,「 シャーマ ンによる治療に とって欠 くべか らざるもので,シ ャーマ

　 ンだけが使用で きる」[GALvλ0　 1955:134,201]と い う報告 もあ る。

　　またbanquinho(床 几)は,イ ンフ ォーマ ン トにとってパジ ェを特徴づけるものであるが,

　 シャーマ ンにと って腰掛けが重 要 な 道 具 とな っているとい う原住民社会 の 事 例[M危TRAUx

　1948b:594】 もある。
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ジ ェ自身 か ら何 らかの 知 識 を伝 授 され た わ け で は な い こ とを 強調 して い る。 そ の 「治

療」 は4回 の儀 礼 を含 み,第1回 の儀 礼 で パ ジ ェに 憑 依 した霊(guia)が,各 種 の 品

々(マ ラカ ス,タ バ コ,床 几 な ど)を 準 備 す るよ う指 示 した。8日 間 の 「籠 も り」

(deitada)を 経 た 後 の 最後 の儀 礼 で は,パ ジ ェ が彼 女 の 身体 に カ シ ャサ(サ トウキ ビ

の 火 酒)を 塗 り,羽 根 とマ ラカ ス を もたせ て,彼 女 自身 が床 几 に座 って うた って儀 礼

(servigo)を 開 始 す る とPena　 Verdeが 憑 依 した。 この 霊 は 彼女 の ギ ーア ・デ ・フ レ

ンチguia-de　 frente,す な わ ち主 導 的 役 割 を はた す 霊 で あ る。 こ う した儀 礼 によ って

パ ジ ェ とな るべ く準備 され た彼 女 は,自 宅 で 一 人 で ク ー ラを 開始 した 。 そ れ は 憑依 状

態 下 で 病 気 の 治 療 な どを す る もの で,床 几 にす わ り羽 根 とマ ラ カス を 振 って 憑依 霊 を

よ び,そ れ を使 ってパ ツセpasse(お 抜 い)を した り,葉 や樹 皮 や カ シ ャサ や タ ウア リ

を 使 って 「治 療 」 を行 な った。彼 女 に よれ ば 当 時 して い た の は,1inha　 de　cura,(ク ー

ラの ラ イ ン),linha　 branca(白 い ラ イ ン)で あ る。　 Pella　Verde以 外 に も,　 Rei

Penacho,　 Ricardinho,　 Jurema,　 Tupinamba,　 Pena　 de　Arara　 Amarela,　 Tupiagu,

Tapajara,　 Arirambinha,　 Pombo　 Voadorな どの 憑依 霊 が少 しつ つ 現 れ は じめ,同

じ 日の儀 礼 に い くつ も の憑 依 霊 が来 る よ う にな った。 また32才 頃 か ら市 場 の 野 菜 売 り

の仕 事 を は じめ,約15年 間 つ づ けた 。 そ の 後 ベ レ ンに戻 り,ク ー ラ開 始 後10年 ほ ど し

て,ジ ュ レーマ(Jurema)50)あ るい は ク リンパ(curimba)51)す な わ ち手 拍 子 を 打

って 憑依 霊 を よぶ セ ッ シ ョ ンを 行 な う儀 礼 を は じめ た 。 そ の一 方 で 依 頼 者 が いれ ば従

来 通 りの クー ラ も行 な っ て い た。 ジ ュ レーマ を 開始 した の は,Pena　 VerdeがLinha

de　Jurema(別 種 の憑 依 霊 群)を 呼 び寄 せ は じめ て,さ らにJuremaと い う憑依 霊

が そ の ライ ンに属 す る霊(Mariana,　 Jarina,　 Joana　 Gunga,　 Baiano　 Grande,　 Joao

da　Mata,　 Herondina,　 Z6　Raimundoな ど)を 次 々 に呼 び 出す よ う にな った た め で

50)ジ ュレーマ(Jurema)と いう言葉はバ トゥーケの信者 の用法では,特 定 の憑依霊 あるいは特

　 定 の儀礼形態をあ らわす ものであ るが,後 者 については具体的な内容 とな るとインフォーマ ン

　 トの意見が必ず しも一致 しない。この点について理解するためには 「バ トゥーケの治病 師によ

　 る治病行為 で 薬を処方することは,無 免許医療行為 として法律 で 罰せ られ る」[LEACOCK＆

　 LEAcocK　 1972:257]さ らに 「治病(cura)が 法律で禁止 されて いるため 『ジュレーマの ライ

　 ンで仕事を して いる』という娩曲な表現 が治病行為 をあ らわす ものと して使われてい る[1972:

　 98]と いう事実を考慮す る必要がある。S6rgio　Ferretti氏 よりの私信によれば 「curandeirismo

　 は刑法283条,284条 によ って犯罪 とされる」。また他方 で北東部内陸地方 にジュレーマとい う

　 幻覚性植物の樹液を飲む ことを 中心 とするジュレーマ とよばれるカル トが存在 し,ゴ ムブー ム

　 期 に大量の移民 が北東部 か らアマゾ ンに流入 したため,そ うした事情 も考慮 される必要があ る。

　 ただ し現在筆者 の知 るかぎ りではバ トゥーケの儀礼で幻覚性の植物 の摂取は行なわれていない。

　 その他の資 料も考慮 して 整理す ると,バ トゥーケの一部であ るジ ュレーマ とよばれる儀礼形態

　 は,ク ー ラと同種 の目的を もつが,非 アマゾ ン的要素が混入 してお り,太 鼓は使 わず,人 によ

　 って ペーナ ・イ ・マ ラカに近似 した もので ある場合 もあれば,手 拍 子によって憑依霊を よぶ と

　 いう形態をとることもあるとい うことにな る。

51)ク リンパは,ほ ぼ例外 な く手拍子を用 いる儀礼形態を指 して いる。
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あ り,本 人 の説 明 に よれ ば,彼 女 自身 の 意 向 と い う よ り憑 依 霊 の主 導 で そ れ まで とは違

うタ イ プの儀 礼 を も行 な わ ざ る を え な くな った の で あ る。 当 時 は,手 拍 子 を打 って 歌

を うた い憑 依 霊 を 呼 び 出 して ク ライ ア ン トの相 談 にの る セ ッシ ョンを毎 週 開 いて いた。

そ の後 徐 々 に儀 礼 に 参 加 す る ミデ ィア ム(filho-de-santo)が 現 れ だ し,グ ル ープ が形

成 され た。 クー ラ と ジュ レー マ で は儀 礼 に 来 る憑 依 霊 は基 本 的 に違 って お り,例 外 的

に両 方 の 儀 礼 に 現 れ る 憑 依霊 の場 合 は,儀 礼 で うた うポ ン トponto(各 憑 依 霊 を特 徴

づ け る歌)が こ とな る。そ の後1970年 頃 に,近 くに住 ん で いて ミナ ・ナ ゴ の儀 礼 を行 な

って いた 男 性 の紹 介 で,そ の 男 性 に フ ェ イ トゥー ラFeitura(リ ーダ ー と して の能 力

を 授 け る正 式 の イニ シエ ー シ ョン)52)を 施 した ミナ ・ナ ゴ の カ ル ト リー ダ ー(pai-de-

santo)の テ ヘ イ ロの儀 礼 に参 加 して踊 る よ う に な り,4年 間 ほ ど通 った が,当 時 夫

が あ て にな らず生 計 を た て る た め野 菜 売 りの 仕 事 が忙 し く8年 間 ほ ど遠 ざ か った。 し

か しそ の 間 も従来 通 りの儀 礼 は 自宅 で 行 な って いた 。1977年 に現 在 の夫 とべ レ ン近 郊

の 小 さな 町 に 移 り,1980年 にTenda　 de　 Caboclo　 Pena　 Verdeの 名 で カ ル トグル

ープ を 連 盟 に登 録 した53)
。1981年 に 前述 の リーダ ーの テ ヘ ィ ロを再 訪 す る と,セ ッ

シ ョンで 彼 に憑依 したDona　 Marianaが,彼 女 に フ ェイ トゥ ー ラを受 け る よ う要

求 した。 彼女 は要 求 さ れ た詳 しい 理 由 はわ か らな い と しな が ら も,多 分 「よ り向上 さ

せ るた め,よ り明敏 な知 恵 を もたせ る た めで あ ろ う」 と推 測 して い る。 しか し,実 際

に フ ェイ トゥー ラを受 け た の は一 年 後 の こ とで,遅 れ た 主 た る理 由は資 金 の不 足 で あ

った。 儀 礼 に必 要 な物 品 の購 入,リ ーダ ーへ の 謝 礼,連 盟 へ の 登 録 費 な どの費 用 は 自

52)こ の事例の ミデ ィアムにフェイ トゥーラを施 した リーダーのグループの場合 は,グ ループの

　 儀礼に参加 して踊るためにはレギ ュラーに通い始 めた後 に頃合いを見計 らって若干 の植物の液

　 によ って 「頭を洗 う」(lavar　cabega)と よばれ る簡単 なイニ シエー ションを行ない,こ の儀礼

　 はその後も主要なTambor儀 礼な どのおりに繰 り返される。 しか し,リ ーダーによれ ば,正 式

　 な メンバーとな るためには,正 規のイニシェー ション(フ ェイ トゥー ラ)を 受 ける必要がある。

　 しか しこれを実施する時期 は,ミ デ ィアムの修業の進捗 に応 じてその人 の 「頭の主」すなわち

　 守護霊が与え る指示によ って決ま るとされ る。 フェイ トゥーラは7年 こ しの もので,開 始 にあ

　 た って21日 間,3年 目に7日 間さらに7年 目に21日 間の 「籠 もり」(Deitada)が な さ れ る。

　 deitar(横 たえる)と いう言葉通 り,こ の期間 ミデ ィアムはカル トハ ウス内 の 「聖所」に臥 し

　 ている。 それぞれの 「籠 もり」にあたり動物供 犠などが行なわれるほか,「入 り」 に一晩,「 明

　 け」に三 晩のタ ンボール儀礼が催され,そ の ミデ ィァムの主要霊 が憑依する。これ らすべて の

　 儀礼的行為 は 「責務」(obrigagao)と よばれる。それを履行す ることを 「支払 う」(pagar)と い

　 う。7年 目の 「お務め」を終え るまでは,「 囚われの身」(preso)で あるが,そ れを終えると

　 デカdekaと よばれ る聖なる品々を リーダーか ら手渡されて 「解放 され」(liberado),自 らがフ

　 ェイ トゥーラを他者 に施せ る資格を得 る。 しか し,す べてのグループが これほどエラボレー ト

　 された儀礼を行な っているわけではないが,ミ ディアムの修 業の過程で様 々な儀礼的手続 きを

　 重ねてい く必要はひろ く認め られて おり,と くに リーダー とな って カル トグループを主宰 して

　 い くためには例外 な く,な ん らかのイニ シェーシ ョンを経 ることが要求されている。
53)カ ル トグループない しはカル トハ ウスには名称を もち,こ の事例の もののよ うに リーダーに

　 とっての主要な憑依霊の名前 をつ けた り,あ るい は特別に帰依す るカ トリック聖人の名前をつ

　 けるものが圧倒的 に多い。
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己負 担 で,相 当額 に達 す る。1982年 に フ ェイ トゥー ラの た め に前述 の リーダ ーの テ ヘ

ィ ロに通 い始 め,1983年1月1日 に 彼 の テ ヘ イ ロで,エ ン トラー ダEntrada(入 り)

の儀 礼 を した 後 に,デ ィタ ーダDeitada(籠 も り)を 行 な った。20日,21日,22日 の

三 夜 続 きの サ イ ーダSaida(明 け)の 儀 礼 で は,1日 目はOxossi,2日 目はOxum,

3日 目 はMarianaと い う名 の憑 依 霊 の憑 依 を受 けた 。 前 二 者 は,彼 女 の最 重 要 の 憑

依 霊 す な わ ち 「頭 の 主」(dono　 do　ori)で セ ニ ョール あ るい は オ リシ ャの カ テ ゴ リー

の もの で あ る。 他 方,最 後 の もの は カ ボ ク ロ とよ ばれ るカ テ ゴ リーの霊 だ が,彼 女 に

憑 依 す る カ ボ ク ロの な か で は リーダ ー格 で 最 も頻 繁 に憑依 す る霊 の ひ とつ で あ る。 当

時 す で に 彼 女 自 身 の弟 子 た ちfilho-de-santoが17人 いた。 現 在 は,自 宅 で 水 曜 日の

午 後 か ら夜 に か け て セ ッ シ ョ ンを行 な い,彼 女 にDona　 Marianaと い う霊 が 憑 依 し

て,羽 根 とマ ラカ ス,カ シャ サ,タ バ コ,火 薬 を も ち いて ク ライ ア ン トに対 して トラ

バ ー リ ョtrabalho(仕 事)を す る。 そ の 際 に は,2～3人 の ミデ ィア ム が歌 を うた

い手 拍 子 を打 って仕 事 を助 け る。 この セ ッ シ ョ ン で は ク ー ラ は しな い。 クー ラは 日

を 決 め て は い な い が,依 頼 人 が いれ ば す る。 そ の と きに は ミデ ィ ア ム た ち は 手 拍 子

は打 たず 歌 を うた うだ けで,歌 も ジ ュ レ ーマ の セ ッ シ ョ ンの と きの 歌 とは 違 う。太 鼓

を使 う儀 礼 で あ る タ ンボ ール は,原 則 的 に は2週 間 ご とにす る こ と に して い るが,主

要 な タ ンボ ー ル儀 礼 につ いて は リーダ ーの テ ヘ イ ロの儀 礼 へ の 参 加 がそ れ に 優先 す る。

彼 女 に よれ ば,本 来 は フェ イ トゥー ラ後 も7年 目の 「お務 め」(obrigagao)を 終 了 し

て 「自 由 に な る」 まで は,リ ーダ ーの グル ープ の儀 礼 に参 加 す べ きで あ る。 しか し彼

女 はす で に 自宅 に設 けた テ ヘ イ ロで若 干 の タ ンボ ール 儀 礼 を 始 め て い る。 そ の大 部 分

はPena　 Verde,　 Marianaな どの彼 女 に とって 重 要 な 若 千 の カ ボ ク ロの ア ニ ヴ ェル サ

リオaniversario(誕 生 日,記 念 日)で あ り,彼 女 に初 め て その 憑 依 霊 が 憑 依 した 日あ

る い は 名乗 りを あ げ た 日を 記 念 す る もの で あ る。彼 女 は1986年 には3年 目の 「お務 め」

を支 払 い,7年 目 の 「お務 め」 を 終 え た 後 には,自 らの テヘ イ ロで 主 要 な タ ンボ ール

儀 礼 も行 な う予 定 で あ り,そ れ に は 当 然,彼 女 自身 の 「頭 の 主」 で あ る憑 依 霊 で あ り,

彼 女 の テ ヘ ィ ロ の 「主」 で も あ るOxossiとOxumの た め の タ ン ボ ール儀 礼 が 最 も

重 要 で欠 か す こ と ので きな い もの と して含 ま れ るはず で あ る。

　 こ の事 例 の ミデ ィ ア ムの 場 合,特 徴 的 な こ とは,ミ デ ィア ム と して の キ ャ リア ーの

な かで ① ク ー ラ(ペ ー ナ ・イ ・マ ラ カ),② ジ ュ レ ーマ(ク リンパ),⑧ ミナ ・ナ ゴ と

い う三 つ の儀 礼 シス テ ム を遍 歴 して お り,し か も現 在 で もそ の す べ て を 平 行 して 行 な

い つづ け て い る こ とで あ る。 しか もそ の累 積 の プ ロセ ス を 「向 上 」 と と らえ て ミナ ・
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ナ ゴ をす べ て を 「総 合 す る」 もの と して い る。 彼 女 は そ れ を初 等 学校 か ら上級 学 校 へ

と至 る学 校 シス テ ム の比 喩 を使 って 説 明 して い る。 ま た,家 族 な ど 周 囲 に こ う した カ

ル トの 関係 者 が い な か った こと,慢 性 的 病 気 な どが ミデ ィァ ム と して の 活動 に は い る

契 機 とな って い な い こ とも注 目 に値 す る。 しか しさ らに重要 な こ とは,こ の事 例 に限

られ るわ けで は な い が,ミ デ ィア ム と して の 活 動 に 従 事 しは じめ,後 にな って薪 しい

儀 礼 シス テ ム を付 加 した の は,憑 依 霊 の イ ニ シァ テ ィヴ に よ る もの で,彼 女 は そ れ に

従 った に す ぎ な い こ とで あ る。 ま ず ペ ー ナ ・イ ・マ ラ カあ る いは クー ラ とよ ば れ る儀

礼 の 開始 は,彼 女 に憑依 したPena　 Verdeの 指 示 に よ る もの で あ り,ジ ュ レ ーマ あ る

いは ク リンパ とよ ばれ る儀 礼 を付 け加 え た の は,DonaJuremaと い う名 の憑 依 霊 の 出

現 に端 を発 して い る。 ま た最 終 的 にタ ン ボ ール儀 礼 を行 な う ミナ ・ナ ゴ で フ ェ イ トゥ

ー ラを 受 け た の は
,彼 女 が通 って いた テ ヘ ィ ロの リーダ ー に憑依 したDona　 Mariana

とい う霊 の指 示 に従 った か らで あ る。 最 後 の もの は 彼女 自 身 に 憑 依 した霊 に よ る指 示

で は な い が,既 述 の よ うにMarianaは す で にか な り前 か ら彼女 に 憑依 しは じめ て お

り,フ ェイ トゥー ラに あ た って は主 要 な霊 と して 位 置 づ け られ て お り,彼 女 自身 の憑

依 霊 が他 の ミデ ィア ムの 口 を借 りて 指 示 を 与 え た とみ な しう るの で あ る54)。

　 また 徐 々 に憑 依 霊 が現 れ て現 在 で は 非 常 に 多 くの 憑依 霊 を 「レパ ー ト リー」 と して

いる が,若 干 の もの が 他 に優 越 した位 置 を しめ て いる。 ミデ ィア ム の各 々 に と っ て特

別 な重 要 性 を もつ 憑 依 霊 は ギ ーア ・シ エ フ ィguia-chefeあ る いは ギ ー ア ・デ ・フ レ

ンチguia-de-frenteな どの名 で よ ばれ,各 ミデ ィア ムの 「登 録 商 標 」[VERGoLINo　 E

SILVA　 1976:53]と で も よび う るよ うな位 置 を しめ,会 話 の な かで ミデ ィア ムを 特

定 す るた め に 「登録 商標 」 た る憑 依 霊 に 言 及 しさえ す る。 そ れ らの た め に は アニ ヴ

ェル サ リオaniversario(誕 生 日 ・記 念 日)と よ ばれ る祝祭 的儀 礼 が 行 なわ れ るの が

普 通 で あ るが,日 付 は ミデ ィア ム ご とに こ とな り うる。 た と え ば,彼 女 は6月28日 に

Pena　 Verdeの た め の儀 礼 を行 な うが,他 の ミデ ィア ム な ら同 じ憑 依 霊 で も 日付 は こ

とな る。 主要 な 霊 と して は,そ れ らに加 え て,dono　 do　ori(頭 の 主)と よ ばれ る男

女 各 一 神 の 霊 が あ る。そ れ らは,セ ニ ョ ール あ るい は オ リシ ャな ど とよ ばれ る 「高 位 」

の カ テ ゴ リー の もので ミデ ィア ム 自身 に よ ってmeu　 pai(わ た しの 父)/minha　 mae

(わ た しの 母)と よ ば れ,重 要 度 は よ り高 い。 事 例 の ミデ ィア ム の 場 合 な らOxossi

(森 や 狩 猟 を 司 る男神)とOxum(川 や湖 な ど淡 水 を司 る女 神)が それ にあ た る。「あ

な たの オ リ シャ あ る い は セ ニ ョール は何 で す か」 とい う問 い に対 して,す で に フ ェ ィ

54)ミ デ ィアムが 自分に憑依す る主要な霊 とコ ミュニケーシ ョンを行な うためには,憑 依状態下

　での こした メ ッセージを憑依が終 了 したの ちに第三者を介 して知 るほかに,同 じ霊が他の ミデ

　 ィァムに憑依 したときに コ ミュニケー トする方法 もあ る。
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トゥ ー ラを受 け た ミデ ィア ムの 場 合 な ら例 外 な くこれ らの 「頭 の主 」 を答 え る。 フ ェ

イ トゥ ー ラを行 な う こ とを信 者 の 言 い方 で はfa£er　 cabega(頭 をつ くる)あ る い は

fazer　santo(憑 依 霊 を つ く る)と 言 うが,そ れ は 「頭 の 主 た る主 要 神 格 の 憑 依 を う け

られ る よ うに頭 を作 る」 こ と,す なわ ちdono　 do　oriの 同 定 とそれ との 関係 の 設

定 とい う意味 に ほ か な らな い。 さ らに,そ れ が 「つ くる」ノ如 プとい う言 葉 で 表 され る

こ と に明 らか な よ うに,人 為 的介 在 と い う含 み が あ る こ とに注 意 を喚 起 して お きた い。

　 と ころ で前 述 の よ うに彼 女 は大 別 して 三 種 類 の儀 礼 を 行 な って お り,彼 女 の カル ト

グル ープ は現 在 は ミナ ・ナ ゴ と して連 盟 に登 録 され て い るが,彼 女 の行 な って い る儀

礼 が連 盟 によ る カ ル ト分 類 の 複 数 の もの にわ た る こ とは 明 らか で あ る。 詳 細 は ケ ー ス

に よ って こ とな る とは い え,こ う した 事 情 は非 常 に 一 般 的 な もの で あ り,こ の こ とか

ら して も連盟 に よ る分 類 が現 状 を正 確 に反 映 して いな い こ とが 明 らか で あ ろ う。 つ ぎ

に,彼 女 が 区別 して い る上 述 の三 種 類 の 儀 礼 な い しは カ ル トに つ い て,他 の事 例 を も

参 照 しつ つ み て み る こ とに しよ う。 た だ し注 意 しな けれ ばな らな い の は,個 々 の ミデ

ィア ムが それ ぞ れ独 特 の解 釈 に した が って カル トの 類 別 を 行 な って い る こ とで,名 称

が 同一 で もそ の指 して い る 内容 が つね に同 一 と は限 らな い。

　 彼 女 はま ず,ク ー ラをパ ジ ェ とよ ばれ る職 能 者 と結 び つ けて お り,そ の特 徴 と して

一 人 で 床 几 に す わ り,太 鼓 も使 わず 手 拍 子 も叩 か ず,羽 根 とマ ラカ ス(コ ンゴ ウィ ン

コの 羽 根 と ヒ ョウタ ン製 の マ ラカ ス)を 振 って 霊 を よ び,憑 依 状 態 下 で病 気 な どの個

人 的 問 題 に対処 す る こ とを挙 げ て い る。 そ の な か で 羽 根 とマ ラカ ス を指 標 と して,儀

礼 シ ス テ ム自 体 を もペ ーナ ・イ ・マ ラカ(羽 根 とマ ラ カ ス)と よんで い る が,こ れ は

少 な くと もバ トゥ ーケ の信 者 の な かで は ひ ろ く見 られ る 用語 法 で あ る。パ ジ ェは,以

上 の よ うに 憑依 を そ の 「仕 事」 の基 底 と して い る点 で,本 稿 の 冒 頭 で規 定 した 意 味 で

の シ ャマ ンとみ な しう る。 一般 にはパ ジ ェ ラ ンサ(Pajelanga)な どの 名 称 で よ ば れ る

こ の タ イ プの シ ャマ ニ ズ ムは,今 日で は都 市 部 で は ア フ リカ系 の 憑 霊 カ ル トと接 触 し,

場 合 に よ って は両 者 の あ い だ に シ ンク レテ ィズ ム が生 じて い る が,歴 史 的 に は原 住 民

イ ンデ ィ オ諸 部族 の シ ャマ ニ ズ ムを 間接 的 に継 承 す る もので あ り,さ まざ ま な 変 異 を

含 み つ つ もア マ ゾ ン地 方 に広 範 に存 在 す る伝 統 を な して い る。 しか し事 例 の 彼 女 も言

うよ う に 「昔 な が らの タ イ プのパ ジ ェは,今 日 と くに都 市 部 で は非 常 にま れ にな って

い る」の も事 実 で あ る55)。 こ う した タ イ プ の シ ャマ ニ ズ ム につ いて の 記 述 は 多 くの 研

55)「す ぐれた能 力をもつパ ジェは今で はいないが,か つて はいた」とい う言説 は,こ の場合 に限

　 らず非都市部で もきかれ,い くつ かの報告に も散見 される。これ は文字通 りパ ジェランサの衰

　退を意味する ものと して も理解で きるが,ア マゾ ン低地 の現存の インデ ィオ社会の神話 の多 く

　に 「文化英雄がパ ジェであ って数 々の偉業 をな した」 というテーマがあ らわれ ることを考慮す

　る と,い つの時代で も 「偉大なパ ジェがかつて はいた」と言われつづけて きた可能性 もある。

96



古谷 　 クーラとタンボール

究 に見 出 され る が,ア マ ゾ ン河 畔 の あ る町 およ び周 囲 の コ ミュニ テ ィ ーの1948年 の 状

況 に つ い て の報 告[GALvAo　 l953;1955]に よれ ば,聖 人 信 仰 中心 の民 衆 カ トリ シ

ズ ム と並 存 す る シ ャマ ニ ズ ム(Paj　elanga)は,主 と して トゥ ピー グ ア ラニ 系 の イ ン

デ ィ オ文 化 に 由来 す る超 自然 的 存 在(encantado)を 含 み,病 気 治 療 な どで 用 い られ

る技 法 は イ ンデ ィオ の シ ャマ ンの技 法 に酷 似 して お り,道 具 と して もイ ンコや 羽 根 や

ヒ ョウ タ ン製 の マ ラ カス や タ バ コ(tauari)が 使 わ れ て い る。 また パ ジ ェ は,非 常 に

多 くの 精 霊 をcompanheiros(仲 間)と して も ち,多 数 の 強 力 な 精 霊 と コ ンタ ク トし

うる こ とは 優 れ た シ ャマ ンの 条件 とな って い る56)。(こ の点 は カ ン ドンブ レな ど 「伝

統 的」 な ア フ ロ ・ブ ラ ジ リア ン ・カル トで は,ミ デ ィア ム は それ ぞ れ 一 つ の 憑 依神 格

の 「子 」(filho)と して儀 礼 で は その 霊 の みを 受 け るの と対 照 的 で あ る。)し か し,彼

らの超 自然 界 観 な ど に はす で に カ トリ シズ ムの 大 幅 な 影 響 が み られ るの も事 実 で あ り,

そ う した意 味 で,パ ジ ェ ラ ンサ はす で に 「植 民 地 化以 後」 の 伝統 で あ る。 こ う した特

徴 を もつ シ ャマ ニ ズ ム は現 在 で もア マ ゾ ン地 方 で 非 都 市部 を 中心 に広 く行 なわ れ て お

り,ア マ ゾ ン中流 の 村 落 で 筆 者 が 実 際 に観 察 した 治療 儀 礼 もガ ル ヴ ォ ンの 記 述 を ほ う

ふ つ とさせ る もので あ った し,ベ レ ンに近 いア マ ゾ ン河 口の 漁 村[MAuEs　 l977]な

ど各 地 で 基 本 的 な 共 通 性 を もつ この タ イ プ の シ ャマ ニ ズ ム が報 告 され て い る。

　 事 例 の ミデ ィア ム が 関 与 した 第二 の儀 礼 形 態 は,彼 女 が ジュ レー マ とよぶ もの で,

比 較 的 小 入 数 の ミデ ィァ ム が手 拍 子 を打 ち な が ら歌 を うた って 憑依 霊 を 呼 び 出す 。 こ

れ は 太 鼓 を は じめ とす る楽 器 を使 わ な い点 と,憑 依 に先 立 っ て踊 らな い点 で 後述 す る

タ ンボ ール とは 区 別 され,集 団 で手 拍 子 を打 つ 点 で 上 述 の パ ジ ェ ラ ンサ的 な ク ー ラ と

は 区 別 しう る。 しか し現 実 の実 施 形 態 は グル ー プ に よ り様 々で,簡 略 化 され た タ ン ボ

ール の よ うな場 合 もあ る し
,規 模 を拡 大 した ク ー ラの よ うな 場 合 もあ る。 ま た,こ の

儀 礼 形 態 は ク リンパ あ る い は ウ ンバ ンダ とよ ばれ る こ と も あ る。

　 彼女 が 関与 した第 三 の カル トは ミナ ・ナ ゴで あ り,そ れ以 前 か ら実 施 して い た もの

との 最 も重 要 な 差 異 は,タ ンボ ール とよ ばれ る太 鼓 な どの打 楽 器 を 用 いて 集 団 で 行 な

わ れ る往 々 に して祝 祭 的 な 意 味 を もつ儀 礼 形 態 の存 在 で あ る。 こ う した タ ンボ ール 儀

礼 は ミナ ・ナ ゴ の他 に カ ン ドンブ レと オモ ロ コ(Omoloc6)で も挙 行 され る。 他 方,

ク ー ラや ジュ レー マ や ウ ンバ ンダ で は 「太 鼓 は叩 か な い」 つ ま り 「タ ンボ ール 儀 礼 は

行 な わ な い」 と連 盟 は主 張 し,多 くの 信 者 もそ の よ うに説 明 す る。

56)ア マ ゾ ン下 流 の 混血 住 民 の村 につ いて 「パ ジ ェ の力 能 は,動 員 す る こ との で き る コ ンパ ニ ェ

　 イ ロ(守 護 霊)の 数 に比 例 す る 」[GALvλ0　 1955:129]と の 記 述,ま た,マ ラ ニ ョン州 の ト

　 ゥ ピ系 の イ ンデ ィオ の テネ テ ハ ラ族 につ い て 「シ ャー マ ンの 力 は呼 ぶ こ とので き る守護 霊 の数

　 に依 存 す る」[WAGLEy＆GALvAo　 l948:147]と の記 述 な ど 。
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　 以 上 の よ うに上 述 の事 例 の ミデ ィア ム は最 終 的 に は,複 数 の 儀 礼 形 態 に 関 与 して 現

在 に い た って い るわ けで あ る が,彼 女 が ミデ ィァ ム と して最 初 に 関わ った もの は,ア

フ リカ系 の カル トで はな く一般 にパ ジ ェ ラ ンサ とよ ば れ るア マ ゾ ン土 着 の 非 ア フ リカ

的 な シ ャマ ニ ス テ ィ ック な儀 礼 複 合 で あ る。 この よ う に,現 在 は ミナ ・ナ ゴ の ミデ ィ

ア ム と して 「ア フ リカ的 な」 儀 礼 に 従 事 して い る人 物 が,ミ デ ィァ ム あ る い は シ ャマ

ンと して の能 力 な い しは 使 命 を 知 る に いた った コ ンテ ク ス ト,さ らに専 門 的 憑 依 者 と

して活 動 を 開始 した コ ンテ クス トが,パ ジ ェ ラ ンサ で あ った とい う事 例 は上 述 の事 例

に 限 られ る わ けで はな い。

　 と ころ で,そ う した 人 々の 経 歴 で し ば しば語 られ るの は,出 生 時 あ る い は幼 少 時 に

お こ った非 日常 的 な エ ピソ ー ドで あ り,そ れ が 多 くの 場 合 シ ャマ ンあ る い は ミデ ィア

ム と して の運 命 を暗 示 あ る い は明 示 す る もの と して言 及 され る。 つ ぎ に述 べ る事 例 も

そ う した も のの ひ とつ で あ る。

[事例2]

　 ア ン トニ アは,1932年 に内 陸 部 の 小 さな 町 で生 ま れ た。 出産 の と き母 親 が安 産 を あ

る聖 人 に祈 願 した の で,そ の聖 人 に因 ん で 命 名 され た 。生 ま れ て15日 目の 朝 に,母 親

が彼 女 を 自宅 の食 宅 の 上 に置 いて 席 を外 した 間 に彼 女 が居 な くな り,家 族 や 近 隣 の 人

が 総 出 で 探 した が見 つ か らず,翌 朝24時 間 後 に母 親 が 置 いた 通 りの状 態 で い る彼 女 を

祖 母 が発 見 した 。 家 族 は カ トリ、ックで あ った が,と きに は地 元 の パ ジェに 相 談 す る こ

と もあ り,そ の一 件 の後,そ の 理 由 を知 るた め に祖 母 が小 川 の 反対 側 に い たパ ジ ェ に

相談 す る と,彼 の言 うの に 「精 霊(encantado)が 川 底1こ彼 女 を[パ ジ ェ と して]仕 上

げ る(preparar)た め に連 れ て行 った」5?》の で あ り,「彼女 は 人 々 に慈 善(caridade)を

施 さ ね ば な らな い」と い う こ とで あ っ た。そ の後 家 族 と と もに ベ レ ンに移 っ た 。母 親 は

例 の一 件 に つ い て驚 き怖 れ て い た ので,祖 母 がSio　 Franciscoを 代 父(padrinho)と

して洗 礼 すれ ば聖 入 の 奇 跡 を お こす 力 によ って そ う した こ とを 回避 し うる と考 え て 司

祭 に頼 み,1才 の と き教 会 で 洗 礼 を 受 けた 。 洗礼 の 代母 は彼 女 の オバ で あ った。 その

後幼 少 時 を つ う じて 「幻 覚 」(vissO)が あ り,周 囲 には 「彼 女 は ミデ ィア ムで あ るか

57)「 川の奥底の精霊」 はアマゾ ンの民間伝承 に頻 出す るテーマであ り,そ れ は しば しば シャマ

　 ンと関係 があ る。例 をあげ ると,ア マゾ ン下流のあるコ ミュニティーでは,川 や小川や湖の深

　みなどにはcompanheiros　 do　fundoと よばれ る精霊が棲み,そ こには,地 上 と同 じよ うな都

　市(reino　encantado)が あ り,そ れ らはパジ ェが親交をむすんだ霊 としてはた らき[GALvAo

　 1955:92],サ カカとよばれる特別 に優れたパ ジェは,川 底に旅す る能力を もつ とされ[1955:

　 129],6才 のある日に行方不 明にな り3日 目に発見 され,さ らに3日 目に彼は 「川底に行 って

　いた」 ことを明か した とい うエ ピソー ドを もつ有能 な パ ジェの 例 が 紹介されて いる[1955:

　 130-131]。
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らそれ に従 わ な けれ ば い けな い 」 と助言 す る人 々 が いた が,彼 女 自身 は 病気 だ と 思 い,

それ を望 ま な か った 。 た とえ ば12才 の と きに は,夕 食 の カ ニ を見 て 「食 べ るな,食 べ

る と痛 み を お こす 」 と い う声 を 聞 いた の で拒 ん だ が,食 べ ざ る を えず,そ の 夜 ひ ど い

苦 痛 を体 験 した 。 ま わ りが うろ た え る な か で彼 女 は声 を聞 き,そ の指 示 した 薬 草 の 処

方 に よ って 回 復 した 。 さ らに 後 に母 親 が死 に父 親 が僻 地 の役 場 に赴 任 す る こ と に な り

生 地 の 祖 父 母 の と ころ に預 け られ た 。 そ こで 祖 父 が病 気 に な り,祖 母 の 相 談 を う けた

パ ジェ は 「御 宅 に は治 病 師(curandeira)が いる か ら,精 霊 が 治療(cura)に 行 くと き驚

か な い よ う に」 と言 った 。 そ の あ と自宅 の台 所 で ア ン トニ ァ が妹 のた め の 食 事 を 作 っ

て い る と,戸 の 外 に馬 が た て が み を 鳴 らす よ うな音 が しつ こ く聞 こえ る ので 戸 を 開 け

て み る と,そ こに は首 の な い馬58)が いて,家 族 を 大 声 で 呼 ん だ が,そ の馬 を 見 た の は

彼 女 だ け だ った 。 これ以 外 に も さま ざ ま な幻 覚 体 験 が あ ったが,は じめ て 憑 依 霊 に よ

る憑 依 を 体 験 した の は,結 婚 後24才 の と きで,そ れ に先 立 つ 時 期 に彼 女 は 寒 気 を 感 じ

て 戸 外 に飛 び 出 した い よ うな気 分 を しば しば体 験 した た め,同 居 して いた 夫 の母 が,

「彼 女 の オ ジの霊 が悩 ま して い るの だ」との 知 り合 い の女 性 の助 言 に従 って,彼 女 を エ

ス ピ リタ　 (心霊 術 信 者)59)の と ころ に連 れ て い くと,そ こで の 診 断 で は そ うで は な い

と い う こ とだ った の で,そ れ 以上 行 か な か った。 あ る朝,自 宅 で コー ヒーを 入 れ る た

あ に 水 を 汲 も う と して心 身 の異 常 を お ぼ え,駆 けつ けた 夫 に ベ ッ ドに寝 か され た 直 後

に大 蛇 が 見 え,そ れ が 犬 の よ うに彼 女 を な め ま わ した の ち,霊 に憑 依 され,そ の 後 の

こ とは 覚 え て い な い。 あ とで 聞 い た と ころで は,ま ずltamaracゑ が 憑依 し,つ ぎ に

Princesa　 Flores　Bela,さ らにDona　 Juremaが 来 て,そ れ ぞれ うた って 素姓 を 明 か した

が メ ッセ ー ジは 残 さ ず,夜 にな って 常 態 に も ど った。近 くで マ ク ンバ(Macumba)60)

で 踊 って いた 同郷 の女 性 が,彼 女 を あ る カル トリー ダ ー の所 へ 連 れ て 行 こ う と し,彼

女 は拒 ん だ が,彼 女 に 憑依 したDona　 Juremaに よ って そ の テヘ イ ロに 連 れ て 行 か れ

た 。 そ こ には結 局1カ 月 も通 わ な か った が,そ の 理 由 はDona　 Juremaが 「キ ンバ ン

ダ(Quimbanda)61)な ん か に私 の 丘lha(娘)62)を お い て お くわ け に は い かな い」 と

言 った た め で あ る 。 そ の 後,夫 が 隣 の郡 に買 った 土 地 へ 移 り,そ こで 彼 女 は 羽根 と マ

ラカ ス を 振 って 霊 を 呼 び,憑 依 霊 の 助 け の下 に人 々 に対 して タ ウ ア リを 用 い,憑 依 霊

58)ブ ラジルの民間伝承にあ らわれ る 「頭のない馬」 につ いて は[CAscuDo　 l979]参 照。

59)死 者の霊 が災厄の原因であるな らば,そ れ に対 して処 置 しうるのはエス ピリテ ィズモであ る

　 との観念 がここに も現れて いる。

60)ア フロ ・ブラジ リア ン ・カル トや ウンバ ンダに対す るひろ く使われて いる蔑称。

61)ウ ンバ ンダの儀礼 あるいはカル トグループの うち 「黒呪術」を行 な うと考え られて いるもの

　 だが,そ のような ことは しない 「白い ウンバ ンダ」 と自己規定す る人 々の用い る呼称であ る。

　 「反道徳的呪術」を行なうとい う意味を こめて一般人 も用い る。
62)憑 依霊は自分が憑依する ミデ ィアムを 「息子」(filho),「娘」(丘lha)と よぶ。
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の教 え る薬 草 な ど を処 方 して ク ー ラを 行 な い始 め た 。 当 時 すで に複 数 の 霊 が憑 依 して

お り,最 も頻繁 に来 て 「仕 事」 を した の は,Dona　 Jurema,　 Tango　 do　Para,　 Gura-

una,　 Mestre　 Arueiraな ど で あ った 。 そ の 後 に夫 が病 気 に な り,土 地 を売 り27才 の

と き ベ レ ンに も ど った。28才 の と き夫 が 死 亡 す る前 に,以 前 か らの知 己 の リーダ ー

(pai-de-santo)に 偶 然 に道 で 会 い,夫 の 病気 の こ とな ど話 した。 当時 ク ー ラ を して い

た そ の リーダ ーの誘 いに 従 って 彼 の家 へ 行 くと,彼 女 にDona　 Juremaが 憑 依 して,

彼 女 の夫 に別 れ を告 げ た。 つ ま り彼 の 死 を 予 言 した 。 夫 の死 後数 年 間 は3人 の子 を 育

て るの に忙 しく ク ー ラの 「仕 事」 は しな か った。 その ころDona　 Juremaが 夢 に現 れ

て 「お抜 い」 を す る よ う指 示 した が,何 か 不 安 で で きな か った 。 翌 年 のS50　 Cosme

＆Damiaoの 祭 日の儀 礼 に前 述 の リーダ ーの 所 に行 くと,彼 に 憑 依 したMariana

が 「(ミデ ィア ム と して)続 け る よ うに」 と言 った 。 一 年 後 の 同 じ 日に彼 の 手 で コ ンフ

ィル マ ソ ン ・デ ・ウ ンバ ンダConfirmag50　 de　Umbanda63》 を 受 け,彼 の儀 礼 に も

参加 して手 伝 うよ うに な り,自 宅 で も ジュ レーマ(一 ク ー ラ)を 再 開 した。 それ か ら

7～8年 後 に リーダ ーが儀 礼 で太 鼓 を使 用す る よ う にな った の で,彼 女 は 「自分 は ク

ー ラで ジ ュ レーマ で あ り
,ミ ナで は な いの で 」4年 間 ほ ど彼 の所 か ら遠 ざ か った。 そ

の 間 に 隣 宅 の女 性 が ミデ ィア ム と して 所 属 して いた テ ヘ ィ ロに も5カ 月 位 通 った が,

そ こで 憑 依 したDona　 Juremaが 「こ こ には これ 以 上 とど ま らな い」 と言 った ので 行

くの を や め た。 結 局 も との リーダ ー の所 を 訪 ね る と,彼 は 彼女 を 抱 き,そ してDona

Marianaが 現 れ る(彼 に憑 依 す る)の を待 ち 「私 を受 け 入 れて くれ ま す か 」 と尋 ね

る と,Marianaは 「衣 裳 を 買 って ミナ を踊 れ」 と命 じた の で,彼 女 はそ れ に 従 っ た。

そ の 後,6年 ほ ど して息 子 の 勉 強 の こ とで 問 題 が あ って リーダ ーに相 談 す る と,彼 は

(彼 女 の 主 要 憑 依 霊)で あ るDona　 Juremaに 対 す る 「責 務 」 す な わ ち 「籠 も り」 を

す るよ うに命 じた が,彼 女 に は お金 がな か った 。 しか し彼 が 「Oxossi64)が す べ て を

与 え て くれ るか ら」 と言 って重 ね て勧 め るの に 従 い,翌 年(1979)に7日 間 の 「籠 も

り」 を して,そ の3年 後 に は3年 目の 「お務 め 」 と して 再 び7日 間 の 「籠 も り」 を し

た 。 彼 女 は現 在 で は,従 来 従 事 して いた ク ー ラ と ほ とん ど変 わ らぬ ジ ュ レー マ を 自宅

で 一 人 行 な う一 方,リ ーダ ーの テヘ ィ ロの タ ンボ ール儀 礼 に も参 加 して 踊 って い る が,

「Oxossiの 儀 礼 一1/20一 とSao　 Cosme＆Damisoの 儀 礼 一一9/27一 を除 いて タ ンボ

63)ウ ンバ ンダのイニシェー ション的な簡単な儀礼 を意味 してお り,一 般に フェイ トゥー ラとよ

　ぶに値 しないもの と考え られて いる。 ここではウ ンバ ンダの語 は厳密 に定義されて使われてい

　 るわけではない。

64)こ の ミディアムのセニ ョールにあたる 「高位」の憑依霊 。西アフ リカの ヨルバの神格で 「狩

　 りの神」。バ トゥーケでは聖 セバスチ ャンを 「崇敬する」 とされてお り,そ のため1月20日 が

　祭 日となる。
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一ル儀礼では気分が悪 くなる」 ということであり,こ のことは取りもなおさず彼女に

憑依する霊がタンボール儀礼を好んでいないことを示すものとして解釈される。

　 この事 例 の ミデ ィア ム の現 在 の活 動 形 態 は,自 宅 で は タ ンボ ール 儀 礼 を 行 な わ ず 憑

依 霊 の 助 けの下 で ク ライ ア ン トの 問題 に対 処 し,そ の一 方 で 特 定 の リーダ ーの テ ヘ イ

ロの タ ン ボ ール儀 礼 に あ る程 度 定 期 的 に ミデ ィア ム と して 参 加 して い る と い う点 で は,

タ ンボ ール 儀 礼 を行 な う グル ープ に属 す る(リ ー ダ ー以 外 の)ミ デ ィア ムの 活 動 形 態

の ひ とつ の タ イプ を示 して い る。 た だ し,そ う した 形 態 で 活 動 す る ミデ ィア ムの す べ

て が 彼 女 の よ うにパ ジ ェ ラ ンサ と緊密 な 関 わ りを も って い るわ けで はな い。 ま た タ ン

ボ ール儀 礼 を 行 な うテ ヘ ィ ロを 開 くつ も りは な い と して い る点 で,い ず れ は 自分 の グ

ル ー プを 組 織 して タ ン ボ ール儀 礼 を行 な い た い と望 ん で い な が ら現 在 は他 の リーダ ー

の タ ンボ ール儀 礼 に参加 して い る ミデ ィア ム た ち とは対 照 的 で あ る。 上 述 の ラ ィ フ ヒ

ス トリー に充 分 に 明 らか な よ うに,彼 女 は[事 例1]の ミデ ィア ム が い くつ もの カル ト

(=儀 礼 複 合)を 遍 歴 し,そ れ を 「向上 」(evolugao)と み な して い るの と対照 的 に,

出生 直 後 の 「事件」 以 来 ほぼ 一 貫 して ひ とつ の タ イプ の カ ル トす な わ ちパ ジ ェ ラ ンサ

の コ ンテ クス ト内 に留 ま って い る と言 え るだ ろ う。 そ れ に対 応 す るよ うに,現 在 で は

す で に か な りの数 の霊 の憑 依 を うけ る に もか か わ らず,す で に最 初 の 憑依 で現 れ た精

霊 の ひ とつ で あ るDona　 Juremaが 様 々 な局 面 で 彼 女 の 「導 き手 」(guia)と して 関

与 して い る。 しか し彼 女 が あ ま り気 が進 まな い に もか かわ らず太 鼓 を使 うタ ンボ ール

儀 礼 に も参 加 す る よ うに な った の は,彼 女 が信 頼 して い た カル トリーダ ーの主 要 な 憑

依 霊 で あ るMarianaの 指 示 に よ る も ので あ り,こ の リーダ ー 自身 が あ る時 点で そ れ

ま で の ク ー ラに加 え て タ ンボ ール 儀 礼 を ともな う ミナ ・ナ ゴを 開 始 した こ とが,前 者

に は共 感 して も後 者 に 関与 した くな い とす る彼 女 に と って デ ィ レ ンマ を提 供 し,そ れ

を リーダ ーの 憑依 霊 の指 示 に従 う こ とで解 決 した ので あ る。(つ いで な が ら,本 人 に

よれ ば彼 女 が 受 け た イ ニ シエ ー シ ョ ンは,ミ ナ ・ナ ゴで は な くジ ュ レーマ の もの で あ

り,イ ニ シ エ ー シ ェ ンを施 した リー ダ ーは,彼 女 に とっ て は ミナ ・ナ ゴで の通 常 の 呼

び 方 で あ るpai-de-santoと い う よ りはmestreで あ る と言 って い る が,シ ャマ ン の

こと をmestreと よ ぶ の はパ ジ ェ ラ ンサ で の一 般 的 な 用法 で あ り,こ こ に も彼 女 の 志

向 が 明 らか で あ る。)と ころ で 彼 女 は あ る ひ とつ の興 味深 い こ とを語 って い る。 それ

は,上 述 の リーダ ー が イ ニ シz…一シ ョン(Feitura)を 施 した ミデ ィァ ム のな かで 「儀

礼 の 準 備 な ど を手 伝 うと き に 自分 が 一 番手 が か か らな い の だ。 なぜ な らば 自分 は 事細

か に指 示 され な くて も何 を す べ き かわ か るか らだ」 とい う発 言 で あ る。 つ ま り,自 ら
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の ミデ ィ ァ ム あ る いは シ ャマ ン と して の 知識 が 「生 まれ つ きの もの」 で あ る こ とを 強

調 して い るわ け だ が,こ の こ とは彼 女 が基 本 的 にパ ジェ ラ ンサの な か で ミデ ィア ムの

自 己形 成 を は か っ た こ とを 考慮 す る と重 要 な意 味 を もつ 。 この 点 につ いて 明 らか にす

る た め に,さ らに二 人 の事 例 につ いて,そ の 点 に焦 点 を しぼ って 考 察 して み る こ と に ・

した い。

[事例3]

　 ク ラ ラは,1935年 に 現在 で は べ レ ンか ら路 線 バ ス で 数 時 間 ほ どの 距 離 に あ る河 畔 の

町 で 生 まれ,同 地 で 育 ち,結 婚 後 もそ こに居 住 して い る。 母 親 は ミデ ィア ムだ った が

実 践 して い たわ けで はな い。 父 親 も こ う した宗 教 に は好 意 的で,し ば しば パ ジ ェの 所

に足 を運 ん で い た。 初 めて の 憑 依 を体 験 した の は7才 の と きで,河 岸 の 方 の 小 川 を 渡

っ て い た と き意 識 を失 い,気 づ いた と きは 自宅 の ベ ッ ドに寝 か され て い た。 そ こで,

「診 断」 に招 か れ た パ ジ ェの 青年 が 「彼女 は 治病 師curandeiraに な る」 と 予言 した

が,ま だ子 供 だ っ たの で,彼 女 が15才 に な る まで 延 期 して も ら うよ うパ ジ ェが しか る

べ き処 置 を した 。15才 の と き 自宅 の テ ー ブル で外 の ウル ク ゼ イ ロの 木 を 見 て い る と,

白 い服 を着 た背 の低 い船 乗 り と 白衣 を着 た若 い女 が それ ぞ れ大 勢 い て縦 列 にな らん で

彼 女 を見 て い た。 そ こで気 を失 った 。母 親 によ る と意 識 不 明の 間 は,彼 女 は もの を 踏

み 付 け た り叩 い た り した。 両親 が香 を焚 くと意 識 が もど った。 その 後,霊 に よ る憑 依

を う け る こ と はな く,諸 事 一般 につ いて 「ど う した らよ いか 」 と い った 霊 感 だ けを 受

け て い た。 そ の後 ま もな く自宅 で 霊 の 憑依 を 受 けて人 々 の 「苦 悩 を取 り除 く」(des-

carregar)よ う にな った が,や り方 は誰 に教 わ った わ け で もな く,す べ て 「生 ま れ つ き

の才 能」(dom　 de　naseempa)だ った。20代 で 結 婚 して,そ の あ とも ミデ ィア ム と して の

「仕 事」 を続 け て いた が,夫 が好 まな か った の で,だ ん だ ん しな くな った。1971・-1972

の 頃,彼 女 は心 身 の 調子 が す ぐれ ず,情 緒 不安 定 で 小 声 で 話 す よ うな あ り さま で,魚

を食 べ て も呑 み下 す こ とが で きず,脚 を何 か が這 い上 って い る よ うな 感 じだ っ た。 そ

こで,当 時 は た くさん いた パ ジ ェの一 人 の 「治療 」 を受 け た。 最 初 の 「診 断 」 で,パ

ジ ェが 夜 の10時 頃 に一 人 で 川 の ほ と りに行 き精 霊 に憑依 され て 彼 女 や 夫 の 待 つ 彼 の 家

に も ど って きた と き彼 女 は意 識 を失 い,気 が つ いた の は午 前2時 頃 だ った。 そ の 間 彼

女 は家 中を 転 げ 回 った。 パ ジ ェは 彼女 の た め の 「仕 事」 を土 曜 日の夜 に行 な う と予告

した。 当 日の儀 礼 で は,パ ジ ェは夫 にカ シ ャサ を満 た した ヒ ョ ウタ ン製 の 椀 を 捧 げ も

たせ,九 つ 目の霊 が「来 た と き」に下 ろす よ うに 指 示 し,羽 根 とマ ラカ スを 振 っ て うた っ

て 次 々 に霊 を う け,九 つ 目の霊 が来 た と き に椀 の 中 に入 って いた 非 常 に 小 さな 明 る い
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青 色 の 玉 を 彼女 に呑 ませ た。 そ の結 果 容 体 は よ くな った 。 そ して 「ここ に通 って仕 事

しな け れ ば い け な い」 とい うパ ジェの 指 示 に 従 い,彼 女 は そ のパ ジ ェが死 ぬま で 一 年

ほ ど彼 の所 の儀 礼 に通 い,そ の期 間 は体 調 も よか った 。 パ ジ ェの死 後,寒 気 が ぶ りか

え し,い ろ いろ な 医 者 を訪 ね た が治 らず,「 手 の施 しよ うがな いの で,も しエ ス ピ リテ

ィ ズ モを 信 じて い るな ら,そ こへ 行 ってみ るべ き だ」 と い うあ る医 者 の 勧 め に従 って,

知 人 に教 わ った べ レ ン市 街 に セ ア ラ(カ ル トハ ウ ス)を もつ 女 性 を 訪 ね た 。 そ の グル

ー プ の儀 礼(Mesa)65)に 通 い は じめた が
,憑 依 は起 こ らず に3か 月 ほ ど経 った あ る 日

の儀 礼 の 後,突 然 憑依 霊 が来 て,す ぐ に去 った。 その 霊 は エ ンチダ ー デ ・ド ・フ ン ド

entidade　 do　fundo66)と い うカ テ ゴ リーの もの だ った の で,そ の カル トハ ウス の リー

ダ ー は,「彼 女 の 霊 は ラ イ ン1inhaが 違 うか ら こ こで は仕 事trabalharで きな い」と宣

告 した 。 そ の と き ち ょ う ど居 合 わ せ た 連盟 の財 務 担 当者67》が あ る リーダ ー([事 例1,

2]と 同 一 の リーダ ー)へ の紹 介 状 を書 い て くれ,3週 間 考 え た の ち訪 問 した(1975)。

そ の リー ダ ー に彼 の 行 な って い る儀 礼 につ い て尋 ね る とタ ンボ ール だ との こ とで,彼

女 は気 が 進 まな か った が,彼 女 の 霊 を 「取 り除 く こ と」 はで きな い と言 われ て,彼 の

テ ヘ イ ロの手 拍 子 で うた う毎 週 の セ ッシ ョン と暦 に従 って催 され る定期 的 な タ ンボ ー

ル儀 礼 に通 うよ うに な っ た。 最 初 の セ ッシ ョ ンの 日 と最 初 の タ ンボ ール の 日に新 しい

霊(名 前 は彼 女 に も不 明)が 来 た が,そ の 後3～4年 間 は リーダ ーの儀 礼 で は 憑依 が起

こ らな か った。 しか しそ の間 も 自宅 で は霊 は 従 来 ど お り来 つ づ けて いた 。 そ の後,そ

の リーダ ーの 下で1981年5月 に ミナ ・ナ ゴの フ ェ イ トゥ ー ラを 受 けて,21日 間 の 「籠

も り」 を行 な い,3日 続 きの 「明 け」 の タ ンボ ール 儀 礼 で 来 た 憑 依 霊 は,彼 女 の 「頭

の 主 」 で あ るOgum(第1日)とOxum(第2日)さ らに彼 女 のguia。de-frenteで

あ るJarina(第3日)で あ った 。1984年 には,3年 目 の 「お務 め」 と して7日 間 の

「籠 も り」 を す で に 行 な って お り,7年 目 の 「お務 め」 を 終 え れ ば,フ ェ イ トゥー ラ

を 完 了 して 独 立 す る資 格 を得 る こ とに な る。 現 在 は リー ダ ー の タ ンボ ール儀 礼 に参加

す る ほか,自 宅 で 毎 週 セ ッシ ョ ンを して い る。 彼 女 に は ま だ弟 子filho-de-santoは

お らず,セ ッ シ ョンで は 参加 者 が 歌 を うた った り して 手 伝 うな かで,彼 女 に憑 依 した

霊(通 常 最 初 に来 るの は 「家 の主 人 」 で あ るJarina)が 「治 療 」 な どを 行 な う。 時 々

は手 拍 子 を 打 つ こ ともあ るが 太 鼓 は 使 わ ず,基 本 的 に従 来 どお りの方 法 を守 って い る。

65)エ スピ リテ ィズモではテーブル(mesa)を 囲んで ミデ ィアムが座 り精 神集 中によ り霊 をよび

　 だすセ ッシ ョンが行 なわれる。 この事例の ミディァムが訪 ねたグループは,す でにかな りウ ン

　バ ンダ的な儀礼を も行な うグループである。

66)バ トゥーケのなか のパ ジェランサ的な部分(linha)に 属する霊であ ることを意味する ものと

　理解 してよいであろう。 フン ドfundoと は 「深み」を意味す る。

67)こ の財務担当者 の影響力の大 きさについては[FURUYA　 1986]参 照。
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調 査 の 時 点(1984)に 彼 女 は 自宅 敷 地 内 に テヘ ィ ロを 建設 中 で,将 来 は タ ンボ ール も

行 な う こ とを 予定 して い る が,ミ デ ィ ア ムを 集 め て グル ープ を組 織 す る こ とにつ い て

は,お 互 い の ライバ ル意 識 な どで 争 いが起 こ った りす る と して 気 乗 りで な い。

　 と ころ で この事 例 で 注 目に 値 す るの は,[事 例1]の 女 性 と同 様 にパ ジ ェ ラ ンサ の コ

ンテ ク ス トで 儀 礼 を開 始 し,最 終 的 には 同 じ リーダ ー に よ って ミナ ・ナ ゴの リーダ ー

とな る た め の フ ェ イ トゥー ラを 受 けて いな が ら,前 者 が それ に きわ めて 高 い価 値 を お

い て い る の に対 し,こ の事 例 の ミデ ィア ムは 「い ま考 え る と フ ェ イ トゥー ラを 受 け た

こ と は間 違 い だ っ た」 と して い る こと で あ る。 彼 女 に よれ ば 「始 めて しま っ た もの は

途 中で や め るわ け には いか な いか ら続 け る が68),自 分 は 『生 まれ な が らの 才 能』 が あ

るの だ か らフ ェ イ トゥ ー ラな どは必 要 な か った し,そ も そ もエ ス ピ リテ ィズ モ の セ ア

ラ に行 った の が間 違 いの も とだ った。」 しか も,か つ て 備 わ って いた シ ャマ ン的能 力

の 若 干(予 知 能 力 な ど)が フ ェイ トゥー ラ後 は失 わ れ て しま った とい う こ とで あ る。

こ う した 見方 を複 数 の信 者 が用 い る こ と ば に従 ってnascer　 feito(=born　 made)と よ

ぶ とす れ ば,そ れ は既 述 の よ う に[事 例2]の ミデ ィア ム に も見 られ た もの で あ り,

この 見 方 に従 え ば,病 気 治 療 の 方 法 な ど様 々な 「仕 事」trabalhoの 方 法 は 他人 か ら

教 授 され た の で は な く,精 霊 か ら直 接 に与 え られ た もの だ と い う こ と にな り,そ こ に

第 三 者 の 人 為 的 な 介在 を必 要 と しな い ので あ る。 しか も上 述 の事 例 にみ るよ うに,そ

う した 介 在 は シ ャマ ン と して の能 力 を損 な う こ とさ え あ る。

　 つ ぎ に,nascer　feitoの 強 調 と い う点 で は 同 様 で あ るが,タ ンボ ール 儀 礼 に た い す る

態度 の 点 で[事 例2][事 例3]と は こ と な る事 例 を簡 単 に 見 て み る こ とに した い。

[事例4]

　 ラ イ ム ン ドは,1952年 に ベ レ ン市 内の 周 縁 部 で カ トリ ックの家 庭 に生 ま れ た。 妊 娠

中 に母 親 が病 気 で,よ ば れ たパ ジ ェが 胎 児 が逆 子 で あ る と診 断 し,さ らに男 の子 で病

気 が ちで あ るか ら ライ ム ン ドとい う名 をつ けて 気 を つ け な い と死 ん で しま うと 予告 し

た 。 パ ジ ェは ま た,生 ま れ る子 がパ ジ ェに な る と予 言 した が 両 親 は信 じな か った 。幼

少 時 は病 気 が ちで,床 に耳 を つ け て聴 い て い た り,病 気 の 人 が 訪 ね て きた と き裏庭 か

ら採 って きた草 で 作 った 薬 湯 を飲 ませ て 治 して驚 かれ た り した 。 最 初 の 憑 依 が起 こ っ

た の は7才 の と きで,高 熱 と頭 痛 で泣 い た ので 医 者 にか か り種 々の 薬 を の ん だ が 治 ら

ず,寝 て いた と き憑 依 が起 こ った。 母 親 は不 安 を覚 え,そ う い う こ とに 通 じて いた近

68)彼 女の説明で はフェイ トゥーラ完了までは,ミ デ ィァムの髪の毛,爪 な どは リーダーの手 中

　 にあり,そ れが 「邪術」に使用 され る可能性があ るため中途で放棄できない。
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所 の 女 性 を 呼 び にや り,彼 女 が対 話 を試 みた 結 果,そ れ がSete　 Flechas(七 つ の 矢)で

あ る とわ か り,そ の カ ボ ク ロの 教 示 した 薬(banhoとcha)69)を21日 間服 用 して 治 った。

そ の と きSete　 Flechasは,彼 が ミデ ィア ムで あ り,好 む と好 ま ざ る とに か か わ らず

「仕 事 」 せ ね ば な らな い こ と,彼 が13才 にな った ら再 び 憑 依 す る の で そ の 日か ら 「仕

事」 を開 始 せ ね ばな らな い との メ ッセ ー ジを残 した。 こ れ らの こ と につ いて彼 自身 は

記 憶 がな い。 そ の 後 もず っ と病 気 が ちで,13才 の誕 生 日に再 び 同 じ霊 が憑 依 し,母 親

にた い して 用 意 す べ き品 を 指 示 し,今 後 も憑 依 しつ づ け他 の カ ボ ク ロ も呼 ん で くる こ

とを告 げ,そ の 霊 自身 は 彼 の シ ェ フ ィchefeで あ り,多 くの 霊 感intuigsoを 与 え る

との メ ッセ ー ジを 残 した 。母 親 は狼 狽 し,彼 自身 も後 で そ れ を 聞 い て,テ ヘ ィ ロ な ど

に は 関係 が なか った の で嫌 だ った が,と もか くそ の 日か ら自宅 で人 に知 られ な い よ う

に して霊 に よ る憑 依 を 受 け始 め た。 当 時 は 憑 依 が不 定 期 に起 こ った が,大 抵 は その3

日前 に前 兆 を感 じて 気 分 が 悪 くな った。 次第 にSete　 Flechas自 身 は来 るの が まれ に

な った が,他 の カ ボ ク ロが 憑 依 しだ し,人 々 の 知 る と ころ と もな り,セ ッ シ ョンを す

る よ うに な り,18才 の と きに は,自 宅 の 裏 庭 に小 屋 を建 て て セ ア ラ(カ ル トハ ウ ス)

を 開 いた(Seara　 de　Umbanda　 Sso　Raimundo　 Nonato)。 次 第 に ク ライ ア ン トに も

応 じ る よ うに な り,彼 の儀 礼 に参 加 す る ミデ ィア ムた ち も現 れ,手 拍 子 を打 って 彼 の

儀 礼 を 助 け るよ うに な った。 セ ッ シ ョ ンで は,Jarinaを は じめ とす る カ ボ ク ロが来

て,passe(お 抜 い)やconsulta(相 談 に対 す る助 言)を した り,薬 な ど 治療 法 を処

方 した り したが,そ れ らはす べ て 霊 か らの 霊 感 に よ る もの だ った 。何 年 か後 の あ る 日

の セ ッシ ョンでTapinar670)が 現 れ,主 導 的役 割 を演 ず る よ うに な り,ほ ど な く して

Sete　Flechasが 憑依 して,前 者 の主 導 的立 場 に承 認 を与 え,そ れ 以 降 はJarinaに 代

わ ってTapinar6が セ ッ シ ョ ンを リー ドす る よ うにな っ た。 セ ァ ラを 開 いて3年 目 に,

彼 の 「頭 」 で は 活 動 的 性格 を示 すTapinar6が 太 鼓 を叩 きた が り,ク ラ イア ン トの 一

人 が くれ た2個 の太 鼓 を儀 礼 で使 い始 め た が,数 カ月 後 にTapinar6が ミナの太 鼓 は

3つ だ と言 うの で3つ に して祝 祭 の儀 礼 で の み叩 いて いた 。 一 方 セ ッシ ョンは 従来 通

り手 拍 子 だ け だ っ た。 その 頃 す で に 毎 週 の セ ッシ ョン以 外 にSete　 Flechasな どの た

め の祝 祭 を手 拍 子 だ けで して い た。儀 礼 で 太 鼓 を叩 くこ とにつ いて は,Tapianr6と そ

れ を望 ま な いSete　 Flechasの 間 に 意見 の くい ち が い が あ り,結 局 タ ンボ ール儀 礼 に

つ い て は,前 者 が全 責 任 を負 うと い う こ とで 両 者 の 間 に 折 り合 い が つ いた71)。 現 在 で

も後 者 が タ ンボ ール儀 礼 の 日に 憑 依 す る こ とは ほ とん ど な い。 彼 はそ の 後1977年 に,

69)ど ち らも植物を主原料 とする 「薬」であるが,banhoは 浴び,　chaは 飲む。

70)こ の事例の インフォーマ ン トによれば,Tapinar6は 「王子」であるが,「 カボクロと して来

　 る」。カボクロ霊 に関わ る 「やつ し」の問題につ いては稿 を改 めて論ずる。
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な が く ミナ ・ナ ゴ を して き て カ ン ド ンブ レの一 種 で あ るア ンゴ ラ(Angola)に 移 った リ

ーダ ー(mse-de-santo)の 下 で ミナ ・ナ ゴの フ
ェ イ トゥー ラを 受 けた が,そ の理 由 は彼

の グル ー プの ミデ ィア ム(当 時11人 の女 性 が い た)の 一 人 に 「彼 は フ ェイ トゥー ラを

受 けて いな い か ら何 もで きな い とあ る人 に言 わ れ た」 と きか さ れ,気 分 を害 した 彼 は,

何 らそ の 必 要性 を感 じな か った が フ ェ イ トゥ ー ラを 受 け る こ とに し,懇 意 の リー ダ ー

に依 頼 した ので あ る。 彼 の こ とば を 引 用 す れ ば彼 は 「すで に才 能 を も って 生 まれ た」

の で あ り,一 人 前 の 「仕 事」trabalhoを 行 な うた め にfazer　santo(=・fazer　 cabega)つ

ま り 「フ ェ イ トゥー ラを 施 して も らう」 必 要 は な か った とい う ことで あ る。

　 この よ うに[事 例4]の ミデ ィア ム は,シ ャーマ ンと して の 能 力 がdom　 de　nascenga

(生来 の 才 能)で あ るか ら,フ ェイ トゥー ラす な わ ち人 為 的 な イ ニ シ エ ー シ ョンは 必

要 な い と して い る点 で[事 例2][事 例3]と 共 通 す るが,す で に 彼 自身 の 憑 依 霊 の 意

向 で 太 鼓 を用 い る祝祭 的儀 礼 す な わ ち タ ンボ ール 儀 礼 を 始 め て いた と い う点 で 他 の 二

事 例 と こ と な る。[事 例3]の ミデ ィア ム は,フ ェ イ トゥ ー ラを 受 け た こ とを 後悔 し

て い る と は いえ,タ ン ボ ール儀 礼 を将 来 行 な う こ とに な ろ う と して い るが,そ れ に対

して[事 例2]の ミデ ィア ムは,将 来 も自 らの テヘ イ ロで タ ン ボ ール儀 礼 を行 な う こ と

は考 え て いな い。 しか し[事 例4]の よ うな ケ ー ス が例 外 的 だ と い うわ け で は 決 して

な い。 現 在 で は ミナ ・ナ ゴ で フ ェィ トゥー ラ を うけて タ ンボ ール儀 礼 を行 な って い る

何 人 もの リーダ ーが,最 初 は太 鼓 を使 わ な い儀 礼 の み を して いて,あ る時 点 か ら特 定

の 憑 依 霊 の 意 向 に沿 って タ ンボ ール 儀 礼 を始 め,そ の 後 に連 盟 の 「テ ヘ イ ロを 開 き,

タ ンボ ール儀 礼 を 行 な うた あ に は フ ェィ トゥー ラを 受 けて いな けれ ばな らな い」 とす

る要 求[FURuyA　 1986]参 照)に 従 うた あ に,事 後 的 に フ ェイ トゥー ラを 受 け る こ

とを 主 た る 目 的 と して,フ ェイ トゥー ラを施 す 資 格 あ り と認 め られ て いる リー ダ ーの

グル ープ に所 属 した とい う経 歴 を も って い る か らで あ る。

　 そ こで つ ぎ には,上 述 の よ うな 連 盟 の要 求 　 　具 体 的 に は 「タ ンボ ール儀 礼 実施 資

格 」 と 「フ ェ イ トゥー ラ とよ ば れ る最 終 段 階 の イ ニ シエ ー シ ョン」 の 関 係 　 　に つ い

て ど う して もふ れ て お く必 要 が あ る。 後 者 を 前 者 の 条 件 とす る規 範 を連 盟 が 強 く要 求

す る よ う にな った の は,10年 ～15年 前 以 降 の こ とで,そ れ 以 前 は,フ ェイ トゥー ラの

有 無 に 関係 な く多 くの グル ープ が太 鼓 を使 う タ ンボ ール 儀 礼 を して いた の で あ り,太

鼓 な しで手 拍子 で儀 礼 を行 な って い た グル ー プ が あ る時 点 か らタ ンボ ー ル儀 礼 を 開始

71)同 一の ミディアムに憑依す る複数の霊 のあいだの関係 は,「意志決定 のメカニズム」の問題 と

　 して非常 に興味深い ものであ り,マ ナ ウス の カル トにおける同様 の 事例につ いて[GABRIEL

　 1985]が 報告 して いる。
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す る こ とも普 通 だ った の で あ る[LEAcocK＆LEAcocK　 1972;VERGoLINo　 E　SILvA

l976]。 こ う した状 況 に た い して,連 盟 は初 期 の段 階 で は,す で に多 くの有 力 な リーダ

ーが 現 在 の 連盟 の 基 準 を み た す フ ェイ トゥー ラ な しで 連 盟 設 立(1965)以 前 か ら活 動

して いた た め に,積 極 的 に介 入 す る こ と はな か った72)。 それ が あ る時 期 か ら　 　 そ れ

は カル トグル ープ が 急 激 に 増大 す る 時期 と重 な る とみ られ るが 　 　 連 盟 へ の登 録 を 強

く要 求 す る と同 時 に,タ ンボ ール儀 礼 実 施 と フ ェィ トゥー ラ関係 につ いて の上 記 の規

範 を 明 確 に打 ち出 す よ う にな り,そ う した連 盟 の要 求 が信 者 の 間,と くに リーダ ーや

リ ーダ ー を 目指 す ミデ ィア ムの 間 に フ ェ イ トゥー ラ の 有 無 を 取 りざ た す る``Feitura

Syndrome"と よ び うる傾 向 を 生 み だ した の で あ る。 この 問題 につ いて は,別 の論 文

[FURUYA　 l986]で 扱 って い るの で,こ こで は詳 しく論 じな いが,要 す る に,現 在

で は,正 式 な フ ェ イ トゥ ー ラを 受 け た ミデ ィア ム の み が太 鼓 を使 う タ ンボ ール儀 礼 を

主 催 す る こ とが で き る と い うの が 公 け に認 め られ た見 解 とな って い る73》。

　 と ころで,連 盟 の こ う した 要 求 の基 底 に は,太 鼓 を使 う集 団 的 な 儀 礼(タ ンボ ール)

が 「伝 統 的 な」 カ ン ド ンブ レな どア フ リカ系 カ ル トの儀 礼 の 中心 を なす も ので あ り,

ミナ ・ナ ゴ も本 来,カ ン ド ンブ レな どに 匹敵 す べ きア フ リカ系 の カル トで あ る か ぎ り,

「伝 統 的」ア フ ロ ・ブ ラジ リア ン ・カル トで そ うで あ る よ う に,正 式 な イ ニ シ エ ー シ ョ

ンを経 た リーダ ー に率 い られ た 高 度 に組 織 さ れ た カル トグル ープ に よ って な され るべ

きで あ る との 認 識 があ る と考 え ざ るを え な い。 しか も こ う した 認 識 は連 盟 のみ な らず

多 くの リー ダ ーの 認 識 で も あ り,そ うで あ るか らこそ,殊 に近 年 に な って 従 来 ミナ ・

ナ ゴ と 自 己規 定 して いた リーダ ーの な か にバ ィ ア に 出 向 くな ど して カ ン ドンブ レの イ

ニ シエ ー シ ョンを 受 け る人 た ちが 現 れ て きて い る の で あ り,彼 らは一 般 に カ ン ドンブ

レの ミナ ・ナ ゴに 対 す る優 越 性 を 主 張 す る。 しか し興 味 深 い こ とは,そ の よ うに カ ン

ドンブ レの イニ シエ ー シ ョン　 　 これ はナ シ ョナ ル な レベ ルで 通 用 す る資 格 と いえ る

　 　 を 受 けた 後 も,「正 式 の 」カ ン ドンブ レで は許 容 さ れ な い ミナ ・ナ ゴ のス タ イル に

よ る儀 礼 を や め て いな い。 そ の 理 由 に つ いて 彼 らは,長 い 問 自分 を援 助 して くれ た カ

ボ ク ロ を カ ン ド ンブ レの イニ シエ ー シ ョンを受 け た か ら とい って 放 棄 して しま う こ と

はで きず,そ れ らの カボ ク ロの た め に儀 礼 を行 な お う とす れ ば,そ れ は ミナ ・ナ ゴの

儀 礼 で あ る必 要 が あ る と述 べ て い る。 こ う した考 え方 は,す で に みて きた事 例 に も繰

り返 し現 れ て きた 説 明 で あ る。 つ ま り,「 いか な る憑 依 霊 を 受 け るか に よ って,い か

72)現 在 で も連盟設立以前か ら活動 していた リーダーについては,遡 って フェイ トゥー ラを要求

　する ことはないが,そ うした人 々はすでにかな り高齢化 してい る。

73)タ ンボール儀礼を行な うための 「正式なフェイ トゥー ラ」を授与 しうるのは,ミ ナ ・ナゴ,

　カ ン ドンブレ,オ モロコだけであるとされて いる。
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な る儀 礼 を行 な うか は規 定 され る」 とい う こ とで あ り,そ う で あ るか らこそ,ミ デ ィ

ア ム と しての キ ャ リァ ーの な か で 多 くの霊 の 憑依 を うけ る よ うにな った 熟練 した ミデ

ィア ム は,一 種 類 の儀 礼 に 排 他 的 に専 念 す る ので は な く,多 様 な儀 礼 を行 な う結 果 に

な り,そ れ はむ しろ ミデ ィ ァ ム と して の能 力 の 高 さ と して周 囲 に受 け入 れ られ る。 そ

して,多 くの霊 に憑依 さ れ る ほ ど優 れ た ミデ ィア ムで あ る と い う観念 は,「 伝 統 的」ア

フ ロ ・ブ ラジ リア ン ・カル トに は見 られ な い が74),ア マ ゾ ンの シ ャマ ニ ズ ム の場 合,

多 くの精 霊 と コ ミュニ ケ ー シ ョン しうる こ とは優 れ た シ ャマ ンの条 件 で あ る こ とは す

で に述 べ た通 りで あ り,こ の 点 にお いて もバ トゥ ーケ の一 部 を なす カ ン ドン ブ レと,

モ デ ル と して の カ ン ドンブ レ との 間 には 乖 離 が見 られ るの で あ る。

7.ク ー ラ複 合 と タン ボ ール 複 合

　 さて 我 々は以 上 に4人 の ミデ ィア ム の キ ャ リァ ーを か な り詳 細 に見 て きた わ け だ が,

彼 らは み な ミナ ・ナ ゴ ・カル トの グル ー プの 一 員 も し くは リーダ ーで あ り,し か も実

は そ の す べ て が,現 在 で は あ る特 定 の リーダ ー75)をpai-de-santo(宗 教 的 な意 味 で

の 父)と して,彼 の テ ヘ イ ロ の タ ンボ ール 儀 礼 に参 加 して 踊 って い るの で あ る。 そ の

よ うな 人 々 の間 に さ え既 述 の よ う に実 際 の 活 動 形態 に お け る相 当 の変 異 が み られ るの

で あ り,こ う した ミナ ・ナ ゴ の グル ープ が ベ レ ンには何 十 も存 在 し,そ れ に連 盟 の登

録 上 区別 され て い る他 の カル トの グル ー プ も加 え れ ば 千近 い数 の グ ル ープ が存 在 して

い るの で あ る。 で は,そ れ らす べ ての グル ープ を 内包 す るバ トゥ ーヶ の な か で,そ う

した 変 異 は ど の よ うに 「整 序 」 さ れ て い るの で あ ろ うか 。

　 ま ず 既述 の諸 事 例 に繰 り返 し現 れ て い る よ う に,一 人 の シ ャマ ン=ミ デ ィア ム の キ

ャ リア ーの な か で,新 しい カ ル トあ る い は儀 礼 形 態 を導 入 す る こ とが,特 定 の 憑依 霊

の 出 現 あ るい は要 求 によ って説 明 さ れ て い る。 また[事 例2]と[事 例3]で 知 人 や

医 者 の 示 唆 に従 って訪 ね た カル トで 「あ な たの 憑 依 霊 は こ この儀 礼 に 属 す る も の で

は な い」 との 理 由 で拒 否 さ れ て い る こ と は,こ の こ との 裏 面 に あ た る。 ま た 同 じ二

事 例 で タ ンボ ール儀 礼 に 対 して彼 女 た ち が親 しみ を感 じな いの は,([事 例4ユ の 場 合

の よ うに)本 人 に と って 従来 か ら重 要 だ った憑 依 霊 が それ を要 請 した わ けで は な く,

タ ンボ ール 儀 礼 を 要 求 す る新 た な 憑 依 霊 が現 れ た わ け で もな い か らで あ る と考 え られ

74)カ ン ドンブ レな どの 場合 は,各 ミデ ィア ム がひ とつ の特 定 の憑 依 霊(orixa)の み に よ って 憑

　 依 され,そ の霊 の属 性 と ミデ ィ ア ムの性 格 との あ い だ に は,深 い 対 応 関 係 が あ る と さ れ る

　 [BAsTIDE　 1978b]ほ か 参 照 。

75)こ の リーダ ー は[FuRuYA　 1986]のPai　 B.と 同 一人 物 で あ る。
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る。また,タ ンボール儀礼に親和感をもたないミディアムが,同 時にグループ形態で

の儀礼に共感をもっていないことも注目に値する。その一方で,そ うしたミディアム

は,パ ジェランサ的な儀礼 こそ自分にふさわしいものと考えているらしいことも事例

から明らかであろう。 しかも,そ うした志向をもつミディァムが 「シャマ ンとして生

まれつ きの才能」つまりdom　de　nascengαを強調 していることも重要である。 このよ

うに見て くると,バ トゥーケのなかに,ひ とつの儀礼複合をみてとることが可能であ

るように思われる。それは,儀 礼形態や儀礼用具の点で この地方のパジェランサの特

徴を濃厚に残すタイプの儀礼で,カ ル トグル ーブを組織せず,基 本的に単独で太鼓を

使わずに行なわれるものであり,病 気をはじめとする個人的問題の解決を目的とする

ものである。この複合は実際には様々な名称で呼ばれているが,本 稿ではそれを 「ク

ーラ(CURA)複 合」 とよぶことにする。

　 それに対置される儀礼複合としては,太 鼓を使 った集合的儀礼であるタンボール儀

礼を中心とし,フ ェイ トゥーラ　　 つまりリーダーという第三者が憑依霊とミディア

ムの関係 を確固としたものにするために介在すること　　を強調 し,そ の結果として

fazer　santoと いう行為を媒介として結びついたミディアムのグループという活動形態

をもつものを考えることができる。 本稿では,こ の儀礼複合を 「タンボール(TAM-

BOR)複 合」 と呼ぶことにする。

　 ところで,前 述の諸事例 には,一 見するとそのどちらにも含まれないような儀礼形

態が現れていることに気づくであろう。それは太鼓は使用しないが集団的な儀礼で,

ミディァムたちが手拍子を打 ちつつ歌をうたい憑依霊をよび出す というもので,こ れ

に対する呼称も一様ではなく,事 例のなかで もジュレーマ,ク リンパなどとよばれて

いる。実はこのタイプの儀礼あるいはそれを専 らとするグループの存在こそが,バ ト

ゥーケを構成するカル トを分類 しようとする企てにとって最 も厄介な問題のひとつな

のである。その理由は,ま ず第一に連盟に登録 されていると否 とを問わず最も数が多

いのが,こ のタイプの儀礼を中心的に行なうカル トグループでありながら,以 下に述

べる理由により確固とした共通点を憑依霊のレパー トリーや 「神界観」について指摘

することが困難だか らである。既述のように連盟は太鼓を使 う儀礼を行な う条件につ

いては,近 年とくに厳格な管理を推進 しようとしているが,太 鼓を使わないグループ

については相対的にゆるやかな管理 しか していないため,こ のタイプの儀礼を行な う

ことが比較的容易なのである。また事例にも示されているように,そ れまでパジェラ

ンサ的な儀礼を単独で行なっていたミディァムのもとに次第に他のミディァムが集ま

り,こ うした儀礼を始めることがよくあり,そ の意味では 「リーダーのクーラ」 とも
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言 うべき性格をもつ。また,本 稿では中心的テーマとしていないが,リ オデジャネイ

ロ,サ ンパウロなど大都市で形成 され全国に普及 しつつあるウンバ ンダを実践 してい

ると自己規定するグループの多 くも,こ うしたタイプの儀礼の主たる実践者となって

いるのである。さらに,そ れは祝祭では太鼓を使用するグループの日常的なセ ッショ

ンにおける太鼓の代替物としても機能している。実際,タ ンボール儀礼を上首尾に行

なうためには,各 種の踊りのステップや リズム,個 々の憑依霊の歌などかなりの専門

的知識をもち,ま た卓越 した技能一 霊をよびだす力をもつのは太鼓だ と考えられて

いるために,憑 依霊が数多 く儀礼に来るかどうかは,相 当程度まで太鼓叩 き76》の力量

に依存する　　をもつ太鼓叩きを必要 とするが,メ ンバー的な位置を しめる熟練 した

太鼓叩きを擁する有力グループを除けば,謝 礼の支払いが必要であるためにその調達

は比較的困難である。それに対 して,手 拍子を打つことは容易かつ経済的であるから,

群小のカル トグループがそれを行なうのは納得で きる。

　 こうした儀礼形態を,多 くの信者が用い誤解を招 く可能性が少ないということから,

一応クリンパ とよぶとすると,ク リンパは,ク ーラとタ ンボールの中間的形態,あ る

いは 「中庭」(patio)的 性格をもつといえるだろうし,そ うした性格はウンバ ンダ導

入の窓口を提供 しているという点にもみてとれる。要するに,ク リンパは独立 した儀

礼形態としてよりも,ク ーラの発展形態あるいはタ ンボールの前駆的形態などとして

みるべきものと言えよう。

　以上の点か ら結論 されることは,バ トゥーケは,グ ループごとに違いが見 られるほ

どの内的変異を含んだものでありながら,二 つの儀礼複合を焦点にもつシステムを全

体として形成 しているということである。 それは上述のような意味での,「 クーラ複

合」と 「タンボール複合」である。 ところで ここで重要なことは,あ るミディアム,

あるいは,あ るカル トグループがそのどちらかに分類されるわけではないという点で

ある。 ミディァムは多かれ少なかれ,両 者に関与 しており,そ の程度,そ の関与の形

式が個々人でことなるのである。すでに上述の諸事例にも明 らかなように,自 らグル

ープを組織 して定期的な祝祭的儀礼をタンボール儀礼として行な う一方で,毎 週のセ

ッションをクーラの儀礼様式に則 って行なう リーダーもいるし,ま た,自 宅では単独

でクーラを行なう一方,他 のミディアム(=リ ーダー)の 催す祝祭的なタンボール儀

76)太 鼓叩 きは(一 般 に若い)男 性であ り,ミ デ ィアムの大半が女性で あるとの対照的である。

　 ひとつない しはい くつかの リーダーの儀礼で若干の謝礼を もらって太鼓を叩 く者 もい るし,特

　定 のグループのメ ンバ ーとして活動する者 もいる。 「しかるべ く太鼓を叩 くことがで きる」 こ

　 とが太鼓叩 きとなるための条件であ り,特 別な イニ シエーシ ョンを経 る必要はない。ただ し数

　 時間もつづ く儀礼で,リ ーダーや ミデ ィアムあ るいは憑依霊たちが,次 々にうたう一晩で100以

　 上に達す る儀礼歌 に しかるべ く対応するためには,相 当程度の熟練 を要す る。
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礼 に参加 す る者 もい る。 あ る い は,事 例 で は ふ れ な か った が,毎 週 の セ ッシ ョンで さ

え太 鼓 を使 用 し,小 規 模 な タ ンボ ール 儀 礼 と して 行 な う リーダ ー もい る し,さ らにま

た ク ー ラ的 な儀 礼 に は ほ とん ど 関与 せ ず にタ ンボ ール儀 礼 の な か で ミデ ィア ム と して

経 験 を つ んで きた者 もい るの で あ る。 した が って,前 述 の連 盟 に よ る分 類 を は じめ,

信 者 の そ れ ぞれ が行 な う分 類 にみ られ る 「カ ル ト」 とは,上 述 の よ うな 「タ ンボ ー ル

複 合」 と 「ク ー ラ複 合 」 とい う儀 礼 複 合 を二 つ の 焦 点 とす る枠 組 み の な かで の,重 点

の 置 き方,両 者 の総 合 の 仕 方 の さま ざ まな パ タ ンを示 す もの に す ぎ な い。 しか も重 要

な こ とは,そ れ は ミデ ィア ムの それ ぞ れ に 「いか な る霊 が 憑 依 す るの か」 そ して 「そ

の ミデ ィァ ム の場 合,そ の 霊 が どの よ うな 要 求 を す るの か」 に も とつ く もの と解 され

て い る こ とで あ る。

　 こ こで も うい ち ど事 例 に た ち も ど って み よ う。[事 例1]の ミデ ィァ ム が述 べ て い る

こ とで あ る が,彼 女 の 言 うと こ ろの ク ー ラ と ジ ュ レー マ で は 「儀 礼 に来 る憑 依 霊 は基

本 的 に こ とな って お り,例 外 的 に 両 方 の儀 礼 に 現 れ る 憑依 霊 の場 合 は,儀 礼 歌ponto

が こ とな る。」 この よ うに儀 礼 に よ って来 る憑 依 霊 が こ とな って い る とい う 観念 は,

他 の事 例 に も うか が わ れ る し,実 際,ミ デ ィア ム と して あ る程 度 以 上 の経 験 をつ ん で

様 々 な タ イ プの 儀 礼 に関 与 して い る イ ンフ ォー マ ン トの ほ とん どす べ て が,そ う した

指 摘 を して い る。 す で に 述 べ た よ う に ジ ュ レ ーマ(ク リンパ)の あ い ま いな 性 格 の た

め に,す べ て の イ ン フ ォ　'一マ ン トが[事 例1]の ミデ ィア ム の よ うに ク ー ラ と ジ ュ レ

ー マ を は っ きり と区 別 して い るわ け で は な いが
,ク ー ラ とタ ンボ ー ル につ い て は,前

述 の よ うな 観 念 が ほぼ 例 外 な く認 め られ て い る。 で は 実 際 に ど の よ うに違 うの か,ク

ー ラ儀 礼 に 来 る憑 依 霊 群 とタ ンボ ール儀 礼 に来 る 憑依 霊群 は
,そ れ ぞ れ何 らかの 共 通

性 を も って い るの だ ろ うか。 少 な くと も,こ の 点 に 関 して い くつ か の原 則 を 指摘 す る

こ とが で き る。

　 ま ず 第一 に,カ トリ ック聖 人 と緊 密 な個 別 的対 応 関係 を もち セ ニ ョール や オ リシ ャ

な どの カテ ゴ リー に属 す る憑依 霊 は,原 則 的 に ク ー ラに は来 な い と され て い る。 そ れ

らの 霊 が ク ー ラ に無 関係 と考 え られ て いる わ け で は な く,ク ー ラで な され る 「仕 事」

に 「力 」を与 え て くれ る存 在 で あ り,ま た そ う した 加 護 を願 うた めの 歌 も うた わ れ るの

だ が,実 際 に ミデ ィア ム に憑依 して 自 ら 「仕 事 」 を す る こ とは な い と い う こ とで あ る。

　 他 方,カ ボ ク ロ と よば れ るグ ル ー プ の憑 依 霊 の場 合 は,ク ー ラ にの み来 る もの,タ

ンボ ール の み に来 る もの,両 方 に来 る が 名前 や歌 を変 え る も の,両 方 に来 るが 名 前 は

同 じで 歌 は ち が う もの が あ る77》。 さ らに,両 方 に来 て 名 前 は 同 じで 同 じ歌 も うた うが

性 格 は ち が う とさ れ る もの もあ る。 いず れ にせ よ,ど ち らか 一 方 に来 るか,あ る い は
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両 方 に来 る場 合 は何 か が違 う と考 え られ て い るので あ る。 ミデ ィア ム を特 定 す れ ば,

あ る 憑依 霊 が ど の よ うな 種 類 の儀 礼 に現 れ,そ の と き にど の よ うな 性 格 ・行 状 を示 す

か に つ い て イ ンフ ォ ーマ ン トの 意 見 が か な りの程 度 ま で一 致 す る。 しか しあ る特 定 の

カ ボ ク ロが 一般 的 に上 記 の ど の場 合 にあ た るの か と い う点 につ い て は,す べ て の イ ン

フ ォ ーマ ン トの 意見 が一 致 す る わ けで はな い。 これ は 当 然 で,彼 らは 自分 あ る い は 自

分 が 知 って い る ミデ ィア ム に憑 依 す る場 合 の 観 察 に も とつ いて 語 る か らで あ り,同 名

の 憑 依 霊 が 他 の ミデ ィア ム に憑 依 す る と き に別 の性 癖 を も って いる可 能 性 は充 分 に あ

る か らで あ る。 そ うな る と同 じ名前 を もつ 憑 依 霊 の 同 一性 は どの よ うに認 識 さ れ て い

るの か と い う疑 問 が生 ず る。 一般 に そ う した事 柄 につ いて は 「憑依 霊 自身 の み が説 明

し うる」 と考 え られ て い るが,こ の 点 に 関 して ミデ ィア ムは,少 な くと も自分 に憑依

す る霊 につ いて は 答 え を 用 意 して い るの が普 通 で あ り,そ の 場 合 に説 明 に使 わ れ るの

がlinha(ラ イ ン)の 概 念,あ る いはlinhaを クロ スす る(cruzar　 linha)の 概 念 で あ

る。 つ ま り 「カ ボ ク ロAは 私 の 場 合 は クー ラの ライ ンで来 る」,「私 の カ ボ クnBは,

クー ラの ライ ンと タ ンボ ール の ラ イ ンを ク ロス して い る の で,両 方 に来 るが,名 前 を

変 え て くる」 とい う ぐあ いで あ る。 この ライ ンlinhaの 概 念 は,ク ー ラや タ ンボ ール

につ いて 言 わ れ るだ け で な く,linha　 da　Mata(森 の ラ イ ン),1inha　 do　Mar(海 の ラ

イ ン),Iinha　 de　caboclo(カ ボ ク ロの ライ ン)な ど多 種 多 様 な使 わ れ か た を す る が,

総 じて言 え る こ とは,そ れ が 「儀 礼 的 コ ンテ クス ト」 と特 定 す る もの だ とい う こ とで

あ り,そ れ に よ って 同一 の憑 依 霊 の 表 出形 態 が ミデ ィア ム ご とに こ とな って も 憑依 霊

の 同 一性 は損 な わ れ ず に す む。 この点 を や や 一般 化 して言 え ば,研 究 者 の言 う 「起 源

を 異 にす る様 々な伝 統 の 流入 」 は信 者 に よ って 「ラ イ ン」 の概 念 に よ って処 理 さ れ,

同 様 に 「シ ン ク レテ ィズ ム」 は 「ライ ンが ク ロス す る」 と い う説 明 によ って 理解 可 能

な もの とな って い るの で あ る。

　 と こ ろで ク ー ラ とタ ンボ ール の両 方 で 憑依 す る カ ボ ク ロの 場 合,憑 依 の 目的 が違 う

のだ と い う興 味 深 い指摘 が多 くの イ ン フ ォ ーマ ン トに よ って な され て い る。 この 点 に

つ い て は すで に リー コ ッ クに よ る指 摘[LEAcocK＆LEAcocK　 1972:251]も あ る が,

信 者 に よ れ ば 「憑 依 霊 は ク ー ラ に は仕 事 を す るた め に(para　 trabalhar),タ ンボ ール

77)ク ー ラに しか来ないとされている憑依霊の名,さ らに両方 に来 るが名前を変えて くる とされ

　ている憑依霊の クー ラに来 るときの名には,し ば しば動物名が含まれている。 もちろん多 くの

　例外があるが,タ ンボールに来 る憑依霊 の名 と比べて それは特徴 的と言える。 ここで当然予想

　 され ることは,そ れ らはパ ジ ェラ ンサの精霊 と重なるので はないかということであるが,実 際

　 にい くつかの精霊は,「伝統的」アフロ ・ブラジ リア ン ・カル トの神界に もウ ンバ ンダの神界 に

　 もみ られないが,パ ジェランサの超 自然 的存在の リス トには含まれて いる。 しか しバ トゥーケ

　 のクー ラ儀礼 に来 る憑依霊 のすべてがアマゾ ンの伝統 的シャマニズムに由来す ると結論する こ

　 とはで きない。
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に は楽 しむ た め に(para　 brincar)来 る」の で あ る。「ク ー ラ に は仕 事 をす るた め に」と

い うの は,こ れ ま で の記 述 か ら納 得 さ れ る で あ ろ う。 ク ー ラ は何 よ り もま ず,病 気 な

ど個 人 的 問 題 の 解 決 を 目的 と して お り,そ の た め に憑 依 霊 は儀 礼 の 場 へ よび だ され る

の で あ るか ら。他 方,「 タ ンボ ール には 楽 しむ た め に」 と い う点 につ いて 理 解 す るた め

に は,タ ンボ ール 儀 礼 につ いて す で に な さ れ た記 述 だ けで は不 十 分 で あ ろ う。

　 これ ま で は,敢 え て 詳 し い説 明 をせ ず に断 片 的な 言 及 に とど めて きた が,タ ン ボ ー

ル 儀 礼 は 祝 祭 的 性 格 を もつ 定期 的儀 礼 で あ り,儀 礼 の た あの フ ロ ァ ーを もつ テ ヘ ィ ロ

で カル トグル ー プ に よ って 実 施 され る集 団 的儀 礼 で あ る。 しか も公 開 で あ って 観 客 と

して 参 加 す る こ と も可 能 で あ る。 儀 礼 の うち 主要 な もの は多 くの グ ル ー プ に共 通 す る

が,基 本 的 に グル ー プ ご と に こ とな る儀 礼暦 に従 って グ ル ー プ単 位 で実 施 され,同 日

に同 じ憑 依 霊 の た め に行 なわ れ る儀 礼 で あ って も,相 互 に ま った く独 立 に行 なわ れ る。

儀 礼 が 催 され るの は,非 常 に大 雑 把 に言 って 以 下 の機 会 で あ り,通 常 一 晩 の み だ が,

重 要 な もの につ いて は 三 晩 も し くは そ れ 以上 引 き続 い て実 施 さ れ る。

　 ① 特 定の カ トリ ック聖 人 の祭 日:そ の グ ル ープ あ る い は リー ダ ー に と って特 別 な 重

　 　 要 性 を もつ 憑 依 霊(セ ニ ョール,オ リシ ャ)に 「対 応 す る」 聖 人 の祭 日

　 ② リーダ ー/ミ デ ィア ムの 主 要 な カ ボ ク ロの 「誕生 日 ・記 念 日」(aniversario):そ

　 　 の カ ボ ク ロ がそ の 人 に初 め て 憑 依 した 日あ るい は 名 乗 った 日

　 ⑧ その 他 カ トリ ック暦 上 の 重要 な 日:聖 土 曜 日,ク リスマ ス な ど

　 ④ その グル ープ の ミデ ィア ムの フ ェ イ トゥ ー ラに伴 う 「籠 も り」 の 「入 り」 と 「明

　 　 け」

　 そ して タ ンボ ール 儀 礼 の 最 も重 要 な 特 徴 と して,太 鼓(tambor)を 始 め とす る各 種

の打 楽 器(cabaga,　 chequecheque,　 gonga,　 etc)が 用 い られ る。 そ れ らの楽 器 の 伴 奏

で ミデ ィア ム た ち が リー ダ ーの 主 導 の 下 で うた い踊 り,そ の渦 中 に多 くの憑 依 霊 が ミ

デ ィア ム の身 体 を借 りて儀 礼 の場 に姿 を 現 す 。 到 着 した 憑 依 霊 は,そ れ ぞ れ 「到 着 の

歌 」 を含 めて 「自分 の歌 」(ponto　 cantado,　 doutrina)を うた い,ま だ 憑依 状 態 で

は な い ミデ ィア ム た ち と共 に うた い踊 り,お 互 いに ま た信 者 た ちと 旧 知 の友 人 の よ う

に抱 き合 い,挨 拶 を交 わ し,会 話 を 楽 しみ,儀 礼 の 最 中 で も儀 礼 フ ロア ーを 離 れ て歩

き回 り,そ れ ぞ れ の嗜 好 に応 じて 煙 草 を吸 った り酒 や 清涼 飲 料 水 を 飲 ん だ りす る。 儀

礼 の絶 頂 期 の雰 囲気 は ま さ に祝 祭 的 な も ので あ り,生 真 面 目な 雰 囲気 が支 配 す る ク ー

ラ とは著 し く こ とな って い る。 しか し,儀 礼 は 始 めか らこの よ うな 「お祭 り騒 ぎ」 な

の で は な い。 しか し,こ う した 「村 祭 り」 に比 す る こ とが で き るよ うな雰 囲 気 こそ が,

信 者 に と って タ ンボ ール 儀 礼 に期 待 す る もの の 重 要 な要 素 を な す こ と も事 実 で あ る。
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　 こ う した 「お祭 り騒 ぐ」 憑 依 霊 につ いて は,す で に リー コ ックが 「(タ ンボ ール 儀

礼 の)早 い時 間 に は,憑 依 さ れ た踊 り手 た ち は威 厳 にみ ちた 立居 振舞 だ が,儀 礼 が 進

む につ れ て 陽気 さが増 して い く。 参 加 者 のな か には 馬 鹿 げ た ふ るま い を した り冗 談 を

言 う者 も いて,儀 礼 の 雰 囲気 は とて も明 る い調 子 に な り,踊 り手 同士 も友 人 同士 の よ

うに 暖 か くふ る ま う。 尋 ね て み る と,こ の 変 化 はあ る特定 の グ ル ープ の 霊,つ ま り

カ ボ ク ロた ちが現 れ た こ と によ る の で あ り,こ れ らの 霊 は 楽 し い 時 を す ごす た め に

降 りて きて カル トメ ンバ ー に 憑 依 す る と 信 じ られ て い る」 と述 べ て い る[LEACOCK

1964b:95]。 彼 は こ う した タ イ プの 憑 依 霊(fun。10ving　 deities)の 存 在 はバ トゥ ーケ

を 保 守 的 ア フ ロ ・プ ラ ジ リア ン ・カ ル トか ら弁 別 す る特 徴 のひ とつ で あ る と指 摘 して

い る 匹EAcocK　 l964b:94]。 　 しか し 「伝 統 的」 タ イ プ の カル トの儀 礼 に現 れ る憑

依 霊 が バ トゥー ケ の儀 礼 に現 れ な いわ けで は な い。 た だ し,オ リシ ャあ る い は セ ニ ョ

ール な ど とよ ば れ る カ テ ゴ リー に属 す るそ れ らの霊 は
,彼 らに来 る意志 が あ る な ら,

儀 礼 の 前 半 に彼 らの た め に うた わ れ て い る時 間 に 来 るの で あ り,上 述 の 「威 厳 に み ち

た 立居 振 舞 」 とい うの が それ に あ た る。 多 くの イ ン フ ォ ーマ ン トが 「真 夜 中以 降 は カ

ボ ク ロが来 る」と言 う が,真 夜 中以 前 に カ ボ ク ロが来 な いわ けで はな い 。しか し,タ ン

ボ ール儀 礼 は概 ね以 上 の よ うに,セ ニ ョール の た め の前 半 と カボ ク ロのた め の後 半 に

分 け られ て いる と言 うこ と がで きる。 こ う した シス テ ム は 隣接 す るマ ラニ ョ ン州 サ ン

ル イス の カ ル ト(タ ンボ ール ・デ ・ミナ)に もみ られ,カ ボ ク ロを憑 依 霊 にふ くまな

い唯 一 の 「伝 統 的」 な カル トグル ー プで あ る カ ーザ ・ダ ス ・ミナ ス(Casa　 das　Minas)

を 除 いて,儀 礼 は真 夜 中 に 「森 へ と転 ず る」(virar　 para　mata),つ ま りカ ボ ク ロが

次 々に来 るよ うに な る と報 告 さ れ て い る[M.FERRETTI　 l985]。 バ トゥーケ は明 ら

か に マ ラニ ョ ンの タ ンボ ール ・デ ・ミナを継 承 す る こ とが 確認 され て お り,上 述 の シ

ス テ ム はす で にマ ラニ ョ ンで 形 成 され て いた もの とみ る こ とが で きる が,マ ラニ ョ ン

の カ ル トとべ レ ンの バ トゥー ケ と の比 較 につ いて は本 稿 の枠 を こえ る ので 稿 を改 め て

論 ず る こ とにす る。

　 以 上 に述 べ た 「お祭 り騒 ぐ」 カ ボ ク ロに つ いて,こ こで はつ ぎの 二 点 の み を 付 け

加 え て お くこ とに した い。 ま ず第 一 に,す べ て の カ ボ ク ロ が 騒 ぎ好 きの フ ァ ヒス タ

farristaだ とい うわ け で は な く,と くに ク ー ラ に　「仕 事 に来 る カ ボ クロ」 あ る い は

「仕 事 に来 る と きの カ ボ ク ロ」 が そ う した フ ァ ヒス タ で あ る こ とは ほ とん どな い。 第

二 に,一 人 前 の ミデ ィア ムで あれ ば,前 述 の セ ニ ョ ール の ほ か に少 な く とも ひ とつ の

ト リッ クス タ ー 的 カ ボ ク ロcaboclo-farristaを 憑依 霊 と して も って い る の が普 通 で あ

り,決 して例 外 的 な現 象 と い うの で は な い。
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　 以 上 の こと か ら結 論 され る こ とは,い か な る憑 依 霊 が来 る か,ど の よ うな 目的で 来

る か と い う点 に 関 す る信 者 の説 明 か ら して,す で に規 定 した よ うな 意 味 で の 「ク ー ラ

複 合 」 と 「タ ンボ ール 複 合 」 が 「区別 され る べ き もの」 と して理 解 され て い る と い う

こ とで あ る。 た だ し,多 くの ミデ ィア ムが 「責 務 」(obrigag50)と して 「ク ー ラ複 合 」

と 「タ ンボ ール 複 合 」 の双 方 に 関 わ らざ る をえ な い。 憑 依 す る憑 依 霊 は 複 数 で あ り,

そ れ らには,既 述 の よ うに さま ざ ま な カ テ ゴ リーの もの が含 ま れ,そ れ ぞ れ が,[事 例

4]で 太 鼓 を 叩 く こ とを憑 依 霊 自身 が指 示 した ケ ー ス の よ うに明 示 的 指 示 を 与 え るな

り,あ る いは実 際 に 特定 の種 類 の儀 礼 で ミデ ィア ム に憑 依 す る な り して ミデ ィア ム が

履 行 す べ き儀 礼 の 形態 を指 定 す るた め で あ る。「ク ー ラ複 合 」 と 「タ ン ボ ール 複合 」 の

いず れ か にの み 関 わ る ミデ ィァ ム も当然 い る が,そ う した選 択 も,そ の ミデ ィア ム に

憑 依 す る霊 の課 す 「責 務」 によ って説 明 さ れ る。 この よ うに ミデ ィァ ム には,個 々の

憑 依 霊 の責 任 に お いて様 々な選 択肢 が 開 かれ て い るの で あ る。

　 そ う した変 異 の な かで 最 も基 本 的 な も の と して重 視 す べ きもの は,タ ンボ ール儀 礼

で 憑 依 を うけ るた め に カ ル トグ ル ープ に所 属 す る か否 か と い う点 で あ り,さ らに フ ェ

ィ トゥ ー ラを 受 け るか否 か とい う点 で あ る。 す で に述 べ た よ うに 「ク ー ラ複 合」 の場

合 は,事 例 に明 らか な よ うに ミデ ィア ム と して 「何 を ど の よ うにな す べ きか 」 とい う

こ とを 憑 依霊 か ら直 接 に 教 授 さ れ る能 力 は生 まれ つ きの もの で あ る とい う 観念(dom

de　nascenga)が 支 配 的 で あ った 。　 した が って 第 三 者 た る リーダ ー に よ る ミデ ィア ム と

憑 依 霊 の 関係 へ の 介 入(fazer　 santo,　facer　cabega)は 不 必 要 と され,そ の帰 結 と して

特 定 の リーダ ー や グ ル ープ に所 属 す る必 要 は な い と い うこ とに な る。 と ころ が 憑 依 霊

の ひ とつ が タ ンボ ール 儀 礼 の参 加 あ る い は実 施 を要 求 した場 合,あ る い は実 際 にタ ン

ボ ール儀 礼 で 憑依 して しま った 場 合 は,既 存 の グル ープ に参 加 す るか 自 らグル ープ を

組 織 して タ ン ボ ール儀 礼 を行 な わ ざ るを え な い。 そ もそ もタ ンボ ール儀 礼 は ひ とりで

実 施 す る こ とが不 可 能 な儀 礼 形態 な の で あ る か ら。 一 方,タ ンボ ール儀 礼 を 行 な うた

め には フ ェイ トゥ ー ラが不 可欠 と い うの が カ ン ドブ レな ど 「伝 統 的」 ア フ ロ ・ブ ラ ジ

リァ ン ・カ ル トを モ デル と考 え る連 盟 の要 求 で あ り,自 前 の グル ープ を 組 織 せ ず ミデ

ィア ム と して参 加 す るだ け の場 合 で も,一 定 期 間 のの ち に は フ ェ ィ トゥー ラを 受 け る

こ とが ミデ ィア ム と して の 「使 命 」 を 充 分 に果 た して い くた め に不 可 欠 な もの と して

要 求 され,し か も事 例 に見 た よ うに多 くの 場 合 そ れ は リーダ ーな ど広 く能 力 を認 め ら

れ て い る ミデ ィア ム の名 声 あ る憑 依 霊 に よ る要 求 とい うか た ちを とる。 要 す る に 「タ

ン ボ ール複 合 」 に 関 与 す る こ とは,第 三 者 た る リー ダ ー に よ って 「憑 依 霊 」(santo)

あ る いは,そ の霊 を正 し く受 け る た め の 「頭」(cabega)を 「つ くって も らう」(fazer)
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こ とを意 味 し,い ず れ か の テヘ イ ロ(グ ル ープ)の 一 員 とな る こ とを意 味 す る ので あ

る。 ミデ ィア ム が 自分 と憑 依 霊 の 関係 を 「つ くって くれ た」 リーダ ー を 「聖 な る父」

(pai-de-santo)あ る い は 「聖 な る母」(mae-de-santo)と よ び,同 輩 の ミデ ィア ム を

「聖 な る キ ョ ウダ イ」(irm50!irm5-de-santo)と よ ぶ こ と,あ る い は グル ー プ を

casa(家)と よ ぶ こ とに 明 らか な よ うに,そ れ は 「家 族」 に擬 せ られ る集 団 で あ り,

天賦 の 才 能 と憑依 霊 との 関係 の み を た よ りに 単 独 で 「仕 事」 を行 な う とい う形 態 と の

対 照 は明 白で あ る。

　 しか し,そ れ は たん に対 照 的 で あ る と い うに と どま らな い 。一 人 の ミデ ィァ ム の キ

ャ リァ ーの な か で,そ れ は しば しば対 立 的 な もの と して 現 れ,具 体 的 に は複 数 の憑 依

霊 の こ とな る要 求 と して提 示 され る。 しか もそ れ らは す べ て,既 述 の よ うに ミデ ィア

ム に と って履 行 しな け れ ば な らな い 「責 務 」 な の で あ る。 そ う した な か で個 々 の ミデ

ィァ ムは そ れ らを 同 時 に満 たす た め に独 自の 「総 合」 を 行 な わ ざ るを え ず,そ の結 果

と して 連 盟 に よ る カル ト分 類 で は到 底 と らえ きれ な い ほ どの 変 異 が つ くりだ さ れ る。

しか し重要 な こ とは,バ トゥ ーケ は い ま の と ころそ れ らの 変 異 を 包含 す る こ と に成 功

して い る とみ られ る こ とで あ る。 個 々 の ミデ ィア ム が 「独 特」 の方 法 で は た して い る

「責 務 」が,他 の信 者 た ち に と って 理解 不 能 な勝 手 気 まま な 行 為 とな って いな いか らで

あ る。

　 す で に 指摘 した よ うにバ トゥ ーケ を と りま く宗 教 状 況 は きわ め て シン ク レテ ィ ック

な もの で あ り,ア フ リカ の 憑霊 宗 教,イ ンデ ィ オ文 化 を 継 承 す る シ ャマ ニ ズ ム,カ ト リ

シズ ム,ヨ ー ロ ッパ 系 の 心 霊 術 な ど多 種 多 様 な 伝 統 が 錯 綜 して い る。 した が って憑 依

霊 の構 成 す る神 界 も 「非 同質 的」(heterogeneous)な もので あ り,憑 依 霊 ひ とつ を と

って み て もそ の 形成 に寄 与 して い る伝 統 は複 数 にわ た る こ とが ふ つ うで,そ の結 果 そ

の 示 す 姿 は整 合 的 とは言 い難 い こ とが多 い。 そ う した他 の 人 々 に と って共 有 で きな い

個 入 的 フ ァ ンタ ジ ーに な りか ね な い変 異 をバ トゥー ケ が捕 捉 しえ て い る こ とを 理解 す

る た め に は,い くつ か の巧 み な処 理 の原 則 に注 目す る必 要 が あ ろ う。 まず 第 一 に 「個

個 の ミデ ィア ムが個 々の 憑依 霊 に対 して履 行 せ ね ば な らな い責務 は,個 々 に指 定 され

る」 と い う観 念 に よ って 多様 性 は 「逸 脱 」 と して で は な く 「正 常 な 状 態 」 と して シス

テ ム に取 り入 れ られ る。 ま た 「一 人 の ミデ ィア ム が 憑依 霊 の 指 示 に応 じて 複 数 の儀 礼

形 態 に関 与 しう る」 とい う観 念 によ って ミデ ィア ム の宗 教 的実 践 が一 貫 性 の あ る もの

と して許 容 され うる。 しか も 「同一 の 憑 依 霊 が ミデ ィァ ム ご とに,儀 礼 ご と に こ とな

った 属性 ・名前 を も ち う る」 とす る こ と によ って ミデ ィア ム の相 違 お よび 儀 礼 形 態 の

差 異 を こ え た憑 依 霊 の 安 定 性 が保 持 され る。 そ れ に加 え て本 稿 で 明 らか に され た よ う
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に,バ トゥーケ の 形成 に寄 与 した 諸 伝 統 のな か で,本 来 ま った く起 源 を異 に す る 「ア

フ リカの 憑 霊宗 教 」 と 「ア マ ゾ ンの シ ャマ ニ ズ ム」 が 「タ ンボ ール 複 合 」 と 「クー ラ

複 合」 とい う二 つ の焦 点 と して シス テ ム内 に 組 み 入 れ られ,上 述 の よ うな様 々 な調 整

メ カ ニ ズ ム に よ って 両 者 を接 続 す る こ と に成 功 して い るの で あ る。 この仕 組 み が い か

に機 能 して い る か は,近 年 及 び つ つ あ る外 部 か らの 影 響 を バ トゥ ーヶ が 「消 化 吸収 」

しつ つ あ るプ ロセ ス に も は っ き りと見 て と る こ とが で き る。

　 本 稿 の 冒頭 で もふ れ た よ う に,バ トゥ ーケ に 対 して 及 び つ つ あ る影 響 の う ち近 年 も

っ とも注 目に 値 す る もの は,リ オ な ど 南 部 の 大都 市 を起 点 と して全 国 的 に波 及 しつ つ

あ る ウ ンバ ンダ を モ デル と して 受容 す る傾 向 と,バ イ ァ の カ ン ドンブ レな ど を 「伝統

的」 な もの と して 高 く評 価 しそ の フ ェ イ トゥー ラを 受 け,そ れ に鞍 変 え しよ う とす る

傾 向で あ る。 こ う した相 反 す るふ た つ の傾 向 に つ い て は,そ れ ぞれ を 「ウ ンバ ンダ化 」

(Umbandizag50)と 「ナ ゴ 化」(Nagoizagso)と よん で す で に他 の 論 文[FuRuYA

1986]で 論 じた が,そ れ らは バ トゥ ーケ を解 体 しつ つ あ る よ うに み えて,実 際 は既 存

の 枠 組 み に従 って 受 容 され つ つ あ る と言 え るの で あ る。 具 体 的 に言 え ば,「 ク ー ラ複

合 」 は従 来 の パ ジ ェ ラ ンサ に加 え て,個 人 的 問題 の解 決 を主 眼 とす る と い う類 似 性 か

ら ウ ンバ ンダ 色 を 強 めつ つ あ り,「 タ ンボ ー ル複 合 」 に 関 して は,従 来 の ミナ ・ナ ゴ

に対 して カ ン ドンブ レが 「全 国 レベ ル で の 正 統 性」 を背 景 と して 儀 礼 の スタ イル に 影

響 を 及 ぼ しつ つ あ る78)。 しか しベ レ ンで は,そ れ らは 「根 底 的 な革 新 」 と して で は な

く,新 し く憑依 しは じめ た 霊 の要 求 す る新 種 の 「責 務」 と位 置 づ け られ るた め に,ウ

ンバ ンダ は リオ 版 そ の ま ま に 受容 され る こ とな く,カ ン ドンブ レはバ ィ ア版 そ の ま ま

に 受 容 され る こ とは な い。 結 局 はバ トゥ ーケ に吸 収 され る。 言 い換 え れ ば,ひ ろ く社

会 的認 知 を 受 け つ つ あ る ウ ンバ ンダ と カ ン ドンブ レの 力 を利 用 して,地 域 的伝 統 と し

て の バ トゥー ケ が 「再 活 性 化」 さ れ て い る と言 うこ とが で き る79)。

　1960年 代 に バ トゥー ケ を対 象 とす る初 め て の本 格 的 調 査 を 行 な った リー コ ッ クは,

78)ウ ンバ ンダの神界にはオ リシャorixaが 含 まれ るが 「あまりに高位 なので」通常 は憑依せず,

　 「名代」を派遣す るため,実 際に儀礼 で 憑依するのはカボクロcaboclo,プ レ ットヴェー リョ

　 preto　velhoな どとよばれるカテゴ リーのものである。カン ドンブ レでは,オ リシャが憑依 し,

　 カボクロは少な くとも 「伝統的」タイプの グループで は神界 に存在 しない。またウ ンバ ンダで

　 重要な儀礼 は,日 常的 に催 される憑依霊 による コンサルテーション(consulta)の ためのセ ッ

　 シ ョンであ り,そ れ に対 してカ ンドンブ レはそ うした目的の儀礼は行なわず,基 本的 に祝祭 的

　 性格を もつ儀礼 が公開儀礼の中心を しめる。以上の点 か らも,こ れ らの宗教の影響がバ トゥー

　 ケに及ぷ とすれば,前 者が クー ラ,後 者 がタ ンボールを通 しての ものであ る可能性が高い こと

　 が理解 され るであろう。実際,リ オの ウンバ ンダで ポピュラーな多 くの霊が近年 めだつよ うに

　 な り,オ リシャとい う高位 のカテ ゴ リーの憑依霊 の名はバ イアのカ ンドンブ レで使われている

　 名称が目立 ちつつある(例:Dom　 Joao→Ogum;Fina　 Joia→Oxum)。

79)新 しく来 るよ うにな った霊の要求や,従 来か らの霊 の新 しい要求が,新 しい社会状況に応え

　 る ものとな っているという指摘 は[GABRIEL　 1985]で もな されている。
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「そ れ は,カ ン ドン ブ レの不 完 全 な コ ピー と言 うに は程 遠 く,そ れ 自体 と して の 考 察 に

値 す るひ とつ の独 立 した一 貫 性 を もつ 宗 教 シス テ ムで あ る」[LEACOCK＆LEACOCK

1972:317]と 述 べ た が,結 果 的 に は 整 合性 の あ る記 述 を行 な いえ た代 償 と して,そ

の シス テ ムが 当 然 の こ と と して変 異 を含 む シス テ ムで あ る こ とを示 す の に は成 功 して

いな い よ う に思 わ れ る。 ま た1970年 代 に 「連 盟 」 成 立 後 の 状況 に つ い て の詳 細 な報 告

を もの した ヴ ェル ゴ リーノ ・イ ・シル ヴ ァ[VERGoLINo　 E　SILvA　 l976]は,個 人

レベ ル で 現 れ る著 しい変異 を 指 摘 しな が ら も,そ れ が リー ダ ー 間 にみ られ る強 い対

抗 意 識 の 現 れ で あ る とい う点 を 強 調 し,登 場 人 物 間 の 葛 藤 を め ぐる 「社 会 劇 」 を描

き出 す こ と に は成 功 した が,そ れ で もな おバ トゥー ケ が ひ とつ の シス テ ムで あ る理 由

につ いて は明 らか に して い な い。 ま た これ ら二 つ の貴 重 な貢 献 を 含 む 研 究 が,ミ デ ィ

ア ムの キ ャ リア ー に つ い て も事 例 を あ げ て考 察 を行 な って い る に も か かわ らず,個 々

の 憑 依 霊 との 関 係 が いか に して ミデ ィア ム そ れ ぞ れ の儀 礼 シス テ ム を織 り上 げ て い く

の か とい う筆 者 に は最 も肝 要 と思 わ れ る点 に つ いて は,充 分 な 分 析 を示 して い る と は

言 え な いの で あ る。 バ トゥ ーケ に つ いて 「シ ン ク レテ ィ ックで あ る」 と い う こ と は容

易 で あ る し,「個 人 レベル,個 々 の グル ー プ の レベル の 変 異 が著 しい」 と い うの も困 難

で は な い。 答 え な け れ ば な らな い の は 「そ れ に もか か わ らず,そ れ が個 人 の主 観 的 フ

ァ ンタ ジ ーに もとつ いた 特 異 的(idiosyncratic)な 行 動 で な い の は何 故 な の か」 と い

う問 い で あ る。 そ れ に対 して さ しあた りつ ぎの よ う に答 え た い。 彼 らが 「個 々人 が憑

依 霊 の世 界 と関 わ る方 法 は 同一 で はな い と い う こ とを 前提 と して 受 け 入 れ て お り,し

か もそ う した変 異 を積 極 的 に評 価 し,そ れ を 互 いに 関 連 づ け るた め の枠 組 み を共 有 し

て い るか らで あ る」 と。 そ うで あれ ば こそ,だ れ もが 指摘 す る顕 著 な シ ンク レテ ィズ

ムは,一 貫 性 ・統 一性 ・整 合 性 の 不 在 と して 排 除 され る ど ころ か,む しろ憑 依 霊 の世

界 の 奥 の 深 さを 暗示 す る もの と して 受 容 され て い るの で あ る。

8.お わ り に

　最 後 に本 稿 の導 入 と した 「シ ャマ ニ ズ ム」 と 「精 霊 憑 依」 の 問 題 に立 ち か え っ て み

よ う。 南米 の原 住 民文 化 に存 在 した の が シ ャマ ニズ ムで,西 ア フ リカに存 在 した の が

精 霊 憑 依 で あ る と した ら,既 述 の諸 事 例 の 人 々 は シ ャマ ンか ら ミデ ィア ム に な った の

で あ ろ うか,あ る いは 「精 霊 にた いす る統 御 」 を増 して い った プ ロセ ス は,ミ デ ィァ

ム か ら シ ャマ ンにな った とい う こ とで あ ろ うか。 どち らも本 稿 の 議 論 に と って は あ ま

り意 味 の な い 区別 で あ る。重 要 な こ とは,シ ャマ ン=ミ デ ィア ムが 経 験 を 積 む に した

が い,自 らの 身 に お こ る(一 般 に トラ ンス状 態 と して記 述 され る)異 常 な 状 態 にた い
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す る コ ン トロール 能 力 を増 し,多 様 な 属性 を もつ 多 数 の 憑 依 霊 に よ る憑 依 を互 い に 区

別 され た もの と して,し か るべ きコ ンテ クス トで しか るべ き憑 依 霊 に よ る憑 依 を生 じ

させ うる よ うに な る と い うこ とで あ る。

　 また バ トゥ ーケ の 二 つ の 焦 点 と して提 出 され た 「クー ラ複 合 」 と 「タ ンボ ール 複

合」 は,既 述 の よ う に,シ ャマ ンー ミデ ィア ム の能 力 の 由来 につ いてnascer　 feitoと

fazer　 santoと い う対 照 的 な 観念 を示 して いた。 そ れ は 人類 学 で言 う と ころ の 「召 命

型 」 と 「修 行 型 」 の 区別80)に 相 当す る よ うに見 え るが,同 じで は な い。 なぜ な らば

「召 命 型 」 と 「修 行型 」 の相 違 は,シ ャマ ンー ミデ ィア ム と して の能 力 の顕 現 が修 行 あ

る い は学 習 に先 行 す る か後 続 す る か と い う違 いで あ り,そ う した 基 準 に照 らせ ば 「ク

ー ラ」 も 「タ ンボ ール」 も 「召 命 型 」 で あ る
。 それ に対 して,バ トゥー ケ に み られ る

上 記 の 区別 は,シ ャマ ンー ミデ ィア ム と憑 依 霊 の 関係 がdyadicな もの と して完 結 す

る の か,第 三 者 の介 在 を も ってtriadicな もの と して 完 結 す るの か とい う違 いで あ り,

この 区別 が も ち うる意 味 と して本 稿 で指 摘 しえ た の は,カ ル トの 活 動 形 態 と して グ ル

ープ形 成 を不 可 避 的 に結 果 す るか 否 か とい う点 で あ り
,そ れ は究 極 的 に は,パ ジ ェ ラ

ンサ のパ ジ ェを モ デル とす るの か,「伝 統 的 」カ ン ドンブ レの カル トグル ープ を モ デ ル

とす る のか と い う違 い につ な が る。 しか し興 味深 い こ とは,事 例 の検 討 を 通 じて 明 ら

か に した よ う に,「 ア フ リカ系 の憑 霊 カル ト」 と 「ア マ ゾ ン土 着 の シ ャマ ニ ズ ム」 とい

う二 つ の モ デル を それ ぞ れ の 中心 と した二 つ の 円 へ とバ トゥーケ が 分 割 され て は い な

い こ とで あ る。 い わ ば,そ れ らは二 つ の焦 点 と して ひ とつ の 楕 円を 描 いて い るの で あ

り,そ の楕 円は,宗 教 的 な 伝統 とい うマ ク ロな視 点 か ら見 れ ば,大 西 洋 の両 岸 を 含 ん

で 拡 が り,個 々の シ ャマ ンー ミデ ィァ ム の成 巫 過 程 ・儀 礼 実 践 とい う ミク ロな 視 点 か

ら見 れ ば,多 種 多 様 な 属 性 を も って 立 ち現 れ る憑 依霊 た ちを包 み込 む,彼(女)の 身

体 と外 延 を 同 じ く して い る と言 う こ と もで き るだ ろ う。
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